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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　招　待







　バタンッ！

　蝶ちよう番つがいの弛ゆるんだ扉とびらが乱暴に開かれ、真冬の風が吹ふき込んできた。

　エレネイ半島西部に位置する小都市アスパル。

　その裏町の、娼しよう家か通どおりと呼ばれる路ろ地じの吹き溜だまりに、分ふん別べつのある人間なら決して足を運ぼうとはしない不ふ潔けつな安酒場がある。役人でさえ寄りつかず、無法者の開放区となっている場所だ。

　今、その安酒場に、一人のむさくるしい髭ひげづらの中年男が踏ふみ込んできた。

　このあたりの顔ではない。

　詮せん索さくするような常連客の視線が、一いつ斉せいに彼に集まる。

　だが、男はそんなことは一いつ向こうに気にならない様子で、ボリボリと髭を搔かきながらあたりをうかがうと、一番奥の席で壁かべを背に火酒を傾かたむけている外がい套とう姿の人物のところにやってきて声をかけた。

「あんたかい、この俺おれの話を聞きたいっていうのは？」

「……ダル・ハー、だね？」

　髭の中年にそう尋たずね返したのは、深しん淵えんの底から響ひびいてくるような低い声。だが、その声は間ま違ちがいなく女のものだった。

「じゃなきゃあ、ここに来る理由がねえ」

　賞金稼かせぎダル・ハーはそううそぶくと、三本脚あしの丸椅い子すをガタリと鳴らして腰こしを下ろし、フードの下に隠かくされた女の顔をのぞき込もうとする。

　黒い外套の女はフードを取り、自みずからその顔をダル・ハーの露ろ骨こつな視線にさらした。

「……おや、まあ」

　賞金稼ぎはピュウと口くち笛ぶえを吹いた。

　流れるような豊かな黒くろ髪かみに、強固な意志を示す真まつ直すぐな唇くちびる、そして残ざん酷こくさを秘めた漆しつ黒こくの瞳ひとみ。媚こびることを知らない至し高こうの美び貌ぼうは、彼女の年齢を悟さとらせはしない。ただ、その真しん珠じゆの光こう沢たくを持った白い肌はだが、まだ二は十た歳ちそこそこであることを示している。

　後こう宮きゆうでの連日の艶つやごとに飽あいた太たい主しゆでさえ食しよく指しを動かさずにはいられない、危険な魅み力りよくをこの女は持っていた。

「本題に入ろうか？」

　女は単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。

「フレオリックについて、そっちが知っていることをすべて知りたい。特に最近の動向について」

「……さて、話したものかどうかな？」

　相手が女だと知って、ダル・ハーは鼻の頭を指で擦こすり、尊大に構かまえて見せる。

「確かに、俺は長年あいつを追っている。奴やつに関して俺の知らねえことはねえ、と言ってもいいくれえだ」

　カウンターの向こうにいる不ぶ愛あい想そうな酒場の主人を、賞金稼かせぎは目配せをして呼びつけた。

「強えのをくれ、瓶びんごとな」

　主人が陶とう器きの大おお瓶びんをテーブルに乱暴に置いて去ると、ダル・ハーは栓せんを前歯で引っこ抜き、中身を一気に飲み干ほす。

　それから、

「まあ、俺の話を聞きてえんなら、それ相応の銭ぜにを払ってもらわねえとな、姐ねえちゃん？」

　と、濡ぬれた口元をグイと袖そでで拭ぬぐい、女を小こ馬ば鹿かにするように右の眉まゆ毛げを上げて見せる。

「ふっ」

　女はそんなダル・ハーに、あからさまな侮ぶ蔑べつの視線を返した。

「相手を値踏みしておいて、自分より強そうな時には尻しつ尾ぽを振ふり、弱いと見るや吠ほえかかる。……噂うわさ通りの野の良ら犬いぬだね」

「あんだと！」

　これに怒おこったダル・ハーが立ち上がって、女につかみかかろうとしたその時である。

「……よお、いい女じゃねえか！」

　店に入ってきた二人の酔すい漢かんが、女の方を見て大きな声を出した。

「どこの店から来た？　〝黒くろ睡すい蓮れん〟亭ていか、それとも〝堕だ落らくの姫ひめ〟亭か？」

　彼らはダル・ハーたちのテーブルにやってくると、女を左右から挟はさんで絡からみ始めた。

　腰に差した大型の短たん剣けんといい、頰ほおにある傷きず跡あとといい、どう見ても堅かた気ぎではない。地道に稼ぐ生活からはほど遠い連中だ。

「おい、こんな髭ひげの親おや爺じの相手なんか止やめて、俺たちと遊ぼうぜ」

　一人が身を屈かがめて、酒臭くさい息を女に吹きかける。すでにかなり飲んでいる様子だ。

「……なあ、いくらだよ？」

　この突とつ然ぜんの邪じや魔ま者ものの出現に、女はため息を吐ついた。

「まったく、この手の阿あ呆ほうは後を絶たないね」

「ほう、でかい口を叩たたくじゃねえか、姐ちゃん？」

　もう一人が女の胸を鷲わしづかみにした。

「へへ、いい張りだ、すぐにでも頂いただきたいねえ」

「生あい憎にくと、あんたら蛆うじ虫むしに手の届とどく値じゃないよ」

　女はまったく動じた顔色を見せずに、男の手をパチンと払う。

「てめえ！」

　酒で頭に血が上り易やすくなっていた男たちは、蛆虫呼ばわりに激げつ昂こうして腰の短剣に手を持っていった。手て慣なれた素す早ばやい動きだ。

「この売ばい女た！　その生なま意い気きな面つらぁ、二ふた目めと見られねえようにしてやる！」

　抜き放たれた短剣が、女の頰に振り下ろされる。

　だが、

「試ためしてみるんだね」

　と、女が肩をすくめて冷笑を浮うかべた次の瞬しゆん間かん。

　鮮せん血けつがテーブルの上に飛び散り、二人の酔よっ払ぱらいは喉のどを十字に切り裂さかれてゆっくりと仰あお向むけに倒たおれていった。

「おおっ！」

　ダル・ハーには女の手の動きを見ることはできなかった。

　ただ、ふっと風を感じたかと思うと、二人の喉がパックリと口を開いていたのだ。

「おやおや……、まあ、惜おしむほどの命じゃなかったけど」

　女は立ち上がると、見て見ぬ振ふりをする他の客たちを見回してから、カウンターの奥おくの主人に声をかける。

「迷めい惑わくかけたね」

　懐ふところから取り出されたアゼラ金貨が白い指で弾はじかれ、放物線を描えがいてカウンターの上に落ちると、クルクルと回った。

「……おいで、ダル・ハー。ここは空気が良くないよ。場所を変えてじっくりと話を聞こうじゃないか」

「は、はいっ！」

　直立不動で返事をしたダル・ハーは、大おお股またで店を出る女の後を追った。

　先ほどまでとは、えらい態度の違いである。

「あ、あの、あなた様のことは、何とお呼びすれば……」

　ダル・ハーは歩きながら、女の背に向かって恐おそる恐る上うわ擦ずった声をかけた。

「あたしかい？」

　女はピタリと足を止め、長い髪を搔かき上げながら振り返った。

「あたしはヴォージェラ。ヤーバシアのフレオリックが、最後にその姿を瞳ひとみに焼きつけることになる女さ」




　　　　＊　＊　＊




　ちょうど同じ日……。

　アスパルから馬で四日ほど行ったところにある小さな町の宿屋に、変わった二人組の客があった。

　一人は、黒こく衣いに身を包んだ黒髪長身の男。

　もう一人は、時折り仔こ猫ねこのような表情を見せる金髪の少女だ。

　二人は黒馬に同乗してやってくると、町の鍛か冶じ屋やに馬を預あずけ、宿を取った。

　二階の一番広い部屋を二人で借り切ったのだ。

　好こう奇き心しんの強い町の人間たちは二人に話しかけて何者か探さぐり出そうとしたが、その都つ度ど、黒衣の男の灰はい色の冷たい瞳に拒こばまれた。少女の方は口が軽かったが、男が優しく目で制するとそれ以上は何も話そうとしなかった。

　結局、町の人間たちが知ることができたのは、二人が行く先定めぬ旅の途と中ちゆう、たまたまこの町に寄った、ということだけだった。




　その夜……。

「ふふふんふん、お金～、お金～、お金～、金貨ちゃ～ん」

　少女は部屋の床ゆかに一枚一枚ソリドゥス金貨を並べると、その上に毛もう布ふを敷しいた。

「さあ、一いつ緒しよに寝ましょうね～。意地悪な誰だれかさんが一緒に寝てくれないから」

　少女は寝しん台だいの上の黒髪の男にチラリと目をやるが、男は剣の柄つかの皮を巻き直しているところで、少女の言葉など耳に入らない様子だ。

「……むう」

　無視を決め込まれた少女は頰を膨ふくらませ、大きな声で訴うつたえに出た。

「ねえ、寒いよ～。昨日きのうは雪が降ったんだよ～。もう冬なんだよ、リック～」

「寒いのは金貨など敷いて寝るからだ」

　そちらの方を見もしないで男は言った。

「金貨は冷たくないもの。知らないの、銀貨と違ってあったかいんだよ、金貨は」

　少女はべーっと舌を出す。

「あんたなんかより、ずっ～とあったかいんだから」

　こうやって憎にくまれ口を利ききながらも、少女はこの男が冷たい人間だとは微み塵じんも思っていなかった。




　男の名はフレオリック。

　かつてはエレネイ東北部のヤーバシアで王座に就ついていた身である。

　その決して長かったとは言えない治ち世せいの間、フレオリックは若き王として数々の業ぎよう績せきを残し、臣しん下かや民衆の高い支持を得ていた。

　まず、剣けん聖せいロヴァルを師とする優すぐれた剣士でもある彼は、自みずから先頭に立って戦うことで三度に及およぶ隣りん国ごくザモーラの侵しん略りやくを打ち破り、長年の宿しゆく敵てきであるザモーラとの平和条約をとうとう勝ち取った。

　また内政では、税を上げることなしに南東部湿しつ地ち帯の干かん拓たくを進め、戦争で荒あれ果てた街かい道どうを整備した。

　先代の王と比べて繊せん細さいなフレオリックに対し、戴たい冠かん式しき直後はこの戦乱の世を生き抜けるのかという危き惧ぐを抱いだいていた老臣たちも、彼が二十歳を迎むかえる頃には完全なる忠ちゆう誠せいを誓ちかうようになっていた。

　このままいけば、フレオリックはヤーバシアの歴史に燦さん然ぜんと輝かがやく名を残す賢けん君くんとなっていたはずだった。

　だが三年前のこと……。

　フレオリックはある事情から王おう妃ひと弟を死に至らしめることになった。無論、王である彼は事件を揉もみ消すことも可能である。だが、こうした事態のそもそもの原因が、自分が政治に没ぼつ頭とうして王妃を苦しめたことにあると知ると、フレオリックは、ロヴァルから譲ゆずられた剣〝グリード〟以外のすべてを捨すてて、国を出しゆつ奔ぽんしたのである。

　ただちに義父にあたるザモーラ太主により、親族殺しフレオリックの首には賞金がかけられた。彼はお尋たずね者ものとなり、ザモーラからの刺し客かくや賞金稼かせぎたちに追われる立場となった。賞金は刺客を倒たおすたびに徐じよ々じよに増額され、今では金貨五千にまでなっている。これはセイル・グレイやアゼラの百人隊長、血ち塗まみれの貴婦人などと並ぶ高額なのだ。




　一方、少女の名はピュティア。

　ピュティアは自分の生まれた町の名も知らぬ、孤こ独どくな少女だった。

　父は誰だれだか見当もつかず、渡りの売春婦だった母は、ピュティアが四つの時に仕事からくる病気で死んでいた。

　普ふ通つうなら両親の愛情を真夏の太陽の光のようにたっぷりと受けて幸福に過ごしている年とし頃ごろに、たった独ひとりで世間、それも犯はん罪ざいと貧ひん困こんに満ちた薄うす汚ぎたない裏町に放り出されたのだ。

　盗ぬすみしか、生きるための糧かてを得る手段はなかった。それでも生き延びられたのは奇き跡せきと言っていい。

　当然、こんな暮くらしがあと半年も続いていたならば、ピュティアも母と同じ悲ひ惨さんな運命をたどることになったはずである。

　だがそんな時、彼女の前に突とつ然ぜんフレオリックが現われたのだ。

　賞金稼ぎたちをあっという間に薙なぎ倒たおした彼の腕うでに、少女は金の匂においを感じ取った。

　以来、フレオリックの押おし掛かけの相あい棒ぼうとなったピュティアは、もう半年近くも一いつ緒しよに旅を続けているのである。




　フレオリックは剣の手入れを終えると、燭しよく台だいの灯あかりを落とすために寝台から立ち上がった。

「さあ、もう寝ろ」

　そう声をかけながら、彼はさり気げなく毛布をもう一枚、ピュティアの方に放ってやる。

　しかし……。

「どうしたの？」

　ピュティアは燈ひが消える寸前、リックの表情が変化したのを見た。

「……眠ねむるのなら、もう少し壁かべ際ぎわに移動した方がいい」

　彼の声が闇やみの中に低く響ひびいた。

「どうして？」

　と、ピュティアが尋たずねかけた瞬しゆん間かん。

　窓から差し込む強い光に、寝台の上で垂すい直ちよくに飛び上がるリックの影かげが浮き上がった。

（……光!?　真夜中に!?）

　ピュティアが異常に気がつくのとほぼ同時に、窓を破って高熱の炎ほのおの塊かたまりが部屋に飛び込み、寝台を紅ぐ蓮れんの炎で包み込む。

「ひぃ～っ！」

　ピュティアは転ころがるようにして部屋の隅すみに逃にげた。

　もちろん、金貨は毛布ごとしっかりと手につかんでいる。

　リックと旅を始めてからというもの刺し客かくの強きよう襲しゆうは日常茶さ飯はん事じ。そのあたりは手て慣なれたものだ。

　一方、寝台から上がる炎に照らし出されたリックは、壊こわされた窓から夜の通りに躍おどり出た。
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　ギュンッ！

　鞘さや走ばしる氷の剣〝グリード〟が風を切る独特の音が、ピュティアの耳にまで達する。

「リック！」

　ピュティアはブーツに差した短剣を抜くと、金貨を抱かかえたまま窓から身を乗り出して下を見た。

　先日の初雪でぬかるんだ通りの中央に立つ黒こく衣いの剣士。

　そして、曲きよく刀とうを手に彼を囲かこむ、四人のフード姿の男。

　その様子に、ピュティアはホッとため息をつく。

　すでに勝負がついていることが、少女の目には明らかだったからだ。

　そして、思った通り……。

　バサッ！

　四人の刺客は、同時に地に倒れた。

　飛び降りた瞬間に、すでにグリードの氷ひよう刃じんは正面の刺客の頭ず蓋がいを割り、間かん髪はつを入れず右手の刺客の胴どう、右足を引きながら払はらい上げて後方の敵を斬きり、左の刺客を袈け裟さ掛がけに仕し留とめていたのだ。

　リックは絶命した刺客の一人の外がい套とうで剣を拭ふくと、ゆっくりと鞘に収めた。

「……火を消しておけ」

　彼は窓を見上げてピュティアに命じた。

「えっ？……あちちっ！」

　少女が背中に熱気を感じて振ふり返ると、寝台がメラメラと燃え上がり、炎の舌が天てん井じようを舐なめている。

「水っ！　水～っ！　焼け死ぬう～！」

　慌あわてるピュティアは、水差しを探さがしてドタバタと走り回った。

　その間にリックは襲しゆう撃げき者のフードをめくり、顔を確かめる。

「……き、消えたあ」

　騒そう動どうに気がついた町の人々が起き出し、民家の窓に明かりがつき始めた頃ころ。

「よっと！」

　ようやく消火に成功したピュティアはリックの真ま似ねをして窓から飛び降り、彼のそばにやってきた。

「……なに、これ？」

　リックの視線をたどって刺客の顔を見たピュティアは、可愛かわいらしい顔をしかめる。

　フードの下からのぞいているのは、尖とがった耳と突とつ出しゆつしたアゴを持った、黒い剛ごう毛もうに覆おおわれた顔。人間のものではない。いや、顔だけではなく鼻先から尻しつ尾ぽの先までが、完全に野や獣じゆうのそれである。

「……山犬だな」

　何やら納なつ得とくしたようにリックはつぶやくが、ピュティアの方は頭の中が疑問でいっぱいである。

「何で？　何で、何で、何で？　あいつらさっき、二本足で立ってたよね？　武器、持ってたよね？　魔ま法ほう、使ったよね？……ふが？」

　リックはまくし立てる少女の口を手で塞ふさいだ。

「……確かに、直立し、武器は構かまえていた。だが、火球を放ったのは別の存在だ」

　彼はささやいた。

「ふぉんふぉ？」

「そして、まだ奴やつは近くにいる」

「ふぉんふぉ？　ふぁふぁ、ふぁふぁひほほ、はっふふへふぉ！」

　リックの鋭するどい五感は、先ほどから二人を監かん視しする鋭い視線があることに気がついていた。

（……どこだ？）

　彼は視線の主ぬしの居所を探さぐろうとするが、巧こう妙みように気け配はいを消して移動を続ける相手の位置がなかなか特定できない。

「……ふ～、ふ～っ!!」

　と、手足をばたつかせるピュティア。

「静かにしろ」

　リックは暴れる少女をたしなめる。

　そばで暴れられては相手の行動が読めない。

「……ふ、ふぅ～」

　突然、ピュティアの抵てい抗こうが止やんだ。この時になってリックはその顔が真っ赤になっていることにふと気がつき、ようやく手を離はなした。

「ぶはっ！……もう！　鼻まで塞がないでよ、死ぬかと……！」

　その瞬間である。

　ドーンッ！

　耳をつんざく轟ごう音おんとともに、先ほどまで二人がいた部屋──というより宿屋の二階すべて──が火柱を上げて吹き飛んだ。

「きゃあっ！」

　珍めずらしく歳とし相応の少女らしい悲鳴を上げてリックに抱だきつくピュティア。

　この騒さわぎに、町の人々が通りに飛び出してくる。

「火事か？」

「野や盗とうか？」

「アトレーんとこだ！　家族は無ぶ事じか？」

「水だ！　急げ！」

　町の人々はそれぞれ桶おけをつかんで井戸に走った。

　すでに宿屋の大半が炎に包まれている。リックたち以外の客と主人たちが、煤すすにまみれた姿で必死に這はい出してくると、消火にあたっていた人々の間から喚かん声せいが上がった。

　最初の火球攻こう撃げきでみな目を覚ましていたためか、幸さいわい全員が脱だつ出しゆつできたようだ。

（よかった、あたしたちのせいで死ぬ人が出なくって）

　と、ピュティアは小さなため息をつく。

「あんたらもよく無事だったな」

　延えん焼しようを防ぐため可燃物を宿から遠ざけていた男の一人が、リックたちに声をかけた。

「ああ。ついていた」

　リックはうなずいて答える。

　いつの間にか、山犬の死し骸がいは消え失うせ、ついさっきまで感じられていた視線はない。

　どうやら今の騒ぎの間に去ったようだ。

　火事は次し第だいに下火になってきている。

　だが……。

「おい、なんだい、ありゃ？」

　リックに話しかけた男は汗あせを拭ぬぐいながら空を見上げると、口をポカンと開いた。

　それにつられてピュティアも空に目をやる。

「……なんだろ」

　冬の夜空に、小さな炎の群むれが一定の形を描えがきながら躍おどっていた。

　整然と並んだ炎の列。

　まるで文字のようだ。

　だが、その現象に気がついたのはリックたち三人だけ。

　他の人々はまだ消火にかかっている。

「蜃しん気き楼ろうの類たぐいだろう」

　リックは男に説明した。

「火事の熱のせいだ」

「そんなもんかねえ。……まあ、いいや。取りあえずはこっちの火事だ」

　と、男は作業に戻もどっていく。

「……ねえ、あれ、字だよね？」

　男が消えると、ピュティアは小声でリックに尋たずねた。

　リックは無言でうなずく。

（何て書いてあるんだろ？）

　ピュティアは解読しようと一生懸けん命めい目を凝こらした。

　だが……。

「……読めない」

　彼女はすぐに諦めた。

「無理もない。あれはクドニス文字だ。あの文字を日常使っていた最後の人間が死んで、二百年は経たつ」

「そんなものが何で？……リック、まさかあんた読めるの？」

「教養としてな」

「…………」

「…………」

「…………？」

「…………」

「……もう、教えてよ！」

「警告する。タレントゥムに近づくな」

「……そう書いてあるの？」

「ほぼ、その意味だ。タレントゥムは古名のトクサンドリアになっていたが」

　と、リック。

「ところで、金貨や荷物はもちろん部屋に残してきてはいないな」

「へへ。このピュティアさんを見み損そこなっちゃいけないよ」

　少女は帯おびのように腰に巻きつけた毛もう布ふをポンと叩たたいた。

　中に詰まった金貨が、ジャリッと音を立てる。

「では、それで必要なものを買い揃そろえておけ」

「てことは？」

「せっかくの招待だ。タレントゥムに向かう」

「……やっぱりね」

　少女はふうっと息を一つついた。

「ほう。いつものように騒がないのか？」

　ピュティアの落ち着いた様子に逆にリックが尋ねる。

「もう諦あきらめたよ。どうせあたしの言うことに耳を貸すあんたじゃないもんね」

「その通りだ」

　リックは不敵な笑みを浮かべると、夜空の火文字にもう一度視線を投げかけた。

　火文字は空を巡めぐる星々の輝きと同化し、やがて溶とけ込むように消えていった。







　第一章　剣けん豪ごう集結







　タレントゥムは、エレネイ中部に位置するごく平へい凡ぼんな小都市である。

　街まちの南に残る大理石の遺い蹟せき群を見れば分かる通り、ここはかつてトクサンドリアと呼ばれた、半島でも有数の大都市だった。

　もっともそれは、五百年近くも前のこと。

　水運の発達とともに貿ぼう易えきの要かなめとしての役割が薄うすれ、トクサンドリアにその玉ぎよく座ざを置いていた太たい主しゆは街を放ほう棄き、海沿ぞいの新都市に都みやこを遷うつした。

　トクサンドリアはその名をタレントゥムに改あらため、一地方領主の治おさめる小都市に成り下がったのである。

　そして新年が迫せまった雪のちらつくある日、そのタレントゥムにフレオリックとピュティアは足を踏ふみ入れていた。




「寂さびれた街って聞いてたけど、何だか賑にぎやかだねえ」

　通りの左右をキョロキョロと見回しながらピュティアは言った。

「まるでお祭りだよ」

　確かに通りを行く人の数は多く、表情もみな明るい。

「何だかあたしたちまで楽しくなってくるね」

　ピュティアがさっきから話しかけているのが聞こえているのかいないのか、リックは黙もくしたまま黒馬の手た綱づなを握にぎって真まつ直すぐに進む。

「不ぶ愛あい想そう」

　ピュティアは頰ほおを膨ふくらませた。

　その時。

「……やば」

　何なに気げなく広場の方を見た少女の目に、見み覚おぼえのある天てん幕まくが映うつった。

「あ～、リック！　あっちに行こ、あっち！　ほら、面おも白しろそうだよ～！　そ、そうそう、お昼を食べなくちゃ！」

　腕うでを引っ張って脇わき道みちに入ろうとするピュティア。その唐とう突とつな様子に、リックも広場の方に視線を移す。

「……なるほど」

　周囲と比べても一ひと際きわ賑にぎやかな広場に建っていたのは、『ティーズの驚きよう異いの一座』という看板がかかげられた大天幕であった。

　さらに大天幕の周りに並ぶ、色とりどりの小さな天幕と馬車。

　そのうちの一つが、ピュティアがどうしても避さけたかった場所なのだ。

「手がかりを得られるやも知れんな」

　リックは足をそちらの方に向けた。

「あちゃ～、大失敗だよ」

　ピュティアは額ひたいに手を当てながら、渋しぶ々しぶその後に続いた。




「も～、どうしてあんたはあたしらの行く先々に現われんのさ！」

『アマラの運命の部屋』という看板が出ていた天幕に入るなり、ピュティアは言った。

「ふふ。こっちが聞きたいくらいね」

　水すい晶しよう球きゆうが置かれた丸テーブルの前に座すわったアマラは、笑みを浮うかべて肩をすくめた。

　銀色の髪かみと碧あおい瞳ひとみを持ったこの女占うらない師しとは、三か月前にユガで別れたばかりだった。

　それがまさかこんなところで再会することになろうとは……。

「まさか、あなたもあの剣けんを？」

　アマラは膨ふくれっ面つらのピュティアを取りあえず無視し、フレオリックに尋たずねる。

「あの剣、とは？」

「知らないの？　例の……、おっと、危あやうく喋しやべっちゃうとこ。情報は払はらうものを払ってもらってからよ」

　女占い師はウインクした。

「ケチ」

　と、リックの肩の陰かげからピュティア。

「あなたに言われると本当に傷つくわ」

　アマラは心底悲しそうな顔をする。

「もう！　とにかく、今回はリックのキスじゃ駄だ目めだからね！」

　ピュティアは身を乗り出した。

　以前アマラは情報料と称しようして、たっぷりとリックの唇くちびるを貪むさぼった前科があるのだ。

「じゃあ、あなたの唇じゃ駄目？」

　アマラはピュティアのアゴ先をつまむ。

「ふふふ、おいしそう……」

「よ、よ、よ、よしてよ！」
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　少女は天幕の隅すみまで後あと退ずさった。

「冗じよう談だんよ」

　アマラはあっさりと言う。

「あ、あんたって～！」

　顔を真っ赤にして怒おこる少女から、アマラは視線をリックに戻もどした。

「あの子が騒さわぐから相場でいいわ、つまらないけど。金貨三枚」

「前より上がってるじゃない」

　と、またピュティアが口を出す。

「物価上昇分よ」

　アマラはリックが差し出した金貨を丁てい寧ねいに胸の間にしまい込んだ。

「それで、あなたが知りたいのは何に関すること？」

「先日、この街まちへの丁寧な招待を受けた。今、ここで何が起きているのかを知りたい」

「そうね」

　アマラは少し考えてから話しだした。

「……この街に、マレオティス家という商しよう家かがあることはご存じ？」

「いや」

　と、リック。

「何でもかなり古くから続く豪ごう商しようらしいんだけど、そのマレオティス家の先代が半年ほど前に亡なくなって、新しい当主にウスクという人がなったの。それで、そのウスクが帳ちよう簿ぼづけのために古い倉庫を整理していたら、一ひと振ふりの長ちよう剣けんが見つかった、という訳わけ。ところがその剣、よくよく調べてみると、アクーザルという銘めいだったのよ。……フレオリック、この名前は？」

「聞き覚えはある」

　彼はうなずいた。

「妖よう剣けんと呼ばれるものの一つだ」

「そう、打たれたのはもう四百年も前のこと。血ち腥なまぐさい伝説があって、これを打った刀とう匠しようマルカブは自分の娘で試ためし斬ぎりをして、それから依い頼らい主ぬしの太主サハードに納おさめたそうよ。だけど、サハードは自分の手に入る前に剣が血で汚けがされたことを怒おこり、マルカブを斬り捨すてた」

「やりきれない話だね」

　ピュティアが眉まゆをひそめる。

「でもね、それで終わりじゃないの」

　アマラはさらに続けた。

「苛か酷こくな税を課したため、サハードは領地の見回りの途と中ちゆう、農民たちの待ち伏ぶせを受け、勇ゆう敢かんに戦ったものの虐ぎやく殺さつされたわ。アクーザルはこの時、反乱の首しゆ謀ぼう者しやの手に渡ったけれど、掠りやく奪だつ品ひんの分配で揉もめ、今度は農民たちで殺し合うことになったの。結局、この反乱はサハードの息むす子こサイイードの手によって鎮ちん圧あつされ、剣も彼のものとなった。でも、それから一年も経たたないうちに再びアクーザルは持ち主に牙きばを剝むいたわ。サイイードの息子ワハブがアクーザル欲しさに父親を謀ぼう殺さつしたの。けれど、やっぱりそのワハブも……」

「もういいよ」

　ピュティアが遮さえぎる。

「聞いてて気分が悪くなってきたもん」

「そうね。でも、こんな話があと数百年分も続くのよ。そして、あと一つ付け加えると、フレオリック、あなたのお祖じ父いさんもアクーザルを」

「そうだ」

　と、リックはうなずく。

「だが、それはまだ祖そ父ふが若く、戦いに明け暮くれていた頃ころのことらしい。すぐに剣は何ど処こかの湖に投じたと聞いている」

「それがどういう訳か今頃になって出てきたのよね。……それで、ウスクって男は自分がそんな剣を持っているのが不安になったらしくて、アクーザルを手放すことにしたの。それで、名のある剣けん豪ごうや武術家を集め、戦わせてその優勝者に剣を譲ゆずるという報しらせをエレネイのあちこちに送ったのよ」

「あたしら知らないよ、それ」

　ピュティアは首を傾かしげた。

「そりゃあ、居場所の定まらないお尋たずね者ものに連れん絡らくはつけられないでしょ」

「腑ふに落ちぬな。何な故ぜそんな持って回ったことをする？　剣を遠ざけたいのなら売ればいいだけのことだろう？」

　リックは眉をひそめる。

「そうしようとも考えたらしいのよ。でも、アクーザルの噂うわさで街に人を呼べれば街の振しん興こうにもなると思ったのね。……まあ、私たちの一座もそれに便びん乗じようする気で来た訳だけど」

「人気なさそうだもんね、あんたらの一座って」

　アマラは少女の発言を聞き流した。

「でも、アクーザルを手に入れる気になっても、もう手て遅おくれよ。試合は十日前から始まっていて、今日はもう決勝戦ですからね。……そう言えば、そろそろ始まる頃かも」

「リック！　行こ、行こ！　ここのオンボロ一座より面おも白しろそう」

　ピュティアはリックの腕をグイグイと引っ張った。

「まだ言う？」

　アマラは苦笑する。

「……まあ、いいわ。いってらっしゃい、場所はここから東に通りを進んだ一番大きな屋や敷しきの中庭よ。すぐに分かるわ」
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　アマラの言う通り、ウスクの屋敷はすぐに分かった。何しろその敷地は街の五分の一を占しめるほどの広さなのだ。これは、街から馬で半日行ったところにある名めい目もく上の領主コクレイの居きよ城じようよりも大きい。由ゆい緒しよある豪商というのも、まんざら噓うそではないようだ。

　ピュティアたちが開放された門を抜けて中庭に出ると、すでにそこには妖よう剣けんアクーザルを賭かけた決けつ闘とうを見ようと、大勢の見物人が集まっていた。

「も～、よく見えないよ」

　決闘場を囲かこむように設もうけられた観客席の、南側の一番後方に二人は陣じん取どった。

「リック、だっこして、だっこ。おんぶでもいい」

「……お前は子供か」

　と、跳はねて甘あまえるピュティアをリックは相手にしない。

「いいもん、勝手に上るから！」

　ピュティアは栗り鼠すのようにリックの身体からだをよじ登ると、肩の上に腰を下ろした。

「ねね、気持ちいい？」

　ピュティアは太ふと股ももで彼の首をギュッと挟はさむ。

「……重いだけだ」

　と、言いながらも、リックは少女を振ふり落とそうとはしない。

　すでに彼の注意は決闘の舞ぶ台たいに向いていたのだ。

　ほどなく、観客席がザワザワと沸わきだし、決闘場の東西から二人の男が現われた。

　西から出てきたのは、三十代半ばの精せい悍かんな顔つきの男で、長い髪を後ろで束たばね、筋肉隆々の上半身を剝むき出だしにしている。手にした得え物ものは、身長より腕一本分長い細身の槍やりだ。

　そして、東からやや遅れて来たのは、六十代前半だろうか、白い髭ひげを無む造ぞう作さに伸のばした温おん厚こうそうな老人だった。その腰こしには、薄うす汚よごれた鞘さやに収まった長剣が下げられている。

　二人は、この家の家か令れいらしき立会人が立つ決闘場の真まん中なか付近まで歩み出て、対たい峙じした。




「……結果、見え見えだねえ」

　リックの肩の上から二人を観察したピュティアがつまらなそうにつぶやく。

「ほう？」

　リックが少し顔を傾かたむけて少女を見た。

「だってさ、前に言ってたじゃない。剣と槍では剣の方が不利だって」

　そうピュティアが説明しかけた時、

「……そりゃあ、腕が拮きつ抗こうしている場合の話だな、お嬢じようちゃん」

　と、野の太ぶとい声が脇わきから割り込んできた。

　それとともに、ピュティアの横にゴツゴツした厳いかつい顔がヒョイと現われて、ニッと笑う。

「ひっ！」

　驚おどろいたピュティアは、リックの肩から転ころげ落ちそうになった。

「おお、すまん、すまん。吃驚びつくりさせたみたいだな」

　厳つい顔の巨きよ人じんはピュティアの襟えり首くびをつかみ、リックの肩へと戻もどした。

　骨格だけ見ると野や牛ぎゆうか何かと間ま違ちがえそうなこの巨人の顔は、ちょうどピュティアの頭と同じ高さにある。つまり、長身のリックよりさらに頭二つ分ほど背が高いのだ。

「あ、ありがと」

　顔を見て驚いたことに気まずさを覚おぼえながらも、ピュティアは巨人に礼を言う。

　だが、

「いや、突とつ然ぜん声をかけた俺おれが悪いんだ」

　と、巨人は屈くつ託たくのない笑みを返した。

「……おっと、そうそう。話をもとに戻すが、確かに腕が同じなら槍が有利だ。だが、あの二人の場合、力の差は歴然だな」

「じゃあ、あんたはあの爺じいさんが勝つって言うの？」

　不服そうなピュティア。

「間違いなく、な」

　彼は大きく頭を振った。

「……ところで、剣士殿、あんたも参加し損そこねたクチか？」

　巨人はリックに尋たずねた。

「いや、ただの見物だ」

　リックはそっけなく答える。

「そうか？……俺の目も鈍にぶったかな、お前さんのこと、かなりの腕の持ち主と見たのだが？」

「間違っちゃいないよ、何てったって、この人は……ふぐぅ？」

　リックは、ピュティアのよく滑すべる口を塞ふさいだ。

　そして、

「リックだ」

　と、滅めつ多たに無いことだが自みずから名乗った。

「ただのリックか？……まあよかろう、俺はダイモニオンだ。こう見えても神官でね。腕の立つ奴やつを捜さがし、雇やとうためにやってきた」

　巨人は肉厚の手を差し出した。

「ダイモニオン──怪かい物ぶつ──とは珍めずらしい名だな」

　リックはその手を握にぎり返す。

「本名だぜ。俺が生まれた時、その面相の醜しゆう悪あくさに取り上げた産さん婆ばが悲鳴を上げ、親おや父じは叫さけんだ。これは俺の子じゃない、怪物だ、と。それから名が付いたのさ」

「でもさ、そんなに醜みにくい顔じゃないよ」

　ピュティアが慰なぐさめるように言った。

「ありがとよ、お嬢ちゃん。でもな、男前とは言えんだろ？」

「真の醜さは心の底からにじみ出てくるものだ。生まれた時の容よう姿しとは関係ない」

　リックの言葉にダイモニオンは笑う。

「そう言ってくれる人間は少ないがね」

　すると……。

「まあ、美は必ずしも善ならず。醜、必ずしも悪ならずさ」

　三人の後方でまた別の声がした。

　リックにつられてピュティアが振り向くと、赤茶色のアゴ髭ひげを刈かり揃そろえた二十代前半らしき青年がにこやかな表情で立っていた。

　その風ふう貌ぼうはどことなく学者か修道僧を思わせるが、腰には使い込まれた剣が下がっている。

「失礼。盗ぬすみ聞きする気はなかったんだが、実は俺も試合に遅おくれた人間でね。名はヒュオン、モスルの出で、多少剣を使う」

　そう自己紹介する青年に、ダイモニオンは手を差し出し、リックは目もく礼れいする。ピュティアは肩の上から手を振った。

　この短い挨あい拶さつの後、四人は決闘場に注意を戻もどした。

　ちょうど、いくつかの注意事項を確認した立会人の合図で、槍やり使づかいと老人が一礼したところだ。

「……あの槍使い、相手が悪かったな」

　ヒュオンが言うと、

「ああ。短い戦いになるな」

　と、ダイモニオンが返す。

「なあ～んだ、みんなあの爺さんが勝つと思ってんの、面おも白しろくない」

　先ほど槍使いの勝利を予測したピュティアは、口を尖とがらせた。

「じゃあ、槍使いに賭かけるかい？」

　ヒュオンが茶目っ気けたっぷりにウインクする。

「やめとく。……あっ、始まったよ！」

　少女は決闘場を指さした。




　歓かん声せいが時し化けの海うな原ばらのうねりのように高まってゆく中、先んじて攻こう撃げきに出たのは若い槍使いの方だった。

　じりじりと右に回りながら慎しん重ちように間まを詰つめてから、相手の呼吸を読み、十分に体重を乗せて踏ふみ込んだ電でん光こう石せつ火かの素す早ばやい突つきである。

　ヒュンという風を切る音。

　真っ正面からの突きのはずが、細身の柄えがしなり、穂ほ先さきが緩ゆるい曲線を描えがいて左脇から老人の首を狙ねらう。

　通常の槍の直線的な動きとは異ことなる、意表を衝つく一撃だ。

　だが……。

　この攻撃に対して、老人は冷静にほんの半歩右足を引くと、紙かみ一ひと重えで鋭するどい穂先を見切った。

　そして、槍の柄に沿そうように、老人はすり足で間合いを詰め、ここで初めて抜ばつ刀とうした。

「……ほら、おしまいだ」

　ダイモニオンがピュティアにささやく。

　チュイーンッ！

　一いつ瞬しゆん、白はく刃じんが午後の陽光を浴あびて輝かがやいた。

　真っ二つになった槍の先の部分が宙を舞まい、大きく弧こを描いてから決闘場の地面に突き立った。

　茫ぼう然ぜんと佇たたずむ槍使い。

　その懐ふところに飛び込んだ老人の剣の切っ先は、ピタリと槍使いの喉のど元もとに当てられている。

「……ま、参った！」

　額ひたいから脂あぶら汗あせを流した槍使いは、擦かすれる声を絞しぼり出した。




　槍使いが動いてから負けを認めるまで、この間わずか一呼吸半ほど。

　あまりの早はや業わざに、観客席はしーんと静まり返っていた。

　だが、槍使いが大地にへたり込むと、ややあって、惜おしみない拍はく手しゆが老人に注そそがれた。

　その興こう奮ふんの中、槍使いは背中を丸めて早々に引き上げ、立会人は勝利者の名を宣する。

　もっとも、拍手と歓かん声せいにかき消されて、その名はピュティアの耳にまでは届とどかなかった。

　立会人に促うながされた老人は、剣を傍かたわらの地面に突き立てると、熱ねつ狂きようする四方の観客席に向かって頭を下げた。

　と、その時……。

　一礼して顔を上げた老人の目と、フレオリックの目が偶ぐう然ぜん合った。

「えっ？」

　リックの姿を認めた老人の表情が変わったのが、ピュティアの位置からもはっきりと分かった。

（まさか、あの爺じいさんも賞金稼かせぎ？）

　ピュティアの胸を不安がよぎる。

　リックの腕は信用しているが、あの老人が強いことは今、目撃したばかりだからだ。

（逃げようって言った方がいいのかな？　でも、言ってもどうせ逃げないよね）

　と、ピュティアが迷まよっているうちに、老人は剣を鞘さやに戻すと、そのまま祝しゆく福ふくする観客の間を縫ぬってピュティアたちの方にやってきた。

　やがて、彼らの前に立った老人は目を細めてリックを見る。

「やはり間違いない。おぬしか……？」

　蜃しん気き楼ろうに呼び掛けるような口調で、老人は尋たずねた。

「お久しぶりです」

　リックは小さくうなずく。

「懐なつかしい。あれはまだロヴァル殿どのがご健在の頃……、九年ぶりになるかな」

「はい。今の立ち合い、お見み事ごとでした」

　リックが言うと、老人は頭を振った。

「ふっ。もう、おぬしの相手ではないわ」

「……ねえ、リック。もしかして知り合い？」

　二人の和なごんだ様子に緊きん張ちようを解といたピュティアが、肩の上から聞く。

「ああ。この方は、我わが師ロヴァルの弟おとうと弟で子しにあたられるクレオン殿だ」

　いつになく丁てい寧ねいな口調のリック。

「じゃあ、リックの先生みたいなもん？」

「古い友人といったところじゃよ、お嬢じようさん。……お嬢さん、もしやこの男の？」

「恋人だよ」

「……まだ言うか」

　リックは猫を扱あつかうようにポイとピュティアをつまんで捨すて、

「故ゆえあって面めん倒どうを見ている娘です」

　と、そっけない調子で説明した。

「また～、照れちゃって」

　ピュティアはそんなリックをニヤニヤと見上げたが、ジロリと冷たい視線を向けられたもので、

「噓うそで～す」

　と、肩をそびやかす。

「……ほう、おぬし、相変わらずもてるようだの？」

　二人の顔を見比べたクレオンが髭ひげを扱しごきながら冷やかすように微ほほ笑えむと、リックの表情はいっそう憮ぶ然ぜんとしたものになった。




「……しかし意外でした。あなたほどの方が何なに故ゆえこのような試合に？」

　クレオンがダイモニオンやヒュオンとも挨あい拶さつを終えると、リックは尋たずねた。

「さてのう」

　彼はこぶしで二つ、三つ腰のあたりを叩たたいて見せる。

「ちょっとした気き紛まぐれ、というところかの。……そう言えば娘を覚えておるか？」

「ヤーバシアに連れていらっしゃった時には、確かまだ……」

　と、リックが言いかけた時。

「クレオン様」

　先ほどの立会人がやってきて老人に声をかけた。

「客間で主人がお待ちです」

「おお、そうであったな！」

　クレオンはポンと額ひたいを打つと、リックに告げた。

「積もる話もある。後で『古いにしえの栄光』亭ていに来てはくれぬか？　娘のクラリッサにも会わせたいしのう。そう、それに……」

「さあ、クレオン様」

「……やれやれ」

　老人はリックに目配せすると、急せかす立会人に続いて屋や敷しきに向かった。




　クレオンがその場から去ると、ダイモニオンはこぼした。

「残念なことをしたな。あの爺じいさんほどの腕の連中が他にもいたんなら、やはり試合に出ておくべきだったぜ」

「まだ機会はあるさ」

　三々五々去ってゆく観客に目をやりながら、かぶりを振ふったのはヒュオンである。

「…………？」

「確かに公式には試合は終わり、アクーザルはご老体の手にある。だが、剣を求めてこの街まちに集まった連中が、このまま黙だまって指をくわえているとは思えない」

　ヒュオンは説明した。

「……なるほど、これからが本当の勝者を決める戦いという訳わけか」

　ダイモニオンはうなずく。

「無論、狙ねらわれるのはご老体だけではない。名の知れた奴やつはいつ寝ね首くびを搔かかれても、おかしくはない」

「では、退たい屈くつしなくて済みそうだ。この俺も南部じゃかなり有名人だからな」

　巨人はニヤリとアゴを撫なでた。

「なんだかなあ」

　と、つまらなそうにつぶやいたのはピュティアである。

「そんな戦い、銅貨一枚にもならないのにどうしてやりたがるんだろ？」

「そうでもないさ」

　ヒュオンは笑った。

「ここで腕の立つ奴を倒して名めい声せいを上げておけば、のちのち請うけ負おう仕事の報ほう酬しゆうが違ってくる」

「リック、頑がん張ばって！」

　報酬、の一言で、コロリとピュティアの態度が変わった。

「……何を？」

　冷静にフレオリックは聞き返す。

「何をって！　だから……何をだろう？」

　よくよく考えてみると、全エレネイ的なお尋たずね者ものである剣けん鬼きフレオリックが、これ以上名を轟とどろかす必要はない。むしろ無名の連中から狙われるだけの煩わずらわしい立場だ。

（さっきペロッとリックの本名洩もらさなくてよかった～。危あやうく面倒に巻き込まれるとこだったよ）

　ピュティアは思い起こし、ほっと胸を撫で下ろす。

　そう言えば、クレオンもフレオリックの名前は一度も口には出さなかった。

　なかなか慎しん重ちような老人である。

「……まあ、俺もあの爺さんからアクーザルを取るつもりはないし、こっちから誰だれかを殺やりに行こうとも思わん」

　ダイモニオンはひょいと首を縮めた。

「結局、かかる火の粉こを払うだけだな」

「じゃあさ、あんたはどうすんの、ヒュオン？」

　ピュティアは振り返って青年の方を見る。

「さてね。俺は八割以上の勝ち目のない勝負はしない主義。相手次し第だいさ」

　と、こちらもあまり積極的ではない。

「な～んだ、やっぱりみんなそんなとこ」

　ピュティアはちょっとつまらない。

　別に街を揺ゆるがす大だい抗こう争そうを期待している訳ではないのだが……。

「要するに平和が一番ってことさ」

　と、結論づけたダイモニオンがあたりを見渡して尋ねた。

「……ところで、これからどうする？　みんな周まわりの連中は帰っちまったようだが？」

「俺はさっき知り合ったご婦人とね」

　急にヒュオンはにやけた顔になる。

「あたしらの方は、まず宿を決めないとね。それに、クレオンの爺さんに招待されてるから着る服も買いにいかないと……。あっ、それと靴くつも」

　ピュティアは目をキラキラと輝かがやかせる。

「……誰がお前も連れて行くと言った？」

　水を差すリックの一言。

「ああん！　そんな意地悪言わないでよ！」

「服はあるだろう？」

「あれは秋に買ったヤツじゃない！　そんなのあたしに着せて恥はずかしくない！」

「何故、お前の服で私が恥じ入らねばならない？」

　このやりとりにダイモニオンは大笑いした。

「まあ、やっててくれ。俺は一休みさせてもらう。宿は街がい門もん近くの『人生最後の一いつ杯ぱい』亭た。暇ひまだったらまた顔を見せてくれよ」
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「慎つつましい宴えん席せきで悪いが……」

　クレオンは言った。

　太陽が半なかば地平線の下に消えた頃ころ、『古いにしえの栄光』亭のテーブルにリックとピュティアの姿はあった。

「慎ましいって言うんじゃなくて、貧しいって言うんだよ、これは」

　テーブルの上の料理を見てボソリとつぶやくピュティアを、リックはたしなめるように冷たい目で見る。

　だが確かに、ここに並んでいるのは、塩しお豚ぶたと豆の煮に込こみに、鶉うずらのロースト、あとはパンと温あたたかいワインだけだから、豪ごう華かとは言えない。

　泣いて、喚わめいて、暴れて、また泣いて、とうとう根負けしたリックに買わせたドレスで決めてきたピュティアにとっては、拍ひよう子し抜ぬけする宴席だ。

「いいんですよ、フレ……、いえ、リックさん。確かに私たち貧しいんですから」

　そう笑ってピュティアをかばったのは、腰まである長い金髪を波打たせた十七、八の少女である。優しげな暗あん灰かい色しよくの瞳ひとみは、右みぎ隣どなりに座すわるクレオンとそっくりだ。

「これ、クラリッサ、そうわしを責めるな」

　クレオンは困こまった顔になった。

「責めてなんかいませんよ。父さんが信念を曲げずに生きてきた結果ですもの」

「でも、信念よりお金だよね」

　また余よ計けいな口をピュティアが挟はさむ。

「ピュティア、後で……」

　と、リックがにらむと、またクラリッサが助け船を出した。

「でも、私もそう思うことあるんです、リックさん。男って、時々変な意地を張ることがありますからね」

「やれやれ、女というヤツはこれだからのう」

　クレオンは苦笑し、酒しゆ杯はいを傾かたむける。

「しかし、リック。わしは久しぶりにおぬしと会い、安心すると同時に失望したぞ」

「…………？」

「まず、安心したのはおぬしの目だ。例の事件、おぬしのこと故ゆえ、やむにやまれぬ事情があってのことと思うが、それ以来荒すさんでしまったのではないかと危き惧ぐしておった。だが、おぬしの目を見て安心した。以前と同じに澄すんでおるのでな」

　クレオンは真まつ直すぐにリックの灰はい色の瞳を見つめる。

「もし、その目が濁にごっておったら、わしが斬きらねばならん、と思っていたところだ。それがロヴァル殿との友情だからの」

「恐れ入ります」

　リックは頭を下げた。

（げっ、リックが人に頭を！）

　あまりにも素す直なおなその姿に、ピュティアは何か悪いものでも食べたのかと疑りたくなる。

「次に失望した点だが……」

　老人はニヤリとして続ける。

「こんな素す敵てきなお嬢じようさんと一いつ緒しよだったということだ。わしはこのクラリッサをおぬしとめあわせようと思っていたのだぞ」

「にゃにい！」

「父さん！」

　ピュティアとクラリッサの両方が声を上げる。
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「まあ、こんなに美しく、可愛かわいらしい娘さんが一緒ではどうしようもあるまい。なあ、クラリッサ？」

「父さん、私怒るわよ！」

　真っ赤になるクラリッサ。

　無表情なリックからも、何となく困り切った様子が見て取れる。

　だが、

「へへ、美しくて可愛らしいだって。その上、素敵なお嬢さんだもんね。……リック、よく聞いといてよね」

　と、結けつ構こうピュティアは上じよう機き嫌げんである。

「ともかく、再会は喜ばしい。……リックとその奥おく方がたに！」

　クレオンは空からになった杯さかずきを自分で満たし、再び乾ほす。

「妻ではないと言っているのだが……」

　つぶやくリック。

「いい加か減げんになさい、飲み過ぎよ」

　クラリッサは咎とがめる口調になる。

「よいではないか。わしも今日で引いん退たいだ。こうしてアクーザルを手に入れたからにはな」

「ねえ、その剣見せてよ、高いものなんでしょ？」

　ピュティアは目を輝かす。

「ああ、ここにあるぞ」

　老人はうなずき、テーブルの下から細長い包みを取り出した。

「先ほど、ウスク殿より譲ゆずり受けた」

　包んでいた白い布が優勝者の手により剝はがされる。

「……これが、妖よう剣けんアクーザルだ」

　現われたのは鞘さやのない、両手を広げた幅はばほどの長さの古びた剣だった。

　柄つかの部分には特に装そう飾しよくもなく、鍔つばも何の変へん哲てつもない形である。

　ただ、歪ゆがんだ刀身だけが、普ふ通つうの金属とは思われぬ赤黒い不ぶ気き味みな輝きを、脈みやく打うつように発していた。

「何か、ぞっとするね」

　ピュティアが正しよう直じきな感想を述べた。

「クレオンさん、こんなもの本当に欲しかったの？」

「うむ」

　老人は口元に微かすかな笑みをたたえた。

「欲しかったのはこの剣の所有者という名だな。剣士として生きた証あかしを、目に見える形として欲しかったのだ。……それにわしが死んだ時に、これを売れば最低、娘一人が一生食うに困らぬ程度の金にはなる」

「へえ、ずいぶん娘さん思いなんだ」

「いやいや」

　クレオンは頭を振る。

「生まれてすぐに母親を亡なくしたこの子に、わしは友人を作る暇ひまもない淋さびしい放ほう浪ろう生活を強しいた。その上、いつ死んでもおかしくない父を待つ不安な毎日だ。親不孝ならぬ、子不孝な年寄りよ……、なあ？」

「バカ言わないで」

　クラリッサはさり気げなく老人の前から酒しゆ杯はいを遠ざける。

「今夜はもう遅おそいわ。お二人にもご迷めい惑わくよ」

「おお、そうか。また話そう、フ……、リック。今度はロヴァル殿の思い出をゆっくりとな」

　クレオンは娘に支えられて立ち上がった。

　リックとピュティアは、階段を上ってゆく老剣士の背中を見送ってから、『古いにしえの栄光』亭を後にした。
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「クラリッサ、いい子だね。何だか友達になれそう」

　帰り道、ピュティアは言った。

「友人を作るのが上う手まいのは、お前の数少ない長所の一つだな」

　と、リック。

「へへへ」

　長所と言われたピュティアは、数少ない、の部分をあえて無視して喜ぶことにした。

　だが、二人が宿に向かう通りをしばらく進んだ頃ころ……。

「ヤーバシアのフレオリック殿とお見受けする。不ぶ躾しつけながら、お相手願いたい」

　突とつ然ぜん、前方に一人の男が姿を現わした。

　リックよりやや年長の、丸顔で骨太な身体付きの男である。

「よかろう。と、快かい諾だくしたいところだが」

　リックは視線を真まつ直すぐ前に向けたまま言った。

「残念ながら、これは尋じん常じような勝負とは言えぬ。暗がりから三人が弓でこちらを狙ねらっている情じよう況きようではな」

「あの者たちは私の弟で子しであり、貴き殿でんを狙っているのではない。その小娘の心臓に矢は向けられている」

「げっ！」

　と、顔面蒼そう白はくになるピュティア。

「これは万一貴殿が逃とう亡ぼうを試こころみた時のための用心だ」

「下らぬことを考えるものだ」

　リックはグリードの柄つかに手を置いた。

「名を聞いておこうか？」

「ブロミオス。ランワーンのブロミオス」

　彼は武器を抜いた。

　三み日か月づき型がたというか、鎌かま状じようというか、かなり湾わん曲きよくした曲きよく刀とうで、切っ先がほとんど柄の方を向いている。だが、一番の特とく徴ちようは刃はが内側だけについていることだった。

「……内刃曲刀ハルパか。変わった武器を使う」

　リックはグリードを抜いて正せい眼がんに構かまえた。

　氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえた冷たい刃が、冷気を放ち、シュウシュウと低い音を立てる。

「慎しん重ちようだな」

　ブロミオスは半身でハルパを水平に構え、ジリジリと間ま合あいを詰つめた。

　フレオリックにとって、ハルパの実物を相手にするのは初めてだった。

　ハルパは相手の首や四し肢しを引っ掛けて断ち切る一撃必殺の武器だが、使い勝手はあまりよくない。防ぼう御ぎよにかなり自信があって、初めて使える武器だ。

「リック、そんな変なの持った奴やつ、大したことないって！　早くやっつけちゃってよ！」

　弓で狙われているピュティアは多少ビクつきながらも声をかける。

　戦いの場数を踏ふんでいない剣士は、今のピュティアのように、こうした変わった武器を持った相手を侮あなどりがちだ。

　だが、実はそれはとんでもないことなのである。このような相手こそ、慎重に戦わねばならない。普ふ通つうの剣の使い手は、普通の剣を相手にすることを第一に考えて修しゆ業ぎようを積む。ところが、こうした異種武器の使い手は、常に他の武器を相手にすることを前提とせねばならない。つまり、あらゆる武器の短所長所に通じているという訳わけだ。

　しかし……。

　ダッ！

　地を蹴けって先に動いたのはリックの方だった。

　彼は相手が間合いに入る直前に、跳ちよう躍やくして距きよ離りを詰つめ、鋭するどい突つきを放った。

　ガッ！

「…………！」

　ブロミオスのハルパはこれを受け止めた。

　と言うより、絡からめ取った。

　ハルパの湾曲した先せん端たんと鍔つば元もとの部分で、グリードの刀身を挟はさんで固めたのだ。

　同時に、ブロミオスは左手に隠かくし持った鎧通しミゼリコルドをリックの頸けい動どう脈みやくに向けて突き出す。

　リックはグリードから手を離し、一歩大きく跳とび退すさってこれをかわした。

「……なるほど、面おも白しろい」

「さあ、徒と手しゆでこれをどうかわすかな？」

　ブロミオスは絡め取ったグリードを地面に捨すてた。

「その首、頂いただこう！」

「やってみるんだな」

　ブロミオスは一気に間合いを詰め、ハルパを地面スレスレに振ふる。

　まず足首を切断し、動きを止めようとする作戦だ。

　リックはわずかに跳はねてこれを見切るようにやり過ごし、ブロミオスの後ろに回る。

「小こ賢ざかしいぞ、フレオリック！」

　ブロミオスは右足を軸じくに回り、今度は腕を狙った。

　リックは地面を転ころがるようにして後ろに逃にげる。

「逃げ回るだけか！」

　叫さけぶブロミオス。

　だが、片かた膝ひざをついた姿勢でリックは静かに微ほほ笑えんだ。

「戦場では、周りの見えぬ男は生き延びることはできぬ」

「何……！」

　いつの間にか、リックはグリードの捨てられた場所までたどり着いていた。

　彼は剣を拾ひろってゆっくりと立ち上がる。

「勝機を逸いつしたな。未み熟じゆくな腕故ゆえか……」

「黙だまれ！」

　ブロミオスはリックに向かって突とつ進しんし、その首を狙ってハルパを払った。

　ガキッ！

　グリードが再び湾曲した刃やいばに絡め取られる。

「二度、同じ手は効きかぬ」

　リックは左手でハルパの刀身の外側をつかみ、上へと押おし上げた。

「剣で相手の剣を絡め取ったということは、同時に自分の剣も相手に絡め取られていることになる……」

　水平に使うことが前提のハルパである。

　それを頭上に押し上げられたブロミオスの手首は、ちょうど捻ひねられる格かつ好こうになる。

　リックは素す早ばやくハルパからグリードを引き離し、ブロミオスがミゼリコルドを突き出す前に彼の脇わき腹ばらを突いた。

「グッ！」

　ブロミオスはハルパを落とし、仰のけ反ぞって倒たおれた。

「やったあ！……と、と」

　ピュティアは歓かん声せいを上げ、弓が狙っていることを思い出して慌あわてて自分の口を塞ふさぐ。

　リックは路ろ地じの暗がりにグリードの切っ先を向けて、ブロミオスの弟で子したちを牽けん制せいする。

「……矢を放てば死ぬ。それも、早くとどめをと慈じ悲ひを乞こうような死に方でな」

　暗がりで動どう揺ようが走る気け配はい。

　殺意が消えたのを確認したリックは、地を這はって喘あえぐブロミオスの方を振り返った。

「負けだ。殺せ」

　ブロミオスは気き丈じようにも言い放った。

　ところが、リックはグリードを鞘さやに戻もどした。

「……どうやら貴様ではないな」

「何の話だ？」

　顔を歪ゆがめるブロミオス。

「招待状の差出人だ」

「貴き殿でんが言っていることの意味が分からぬ」

「だろうな。……もう一つ聞こう、私のことをどのように知った？」

「隠かくしても仕方がない。先ほど女が訪おとずれて、お尋たずね者もののフレオリックがこの街まちに来ていると告げたのだ」

「……女？」

「見知らぬ女だ」

「また、女絡み！」

　ピュティアが鼻の頭にしわを寄せる。

　リックは、息を圧おし殺して未いまだに暗がりに潜ひそんでいる連中に声をかけた。

「まだ間に合う。手当てをしてやれ」

　弓を捨てた弟子たちが出てきて、ブロミオスを抱だき起こす。

「……貴殿、私を生かしておいたことを後こう悔かいするぞ」

「みな、そう言う」

　こうして、ブロミオスが弟子に抱かかえられて去ってゆくと、ポンポンという拍はく手しゆが通りに響ひびいた。

「……お見み事ごと、リック。いや、もうフレオリックと呼んでもいいだろう？」

　ゆっくりとこちらにやってくる巨きよ大だいな影かげ。

　月明かりに浮うき出た顔はダイモニオンだった。

「どうしたのよ、こんなところで？」

　ピュティアが警けい戒かいしながら尋ねる。

「いや、俺もなかなかの有名人でな。日が暮くれるなり、どこかの阿あ呆ほうが飛んできた。半年は立てぬようにしてやったが」

　ダイモニオンはニヤリとする。

「それで、お前さんたちの方はどうかと思った訳だ」

「見ての通りさ。もう、こんなお金にならない揉もめ事はごめんだよ」

「金貨五千ともなりゃみんな目の色変わるさ」

　そう言いながらも、ダイモニオン自身は賞金に関心がないようだった。

「どうだい、昼間話した通り、俺のところで働かないか？　賞金稼かせぎに狙ねらわれることもないし、いい金に……」

　と、ダイモニオンが話している途と中ちゆうで、リックは突然、通りの後方を振り返った。

「……どうした？」

「何さ？」

「……クレオン……迂う闊かつな！」

　リックはつぶやくと、啞あ然ぜんとする二人を残して『古いにしえの栄光』亭ていに向かって走り出した。







　第二章　決意







　いつの間にか、粉雪が散らつき始めていた。

　フレオリックが『古の栄光』亭の前まで駆かけてくると、すでにそこには人ひと集だかりができている。

　何やらザワザワと顔を見合わせてささやき合う人々の群れを搔かき分け、リックは奥おくへと進んだ。

　そして……。

「…………」

　彼は膝ひざを突つき、石いし畳だたみの上に横たわる人物の首筋に手をやると、唇くちびるを嚙かんで天を仰あおいだ。

「クレオン……」

　老剣士はこと切れ、冷たくなりかけていた。

　降り始めたばかりの雪にうっすらと覆おおわれたその死に顔は、意外にも安らかだった。

　リックは立ち上がると、近くの若者たちに声をかけ、金貨を数枚投げ与あたえた。

「遺い体たいを中に」

「は、はい！」

　金貨を受け取った若者たちは、リックに続いて丁てい重ちようにクレオンの遺体を宿屋の中に運び込む。

　この時になって、ようやくダイモニオンとピュティアが追いついてきた。

「クレオン爺じいちゃん！」

「……殺やった奴やつは？」

　宿屋に入ってくるなりピュティアは息を吞のみ、ダイモニオンは亡なき骸がらを一いち瞥べつしてからリックに尋たずねる。

　リックは無言で頭を振ふった。

「ひどいよ、さっきまでこの人あんなに……」

　ピュティアは老人から顔を背そむけると、ふとあたりを見渡した。

「……ねえ、あの子は？」

「…………」

　あの子とは？

　と、目でリックに尋ねるダイモニオン。

「ピュティア、部屋を」

　リックがそう言うが早いか、少女は階段を駆け上った。

「おっと、この旦だん那なの部屋は突き当たりだ！」

　片かたっ端ぱしから部屋の戸を開けられてはかなわないと、宿屋の主人が慌あわてて声をかける。

　ピュティアは扉とびらに体当たりするようにして、指示された部屋に飛び込んだ。

「……良かった、いる」

　部屋の隅すみで、明かりを恐れるように膝ひざを抱かかえて座すわり込んでいる少女を見て、ピュティアはホッとため息をつく。

　クラリッサは、胎たい児じのように手足を縮め、ギュッと目を閉じて爪つめを嚙かんでいる。

　ピュティアは脅おどかさぬようにそっと近づいて、少女の上に屈かがみ込んだ。

「……駄だ目めだよ」

　爪を齧かじり続け、血が滲にじんできているクラリッサの指を、ピュティアは握にぎって止める。

「……いやあああっ！」

　突とつ然ぜん、クラリッサは金かな切きり声を上げ、身を捩よじり、手足を振り回して暴れだした。

「クラリッサ！」

　ピュティアは少女の冷え切った身体からだを強く抱だき締しめた。

　窒ちつ息そく寸前で喘あえぐような荒あらい呼吸と、肩の小こ刻きざみな震ふるえをピュティアはただちに感じ取った。

「お、お、お、おと……」

　お父さん、と叫さけんで泣こうとしているのだろう。

　だが、それも声になってくれようとはしない。

　ピュティアはクラリッサの唇くちびるをそっと指で押おさえた。

「よしよし、大だい丈じよう夫ぶだから……」

　次し第だいに、クラリッサの四し肢しから力が抜ぬけてゆく。

「……大丈夫だよ」

　ピュティアは娘の髪かみをゆっくりと梳くしけずるように撫なでる。

（……何が大丈夫なもんか！……この子、独ひとりぼっちになっちゃったっていうのに！……まるで、リックと会う前のあたしみたいに）

　孤こ独どくの辛つらさを知るピュティアは自分の噓うそに腹を立てながらも、他ほかにかける言葉を知らなかった。




　その頃ころ……。

「……ここを頼たのむ」

　クレオンの遺い体たいに白い布が被かぶせられると、リックはダイモニオンに言った。

「構かまわんが……」

　ダイモニオンは尋たずねるように眉まゆを少し上げてうなずいたが、リックが黙だまって背を向けるとそれ以上は深く詮せん索さくしなかった。




　リックは『古いにしえの栄光』亭を出ると、そのまま足を広場の方に向けた。

『ティーズの驚きよう異いの一座』が興こう行ぎようを開いている、あの広場である。

　といっても、夜は更ふけ、この晩の最終公演もとっくに終わっている。

　後片付けの座員の姿さえ消え、いくつかの天てん幕まくから明かりが漏もれているのみだ。

　粉雪が綿わた雪に変わる中、リックはアマラの天幕を目め指ざすと、躊ちゆう躇ちよなく無言のまま踏ふみ込んだ。

「……どうしたの、こんな時間に？」

　蠟ろう燭そく一本のみの薄うす明かりのもと、寝台で微ま睡どろみかけていたアマラは眉をひそめて上体を起こした。

　素す肌はだに薄い夜着を一枚まとっただけの身体が、影かげ絵えのように浮き上がって見える。

　薄うす衣ぎぬが透すけて、官能的な輪りん郭かくがハッキリと映うつっている。

　だが、リックはこの光景に何の感かん銘めいも受けない様子で、女に向かって言った。

「人を捜さがしてくれ。一人は女。もう一人は剣術使いだ。右利きき、やや大おお柄がら、長剣を持ち、かなりの自信家だ。もしかするとこの二人、同一人物かも知れぬ」

「待ってよ、それだけの特とく徴ちようじゃ……」

　肩をすくめるアマラ。

　だが、あの戦いの跡あとから殺害者の特徴をこれだけ読み取れる人間は、フレオリックを除のぞけばそうはいないはずである。

　無論、女というのは、ブロミオスというハルパ使いをリックにけしかけた人物のことである。

「女と、剣術使いねえ……」

　アマラは丸テーブルの前の椅い子すに腰を下ろした。

　燭しよく台だいの蠟燭の数を増やし、部屋が見渡せる程度に明かりを強くする。

「……ねえ、この街まちに今、何人の剣士が集まっているか知ってる？」

「だから、お前に頼んでいる」

「……頼む？」

　アマラは一いつ瞬しゆん耳を疑った。

「頼む？　あのフレオリックが？……本当に、どうしたの一体？」

「それをお前が知る必要はない」

　無表情に告げるリックに、アマラはクスリと悪戯いたずらっぽい笑みを漏らす。

「……そういうところは相変わらずね」

「報ほう酬しゆうはそちらの言い値だけ払う」

　さらにリックは付け足した。

　これはアマラにとって非常に魅み力りよく的な提案である。

「そう言われると……断ことわりにくいわ」

　口調は渋しぶ々しぶながら、もう心の中では報酬の計算が進んでいる。

「まあ、お得とく意い様だから……金貨百五十と……」

「百五十と？」

　と、黒こく衣いの剣士が促うながす。

「……やっぱり、これかな？」

　アマラは爪つま先さきで立ち、リックの頰ほおに手を当てた。

「……なるほど」

　リックもそれに応こたえて彼女の腰を引き寄せる。

　恋人同士のように、自然と二人の唇くちびるが重なっていく。

　激はげしく、優しく、甘あまく交かわされる偽いつわりの愛。

　お互たがいに相手を征服するために貪むさぼり合う男女の影が、ピッタリと一つになる。

「……いいわ。……もっと頂ちよう戴だい」

　と、アマラは喘あえぎ、リックの背に回した指先に力を込める。

　その時……。

「アマラ、ちょっといいですか？　実はイシードロが……」

　突とつ然ぜん、小柄な金髪の青年が天幕に入ってきた。

　台本らしき厚い羊よう皮ひ紙しの束たばとリュートを手にしている、澄すんだ瞳ひとみの若者である。

「…………！」

　アマラは慌あわててリックの身体から離はなれ、天幕の隅すみまでササッと後あと退ずさりした。

　アマラを挟はさんで青年と顔を見合わせているのも滑こつ稽けいなので、リックも青年に背を向けた。

　金髪の青年は多少鈍どん感かんなのか、今ここで何が行なわれていたのか理解するのに幾いく分ぶん時間がかかったようだ。

「……あ、あの、お客さんだった……ようですね。……失礼」

　青年は狼狽うろたえてアマラと同じように後退る。

　そのまま逃にげるように天幕を出ていった。

「待って、セイル！　誤ご解かい……！」

　と、後を追いかけそうになって、アマラはふと立ち止まった。

「誤解……でもないか」

　銀色の髪を搔かいて、彼女はため息をつく。

「ああ、もう！」

　リックの方を振ふり返り、アマラは言った。

「今夜はもう帰って。何か分かったらこっちから連れん絡らくする」

「……ああ、そうさせてもらおう」

　リックは去り際ぎわにかすかに口元に笑みを浮かべた。

「どうしたのよ？」

「いや……。お前が珍めずらしく慌てていたものでな」

　アマラはリックの背中に向けて、手近にあった枕まくらを投げつけた。




　　　　＊　＊　＊




　翌朝、クレオンは納のう棺かんされ、街まち外はずれの墓ぼ地ちに埋まい葬そうされた。

　余よ所そ者もののための墓地。街の人間の墓地からは隔へだてられた荒あれ地ちである。

　昨日きのうの雪でぬかるみ、粗そ末まつな墓ぼ標ひようのいくつかは倒れている。おざなりにかけられた土が雨に流され、棺ひつぎが剝むき出しになっている墓さえある。

　ここは忘れ去られるべき者たちの地。

　かつて名剣士として悪人に恐おそれられ、太たい主しゆたちに尊敬された男はこうして、行き倒れや死刑囚しゆう、詐さ欺ぎ師しらと同じ土に眠ることとなった。

　葬そう儀ぎに参列したのも、リック、ピュティア、ダイモニオン、クラリッサ、あとは老おいぼれの葬儀屋だけだった。

　昨日、老人の剣技にあれほど熱ねつ狂きようしていた連中の姿はまったくない。

「……まあ、こんなもんなんだろうけどさ」

　ピュティアはつぶやいた。

　リックが深夜に戻もどってきた後も、ピュティアは昨晩ずっとクラリッサに付き添そっていた。

　この葬儀の間も、少女はクラリッサの身体を支えるように抱だき締しめている。

「ヒュオンの奴やつの言っていたことが、とうとう始まっちまったようだな」

　厳げん粛しゆくな顔で葬儀に立ち会いながら、ダイモニオンは隣となりに立つリックにそっとささやいた。

　彼の目配せで周囲を見渡すと、早朝だというのに幾いくつもの埋葬が同時にこの荒地で進行していた。

「……どうやら昨日の晩はあれ以外にもあちこちで私し闘とうがあったらしいぜ。棺かん桶おけ屋やは大だい盛せい況きようだ」

　街全体の雰ふん囲い気きも、昨日のお祭り気分から一転して張り詰めたものに変わっていた。

　何しろ、いつ、どこで凄せい惨さんな果たし合いが始まるとも知れないのだ。巻き込まれる可能性もある。

　事実、後から聞いた話だが、昨夜の犠ぎ牲せい者しやの一人は、決けつ闘とうの近くにいて流れ矢に当たった子供だったらしい。

「許せないよ」

　クレオンの棺に土がかけられていくのを見つめながら、ピュティアは言った。

「こんな卑ひ怯きようなやり方で」

「だがな、お嬢じようちゃん」

　ダイモニオンは屈かがみ込んで頭を振ふった。

「卑怯な手でも、敗まけたら何も言えねえんだ。相手がどうこようと、俺たちは勝たなくちゃならねえ。信念を持って戦うなら尚なお更さら、な」

　彼は再びリックを振り返った。

「ところで、何か分かったのか？　アクーザルの行ゆく方えは？」

「皆かい目もくだ」

　例の妖よう剣けんが消えていることにリックたちが気がついたのは、大だい分ぶ経たってからのことだった。

　腰の剣を抜かずに絶命していたことから、クレオンがアクーザルで戦ったことは想像がつく。

　アクーザルの血ち塗ぬられた伝説に、また新たな一行が書き加えられたことになる。

「……これでしめえです」

　棺を埋うめ終えた葬儀屋が、リックの前に来て手を差し出した。

　リックはその手に銀貨を数枚落とす。

「毎度、御ご贔ひい屓きに」

　卑ひ屈くつな薄笑いを浮かべて頭を下げた葬儀屋は、早々に街に戻ってゆく。

　次の客がもう待っているのだろう。

「……フレオリックさん」

　この時まで黙だまっていたクラリッサが口を開いた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　気き遣づかうピュティア。

「うん。ありがと」

　と、クラリッサは弱々しい微ほほ笑えみをたたえてうなずくと、リックの瞳ひとみを見上げた。

「……後でお願いがあるんです」

　思い詰めたような、真しん剣けんな眼まな差ざしである。

「いいだろう、宿で待っているといい。用事を済ませてから戻る」

　リックはピュティアに声をかける。

「我々の宿にこの子を移してやれ。今までいたところは引き払って」

「うん。その方がいいね」

　ピュティアはクラリッサの腕を引いて街に向かった。

「さあて、と。俺も街に戻るか」

　クレオンの墓に黙もく礼れいを捧ささげてから、ダイモニオンはリックに告げた。

「……なあ、フレオリック。本当に俺のところで一仕事やってみないか？」

「考えておく。……世話になったな」

「いつでも待ってるぜ」

　彼はリックの肩を軽く叩たたくと、墓場を後にした。




　そしてその日の昼過ぎ……。

　フレオリックは再びアマラと会っていた。

　場所は、広場近くの割合に大きな酒場。

　馴な染じみの客が多い小さな店よりこうした場所の方が目立たないことを、リックもアマラもよく知っていた。

「成果は？」

　隅すみの方のテーブルに着くなり、まずリックが尋たずねる。

「急せかさないで」

　胸の部分が大きく開いた優ゆう雅がなドレスに身を包んだアマラは、肉につ桂けいを効きかせた温あたたかい葡ぶ萄どう酒しゆを二つ持ってこさせ、それから恋人同士の睦むつ言ごとのような小声で話を始める。

「残念ながら、結果はまだ出せていないわ。まず、アクーザルを狙ねらって試合に参加した剣士や武術家が十六人。そのうち試合で重傷を負おったり、早々に負けて退たい散さんしたのが十一人で差し引き五人。それに、剣士が集まっているという噂うわさを聞きつけて、名を揚あげようとやってきた連中が三十人ほど。でも、この中の八人が昨夜のうちに命を落としているわ。他に重傷者は六人」

「二十一人」

　と、素す早ばやく計算するリック。

「その半分以上が、昨日あなたが言っていた条件に当てはまるのよ」

「では、その連中の昨夜の所在を確認しろ」

「努力はしてみる」

「女の方は？」

「それもいろいろ当たってみたけど、少なくとも女の剣術使いはいなかったわ。もちろん、女を連れた剣士もね。……まあ、あなたは別として」

「私だと？」

「ピュティアを連れているでしょ？」

「あれは……女とは言わん」

「ふふふ、無理しちゃって」

　アマラは葡萄酒の杯さかずきを手のひらで包み込むようにして指を温める。

　外ではいったん止やんでいた雪がまた降り始めている。

「それでフレオリック、提案なんだけど……」

「…………」

　リックは黙だまったまま瞳で促うながした。

「あなたが追っているのは、クレオンって剣士を倒した人間でしょ？」

「どうしてそう思う？」

　アマラの問いに、逆にリックが聞き返す。

「はぐらかさないで。私だって馬鹿じゃないのよ。あなたの師、剣けん聖せいロヴァルとともに修しゆ業ぎようをした人物。それが昨夜、殺された。あなたが乗り出してくる理由は他にはないわ」

「だとしたら？」

「だとしたら、最初に疑ってかからないといけないのは、マレオティス家のウスクじゃない？　彼が開いた武術大会の優勝者が、彼がアクーザルを渡したその日のうちに殺される。……出来過ぎよ」

「とすれば、どうやって奴やつと会う？」

「だから、こうして着き飾かざっているんじゃない？」

　アマラは立ち上がり、クルリと一回転して見せた。




　しばらく後……。

　アマラとリックはマレオティス邸ていの応接室に通されていた。

　二人が大きな商談がある素そ振ぶりを見せると、家人は恭うやうやしく二人を中へ通した。

　どうやらアマラの狙ねらい通り、服装で人を判断したようだ。

「ねっ、こうして資産家夫婦に成りすまして儲もうけ話を持ちかければ、大たい概がいの商人は会うのを断ことわれないものよ」

　家人が主人を呼びに部屋を出ると、アマラは勝ち誇ほこったように言った。

「夫婦？」

　眉まゆをひそめるリック。

「いいじゃない」

　と、アマラはウインクし、リックの腕にしがみついた。

「……ねえ、結けつ構こう私たち、様さまになっていたと思わない？」

「昨日の男に悪いか、とは思ったがね」

　リックが切り返すと、途と端たんにアマラは狼ろう狽ばいする。

「へ、変なこと思い出させないでよ！」

「……昨日の男、あれは剣士か？」

　不意にリックは尋たずねた。

「違うけど。どうして？」

「いや。……私と同じ匂においがした。気のせいだろう」

　その時、扉とびらが開いて、色白の小男が先ほど退たい出しゆつした家人を伴ともなって入ってきた。

「お待たせしました。私がウスクです。ティファーンのデルカイン様と、その奥おく方がたでしたな？」

　小男は名乗り、リックの方に小さな手を伸のばした。

　デルカインというのは実在の大商人だが、すでに引いん退たいの身で、テルクで若い愛人三人と共に余生を楽しんでいる。

　リックが手早く握あく手しゆを済ませると、アマラは洗練された仕草で自分の白い手を差し出した。

　ウスクはその甲に湿しめった唇くちびるをつけながら、慇いん懃ぎんさの中にもいやらしい欲望に満ちた目でアマラの胸を盗ぬすみ見る。

「……ところで、武器を大量に、それも至し急きゆうご購こう入にゆうになりたいとのことでしたが？」

「そうなんですの」

　ウスクとの商談はアマラが進めた。

　どうせ本当に買う気はないのだ。

　話は大きければ大きいほどいいのだが……。

「理由はお話しできませんが、長弓を百二十と、矢を六百束そく。来月の半なかばまでに揃そろえる必要があるのです」

　山さん岳がく部ぶの小都市ティファーンの規き模ぼと財力から考えて、これが信しん憑ぴよう性せいが感じられるギリギリのところだ。

「ふむ」

　ウスクはアゴに手をやって重々しくうなずく。

「難むずかしくないと言えば噓うそになりますが、無理な話ではありませんな。よろしい、お引き受けしましょう。ただ、何せ急なお話だけに……」

　この仄ほのめかしに、アマラは商売人としてしたたかに応じる。

「多少、交こう渉しようの余地がありそうですわね。……その件については、ゆっくりと場を改あらためてということにしませんこと？　どうやら主人がここに並べられている武器に夢む中ちゆうなようですから」

　打ち合わせ通り、アマラが交渉している間、フレオリックは熱心に壁かべに掛かった武器を眺ながめる振ふりをしていた。

「なるほど、武具の収集に興きよう味みがおありで？」
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　ウスクはパッと顔を輝かがやかせて、リックに尋ねる。

　どうやら壁の武器は、この男の趣しゆ味みのようである。

「多少だが」

　と、リックは言葉少なに答える。

「……なかなか、面おも白しろいものが集まっているな」

　その言葉に噓はなかった。

　ここに並べられているのは、アルゴの湾わん刀とうに、分ぶん裂れつ時代初期の片手両刃巨大剣クレイモア、古代ヴィラーフ王朝の特とく徴ちようが見られる小型投とう擲てき槍そう、エイナル神聖統とう治ち時代の刀工ロイトルリットの銘めいが入った長剣など、どれも選えりすぐりの逸いつ品ぴんである。

「まあ、大したものじゃありませんよ」

　ウスクは謙けん遜そんの言葉を口にしながらも、誇ほこらしげに胸を張った。

「ここにあのアクーザルも並んでいたのですね」

　と、ここでアマラがさり気げなく話を問題の剣に持ってゆく。

「ああ、あれですか」

　妖よう剣けんの名が出ると、ウスクの表情は途と端たんに暗いものとなった。

「街まちの振しん興こうのためにと思い、私はあの剣を武術大会の賞品にしたのですが……」

「どうかなされまして？」

　アマラは白々しく尋ねる。

「まだ、お耳に入ってはいませんか？　実は昨夜優勝者が謀ぼう殺さつされ、アクーザルが奪うばわれたのです」

「まあっ！」

　アマラは口元に手をやった。

　ちょっと演技過か剰じようの嫌きらいもあるが……。

「今回の一件ではあのような魔剣を軽けい々けいに扱あつかった私も責任を感じています。遺い族ぞくの方には十分な補ほ償しようをと思っているのです」

「何てお優しい方なんでしょう！」

　この淑しゆく女じよぶりに、リックはやれやれといった顔つきになる。

「……ではあの剣の行ゆく方えは？」

「また、歴史の闇やみの中に消えてゆきました。私としてはもう懲こり懲ごりですよ。早く忘れたい、というのが本ほん音ねです」

　ウスクがアマラとそう話している間に、リックは壁かべの隅すみに掛けられた一本の片刃短剣ダークを手に取った。

「これは幾いくらになる？」

　リックはこちらに背を向けているウスクの方に、短剣を素す早ばやく放った。

　ウスクは振ふり返りざま、左手でパッと短剣をつかみ、にこやかな表情を見せる。

「さすがお目が高い。これはアゼラの前の太たい主しゆ、ハモンの秘蔵の逸いつ品ぴんでして」

「太主が弑しい逆ぎやくされた際に流出したものか。盗とう品ひんだな？」

　というリックの視線に、ウスクは肩をそびやかす。

「私どもの側としては、その辺あたりの事情は把は握あくしておりませんが」

　彼は謎なぞめいた微び笑しようを浮かべて続けた。

「これからのお付き合いへのご挨あい拶さつ、という意味も含ふくめて、ここはデナン金貨四千でいかがでしょう？」

　デナン金貨は金の含がん有ゆう量ではユガ金貨に劣おとるが、流通量が多く安定している。ユガの不ふ穏おんな情勢をいち早く耳にしている商人らしい判断だ。

「妥だ当とうな額だ」

　リックはうなずく。

「意外と商売気がないのだな」

「ここに並んだ数々の品からこれを選ばれた目め利ききの方に、色気を出しても無む駄だというものです」

「では、後日。その時に弓矢の件も煮に詰つめよう」

「お待ちしております」

　ウスクは頭を下げた。




「大した狐きつねだな」

　マレオティス邸ていを出たフレオリックは、半なかば面おも白しろがるような口調でアマラに漏もらした。

「やっぱり彼？」

　と、リックの腕にもたれるようにして歩きながら、アマラが尋ねる。

「奴やつが絡からんでいるのは確かだ。だが、直接手を下したのは別の人間だな」

「なぜ？」

「奴は左利ききだ」

「そう装よそおっているのかも？」

「短剣を投げつけた時、ウスクは咄とつ嗟さに左手を出した。ああした場合には利き腕が出るものだ」

「結局、収しゆう穫かくは少なかったわね」

「……そうかな」

　不意にリックが歩調を変えた。

「気がついた？」

　と、アマラ。

「ああ」

「……ウスクの手の者かしら」

「聞いてみるとしよう」

　二人は少し前から数人の男につけられていた。

　どこに行くのかを見定めよう、というより、隙すきあらば消そうという殺気に満ちた連中である。

　リックたちは角を曲がり、人通りの少ない裏道へと踏み込んでいった。

「このあたりでいいだろう」

　しばらく日の当たらないじめじめした小道を進み、通行人の姿が消えたのを確認してからリックは振り返った。

「出てこい、ネズミども」

　この呼び掛けに姿を現わしたのが、短弓を手にした二十人ほどの男たち。

　どれも街の暗部に巣す食くうゴロツキといった風ふう体ていで、名を揚あげることを目もく論ろむ武術家には見えない。

　彼らは無言でリックたちを取り囲かこむと、矢を番つがえた。

　だが、黒こく衣いの剣士には自分たちを狙ねらう弓などまったく目に入らない様子だ。

「……その後ろにコソコソと隠かくれている卑ひ怯きよう者ものも、出てきた方がいいんじゃない？」

　アマラがさらに声をかける。

　これに応じて物もの陰かげから出てきたのは、細身の剣を左右の腰に差した中背の男。

　細い狡こう猾かつそうな目が狐を思わせる、身なりの良いクドニス人だ。

「卑怯者呼ばわりは心外だな。せめて策さく士しと言って頂いただこう」

　男は肩をすくめた。

「我が名はクドニスのバアザ」

「……なるほど、その名、何度か耳にしたことがある」

　リックがうなずいた。

「フーレイの蛇じや神しん教徒掃そう討とうやプロピレオン砦とりでの攻こう略りやくでは、随ずい分ぶんと荒あらっぽい真ま似ねをしたそうだな」

　半島南東部の小都市フーレイにおける、バアザの七年前の悪業を知らぬ者はない。

　傭よう兵へい隊長としてこの街の攻略を請うけ負おった彼は、内通者を使って井戸に毒を投げ込んだ上に、腐ふ敗はいした馬の死体の腹部に生きたまま縫ぬい込んだ幼児──夜や陰いんに乗じて誘ゆう拐かいした蛇神教司祭の娘──を投石器で城じよう壁へきの中に投げ込み、街に疫えき病びようを蔓まん延えんさせた。そして街がい門もんを外から塞ふさぐと、投とう降こうを訴うつたえて慈じ悲ひを求める市民を一人も外へ逃にがさずに、死に絶えるのを待ったのだ。

「ふっ、依い頼らい主ぬしの期待に沿そったまでのことだ。……だが、まったく僥ぎよう倖こうとしか言いようがないな。武術大会に間に合わず消しよう沈ちんしていたところに、お尋たずね者ものフレオリックが現われるとは。ここでお前を倒せば、さらに我が名も揚がろうというもの」

　バアザは剣を抜いた。

　フレオリックも氷の剣の柄つかに手を伸ばす。

「おっと、グリードは抜かずにいてもらおう」

　バアザは薄笑いを浮かべる。

「その柄に指が触ふれたら、二十本の矢が同時にその御婦人に向けて射いられる。お前が抵てい抗こうせずに私の手にかかれば、御婦人の方は見み逃のがすに吝やぶさかでないが……」

「それはどうも」

　とは、気のない様子のアマラ。

　フレオリックを直接狙わず、アマラに目をつけたのがバアザの狡猾なところだ。

　しかし……。

「それで策士とは笑わせる」

　リックはグリードの柄をこれ見よがしにゆっくりと握にぎった。

「……やっぱりね」

　アマラは諦あきらめ顔になってスカートの裾すそをつまんだ。

　脅おどされて素す直なおに剣を抜かないフレオリックでないことは、彼女もよく分かっている。

「仕方がない。撃うてっ！」

　バアザは残念そうに頭を振り、部下に命じた。

　引き絞しぼられた短弓から、ビュンッと二十本の矢が放たれる。

　前後左右から囲むようにして撃たれた矢である。

　身をかわす余地はない。

　だが、

「……無む駄だだ」

　フレオリックはつぶやくように言った。

　同時に、グリードが鞘さや走ばしり、青白い閃せん光こうが稲いな妻ずまのような軌き跡せきを描えがく。

　ギュンッ！

　一瞬、リックたちに向かって飛んだ矢がすべて空中で静止し、それから真っ二つになって地に落ちた。

「な、何だと！」

　魔法を目まのあたりにしたかのように茫ぼう然ぜんとするバアザとその子分たち。

　無理もない。

　どんなに素す早ばやく動けたとしても、人間には限界がある。

　二十本の矢をすべて払い落とせるほど速く剣を動かすことは、絶対に不可能だ。

　それを可能にしたのは、アシュクトルの傭よう兵へいリオスから学んだ衝しよう撃げき波はだった。

　抜ばつ刀とうの時に発生させた衝撃波が矢の動きを止め、その後にリックは最小限の動きですべての矢を叩たたき落としたのだ。

　しかし、そうは言っても尋じん常じような動きではない。

　剣けん鬼きと呼ばれた者にのみ可能な技わざだった。

「くっ！　二の矢を放て！」

　我われに返ったバアザは、慌あわててゴロツキどもに命じる。

　だがその間に、アマラはスカートをまくり上げながらしゃがんで、太ふと股ももに留とめておいたグラディウスを抜いていた。

　アマラはゴロツキたちの間に飛び込み、片かたっ端ぱしから弓の弦つるを断ち切ってゆく。

　仲間の間を縫ぬうように走られては、弓も使いようがない。

　バアザの子分たちは、得え物ものを剣や短剣に持ち替かえる。

　こうなるとフレオリックにとっては、二十人も百人も一いつ緒しよだ。

「……命の惜おしい者は去れ」

　黒衣の剣士はグリードを正せい眼がんに構かまえた。

　だが、ゴロツキどもの中には、この警告に耳を貸す賢けん明めいな者はいない。

　彼らはいつもの下らぬ私し闘とうの要領で、リックに四方から斬きりかかった。

　ズギュッ！

　肉を裂さき骨を断つ音。

　それとともに、ぞっとするような冷気が周辺を包み込み、幾いくつもの悲鳴が裏町の澱よどんだ空気を震ふるわせた。

　血ち煙けむりが上がる中、短剣を握ったままの腕が二本、宙を飛び、一人が胴どうを真っ二つに断たれて崩くずれ落ちる。

　このグリードの一いつ閃せんが、包ほう囲いの正面の一角をまず崩す。

「…………！」

　動揺するゴロツキたち。

　だが、間かん髪はつを入れずにリックはその位置から右方向に走り、休みなく彼らを斬り捨すててゆく。

　袈け裟さ掛がけから払い上げ、そしてまた袈裟掛け。

　無駄のない動きで、一振りするごとに数人ずつを屠ほふってゆく。

　そして、残りが最初の半数を下回ったところで、リックはいったん手を止めた。

「今日をお前たちにとって忘れ得ぬ日にしてやろう。ただし、ほんの少しでもお前たちの身体で生き残っている部分があればだが……」

　この言葉に、残ったゴロツキどもは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した。

「くそっ！　この借りはいつか……」

　部下のこうした様子にバアザも剣を収め、この場から消えようとする。

　だが……。

「は～い。あなたはまだ駄だ目めよ」

　背中から手が回され、バアザの頸けい動どう脈みやくにグラディウスの刃やいばの先端が突きつけられた。

「…………」

自じ称しよう策さく士しは剣を捨て、両手を上げた。

「さあ、吐はいてもらいましょうか？　これは誰だれの差し金？」

「……何のことかな？」

　この期ごに及およんでバアザはうそぶく。

「私を狙うように言ったのはウスクか？　それとも女か？」

　リックが低い声で尋ねる。

「私ね、今、無理矢理運動させられて疲れているの。早く答えないと手を滑すべらせるかも知れないわよ」

　アマラは目を細め、さらに強くグラディウスを押しつけた。

「……女だ」

　渋々バアザは答えた。

「女がやってきて、お前の立ち回りそうな場所を告げた」

「……フレオリック、そう言えばこの男も右利ききの剣士だけど？」

　リックは頭を振る。

「あり得ぬな。クレオンは一対一の真っ向からの勝負で、一刀のもとに敗やぶれている。このような小悪党にできる技わざではない」

「じゃあ、どうする？　見み逃のがすの？」

「殺す価値もあるまい」

　そう言われてアマラはグラディウスを引いた。

「……感謝する」

　バアザはこめかみの冷ひや汗あせを拭ぬぐう。

「失うせろ」

　リックはグリードを収め、バアザに背を向けた。

「…………」

　バアザは先ほど捨てた剣を拾ひろい、そして……。

「フハハハハハハッ！　甘あまいぞ、フレオリック！」

　腰こし溜だめに剣を構かまえたバアザは、リックの背中めがけて体当たりするように突進した。

　次の瞬しゆん間かん。

　すでにグリードに手をかけていたフレオリックが、振り向きざまに抜ばつ刀とう、ギラリと光る氷ひよう刃じんに喉のどを裂さかれたバアザは驚おどろきの表情を顔に張りつかせたままガックリと膝ひざを突き、そのまま仰あお向むけに倒れた。

「……最初から逃がす気、なかったでしょう？」

　アマラが腰に手を当て、ちょっと咎とがめるような目つきでグリードを収めるリックを見る。

「機会は与えた」

「死体はどうするの？」

「放っておけ。フーレイでは乳ち飲のみ子まで虐ぎやく殺さつした男だ。この吹ふき溜だまりで野の良ら犬いぬの餌えさになるのが相応ふさわしい」

「役人も他の事件で忙いそがしくて、ここまでは手が回らないでしょうしね。……ああ、もう！」

　突然、アマラは悲鳴に近い声を上げた。

「どうした？」

「服よ、服！」

　裾すそや胸の部分に飛び散った血を見て、薄うすく紅べにを引いた唇くちびるから大きなため息が漏もれる。

「ここも……ここも！　せっかく気張って一いつ張ちよう羅ら着てきたのに、大損害だわ」

　全体の汚よごれを丹たん念ねんに調べ上げて絶望の表情を浮かべたアマラだが、やがてリックに怪あやしくキラキラと光る瞳ひとみを向けた。

「……弁償、してくれるわよね？」
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　彼らがバアザたちの死体を残したまま路ろ地じ裏うらを去り、しばらくして……。

　同じ場所に、地味なフード姿のヴォージェラと、それに卑ひ屈くつに従うダル・ハーの姿が現われた。

「ど、どうします、ヴォージェラ様？」

　ダル・ハーが女の顔色をうかがう。

「何をだい？」

　と、死体の傷を確かめるヴォージェラは気のない返事を返す。

「あいつらですよ！　どうやらこっちの存在に気づいちまったようですぜ？　あのアマラって女を舐なめちゃいけねえ。遅おそかれ早かれ、俺たちんとこまでたどり着きますぜ」

「でなくちゃ面おも白しろくない。……だけどねえ」

　ふとヴォージェラは考え込むような顔つきになる。

「何です？」

「どうも噂うわさとは違う、て思ってさ。情無用の殺人者。あたりの人間を巻き込むことに何の痛つう痒ようも感じない冷れい血けつ漢かん。笑いながら身内さえも手にかける怪かい物ぶつ……」

「その通りですぜ」

　深くうなずくダル・ハーは、ユガで贋にせ金がねをつかまされた恨うらみを忘れていなかった。

「そんな男なら、なぜ昨日きのうブロミオスにとどめを刺ささなかったんだい？　今日もバアザの悪党にさえ逃げる機会を与えてるし、何より、しつこく付きまとうあんたみたいなゴミをどうして生かしておくのさ？」

「そりゃあ、俺が抜け目のない、敵に回すと恐こわい男だからに決まって……」

　そう言いかけたダル・ハーの首に、ヴォージェラは鋭するどく研といだ爪つめを突きつけた。

「……あたしはつまらない冗じよう談だんは嫌きらいなんだ」

「す、すみませーんっ！　俺は抜け目だらけの、敵に回すと面白い男ですっ！」

「…………」

　ヴォージェラが爪を引っ込めるとダル・ハーは額ひたいに流れる脂あぶら汗あせを拭ふいた。

「で、これからどうします、ヴォージェラ様？」

「そうだねえ……」

　女は眉み間けんにかすかにしわを寄せた。

「フレオリックの技わざはほぼ見切った感はあるんだけど……、もう一押ししてみようか。それから……、お前はいつものように奴やつに取り入りな。そして、奴の行動を逐ちく一いち報告するんだ。いいね？」

「へい！」

　ダル・バーはもう完全にヴォージェラの子分と化している。

「そう言えばダル・ハー、お前、昨日見たって言ってたね。フレオリックと一いつ緒しよに食事をしていた爺じいさんが殺されるのを？」

　ヴォージェラは背を向けたダル・ハーに、ふと思い出したように尋たずねた。

「へへ」

　賞金稼かせぎは頭を搔かいた。

「あわよくばあの剣を横から引ったくってやろうと思ったんで」

「よしときな。あの剣の噂は知っている。身を滅ほろぼすよ」

「わ、分かってまさあ。じゃあ、また夜にそちらに伺うかがいやすぜ」

「ああ」

　ダル・ハーが去ると、ヴォージェラの姿も魔法のように吹き溜まりから消えた。

　後には、リックが斬きり捨すてた悪党たちの死体が、打ち棄すてられたように転ころがるのみだった。
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　リックが新しい服を手に入れたアマラを連れて宿に戻もどると、階下の酒場でクラリッサとピュティアが彼の帰りを待っていた。

「リックさん」

　酒場には、宿の泊とまり客を含ふくめて十人程度の客がいる。

　クラリッサはすでに落ち着きを取り戻しており、人前でリックを本名で呼ぶことを避さけた。

「休んでた方がいいって言ったんだけど、聞かないんだよ」

　とは、ピュティアの言葉。

　この金髪の少女はリックの隣となりにアマラが立っていることに気がつくと、途と端たんに不ふ機き嫌げんになった。

「何でまたあんたが一緒にいるの？」

「夫婦ですもの」

　アマラはしなだれかかるようにしてリックの腕に取りつく。

　二人を指差して声も出ないほど逆上し、口元をワナワナと震ふるわせるピュティアを見て、ちょっと可か哀わい相そうに思ったのかアマラは舌を出して付け加えた。

「冗じよう談だんよ」

「そ、そ、そ、そんなことは分かってるって！」

　やり合うピュティアとアマラを無視して、リックは視線をクラリッサに移した。

「それで話とは？　ここでは言い辛づらいことか？」

「いいえ」

　クラリッサは頭を振ふると、リックの灰はい色の瞳ひとみを見み据すえた。

「私に……剣を教えてほしいんです」

「駄だ目めだ」

　ピュティアとアマラが凍こおりつき、リックは理由を聞くまでもなく拒きよ絶ぜつする。

「クレオン殿どのの仇かたきを討うとうなどという無む謀ぼうな考えは捨てた方がいい。不可能だ」

「か、仇討ちぃっ！」

「……なるほど」

　アマラは、何な故ぜフレオリックがクレオン殺しの犯はん人にんをあれほど急いで捜さがしていたかの理由を悟さとった。

　クラリッサが無謀な戦いを犯人に挑いどむ前に事件の決着をつけなければ、さらに一つ、命が失われることになる、と彼は考えたのだろう。父が高名な剣けん豪ごうであるとはいっても、彼女自身はまったくの素しろ人うとなのだから……。

　そして、もし例の女がこの件にも絡からんでいるとすれば、クレオンの死の原因の一いつ端たんは彼自身にあるとリックが考えても無理はない。

「私、止やめろと言われてもやります」

　クラリッサは頭を振った。

「では、相手をどうやって捜さがし出す？」

「賞金をかけます。父の残したお金をすべて使って」

　父親のクレオン譲ゆずりだろうか、現実的な面も備えた意志の強さだ。

「もちろん、あなたが剣を教えてくれるのなら、相応の報ほう酬しゆうは払うつもりです」

「教えなければ、その素人同然の腕で戦うつもりなのか？」

「はい」

　これはリックにとって脅きよう迫はくに等しい。

「お金で足りなければ……、私、何でもしますから」

　クラリッサは全身を緊きん張ちようさせて続けた。

「まさか、何でも……って」

　ピュティアは嫌いやな予感がした。

　リックも、クラリッサが含ふくむところを理解したようだった。

「言って聞くとは、思っていなかったがな……」

　愚ぐ痴ちとも取れるつぶやきの後、リックは言った。

「……では二階へ来い。その覚かく悟ごがあるのなら」

「ちょ、ちょっと、リック！」

「お前はここにいろ」

　慌あわてて立ち上がるピュティアをリックは制する。

　ピュティアは助けを求めるような目でアマラを見たが、アマラは手を広げて口出しする意志のないことを示しただけだった。




　二人を酒場に残したまま、ぎこちない足取りで自分に続くクラリッサを部屋に通すと、リックは燭しよく台だいに灯りを点ともして、扉とびらをピタリと閉めた。

「さて……」

　緊張して硬こう直ちよくした姿勢で立つクラリッサの前に丸椅い子すを置き、リックは腰を下ろす。

「脱ぬげ」

「……はい」

　クラリッサはギュッと目をつむった。

　自分から持ち掛けたことなのだ。

（恐こわいけど……。それに初めての相手がこの人なら……）

　クラリッサは意を決し、震ふるえる指先で上うわ衣ぎの前の紐ひもを解ほどく。

　そして裾すそを引き出し、腕を下ろすと、少女らしい清せい潔けつ感かんのある薄い麻あさの上衣はハラリと床ゆかに落ちた。

　クラリッサはわずかに膨ふくらんだ程度の小さな胸を両腕で包み隠かくすようにして、リックの顔を見る。

「下もだ」

　リックは命じた。

「どうした？」

　そう促うながされても、やはりそれ相応の覚かく悟ごが要いる。

　ためらいと緊張で、手がなかなか思うように動かないのだ。

　これまではいつも強い父がそばにいて、自分を守ってくれていた。

　今は一人。

　自分が非ひ力りきな女であることを少女は初めて実感した。

「私にやらせるのか？」

　小馬鹿にするような口調のリック。

「…………！」

　クラリッサはキッと彼の目をにらみ返した。

（そう、こんなこと一つできないようじゃ、仇かたき討うちなんてできっこない）

「子供じゃないんです。自分でやります」

　クラリッサは乱暴に靴くつとスカートを脱ぎ捨すて、続けて靴下と下した穿ばきを一気に取った。

　もう前を隠すこともしない。

（隠さなきゃならないほど、醜みにくくはないもの！）

　こぶしを握にぎり、直立不動の姿勢でクラリッサはリックを待った。

　だが、次にまたリックは予想に反する命令を下した。

「回れ」

「……はあ？」

「背中を見たい」

（抱くなら早くして！　こんな風になぶるような真ま似ねをして何が楽しいの!?）

　クラリッサはそう思ったものの、今、リックに逆さからうことはできない。

　仕方なしにクルリと背を向ける。小こ振ぶりで締しまったお尻しりは自分でも、いいな、と思う箇か所しよだが、そこにリックの視線が向いているかと思うと……。

「もぞもぞ動くな。……床に手をつけ。膝ひざを曲げずにな」

「はい？」

　クラリッサは訳わけが分からなくなった。

　だが、背を向けたまま床に手をつくとなると、見える部分は……。

　クラリッサの顔が真っ赤になる。

「あの、……どうしても？」

「二度、言わせるな」

（この人、変な趣しゆ味みがあるんじゃない？）

　クラリッサは疑い始めながらも渋しぶ々しぶ指示に従う。

「次は右に上半身を捻ひねれ」

「…………」

「次、左」

「…………？」

「上体をそらせ」

「？？？？」

　意味不明の命令がしばらく続いた。

（もう嫌いやっ！　こんなの！）

　と、クラリッサが音ねを上げかけた時……。

「よし、終わりだ。寝ろ」

（ようやく……）

　クラリッサはこれから起こることに恐おそれを抱いだきながらも、ほっとため息をつく。

　そして、寝台に上がると胸に手を置いて身体を伸ばした。

　だが……。

　そのままにしていろとクラリッサに目配せしてから、リックは椅い子すから立ち上がり、足音を立てずに扉とびらの脇わきに忍び寄ると、不意に扉を引いた。

「きゃっ！」

　と、部屋に転ころがり込んできたのはピュティア。

　その後ろにはアマラもいる。

「バレてた？」

　アマラは舌を出した。

「いい趣味だな」

　リックは冷たい目でピュティアを見る。

「だって～、だって、心配だったんだよ」

　と、泣きそうな表情のピュティア。

「リック、あたしにはキスしかしてくれてないのに、いっつも他の女の人には優しいんだから～っ！」

「ふふ、一応キスぐらいはしているわけね」

　アマラの冷やかすような視線がリックに投げかけられる。

「……もういい、ピュティア」

　リックはこめかみを押さえながら言った。

「お前が私のことをどう思っているのかよく分かった」

「わ～んっ！」

　とうとう手足をバタバタさせて泣きだす始末。

　だが、リックはいい反はん省せいの機会だとばかりに放っておくことに決めたようだ。

「もう寝ろ。この部屋は三人には狭せまいからな。私は別に部屋を取ることにする」

　そっけなく彼は言うと、顔をくしゃくしゃにするピュティアをそのままにして部屋から踏ふみ出す。

「あの……私は？」

　その背に、クラリッサが声をかけた。

「寝ろ、と言ったはずだ。明日は早いぞ」

「そういうことじゃなくて、あの……？」

「お前もか。何か勘かん違ちがいをしているようだな。私はお前の筋肉のつき具合を確かめたかっただけだ。……まあ、合格だったのは柔じゆう軟なん性せいだけだな」

　ポカンとした表情のクラリッサを残し、リックは扉を閉めた。

「つまらないの」

　その様子を見て、廊ろう下かに出ていたアマラはクスリと笑う。

「お前はここで遊んでいていいのか？　料金分の結果を出して欲しいものだな」

　心なしか不ふ機き嫌げんなリックである。

「はいはい。今夜中にやることはやっておくわ。じゃあね、色男さん」

　アマラはリックの頰ほおに軽く口づけすると、軽い足取りで階段を下りていった。







　第三章　訓練、そして迫せまる影







　そして夜明け前……。

「街まち中なかでは場所が取れない。街がい壁へきの外に出るぞ」

　リックは少女二人の部屋に踏ふみ込んできて言った。

「はい」

　クラリッサは眠い目を擦こすりながら上半身を起こす。

「やれやれだよ」

　ピュティアも手て探さぐりで自分の服を探さがす。

「……ピュティア、何な故ぜお前が支し度たくをする？」

「なぜって……外に行くんでしょ？」

「だからどうしてお前がついてくる？」

「連れてってよ！」

「駄だ目めだ」

「つ、れ、て、って！」

「駄目だ」

「連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れてって!!」

　駄だ々だっ子このように寝台の上で暴れるピュティア。

「……あの、いけませんか、一いつ緒しよだと？」

　見かねたクラリッサが口くち添ぞえする。

「これからすることは遊びではない」

「嫌いやだ！　二人っきりにするのはイヤだ～っ！」

「……じゃあ、私が監かん視ししていてあげましょうか？」

　そう声をかけたのは、いつの間にか戸口に立っていたアマラだった。

「またお前か……」

　と、リック。

「あんたじゃ、よけい心配だっていうの！」

　ピュティアは頰ほおを膨ふくらます。

「どう、フレオリック？　行っちゃいけない？」

「好きにしろ」

「ど、ど、ど～して、この色気ババアがよくてあたしじゃ駄目なのよ！」

　リックのアマラに対する態度の違いに、いきり立つピュティア。

「少なくとも、この女は邪じや魔まはしない」

　リックは肩をすくめる。

「あたしも邪魔しないから！」

「お前の〝邪魔しない〟は、この世でもっとも信用ならない台詞せりふの一つだな」

「うっ……！」

　そう言われると、思い当たる節ふしがないこともないのが弱いところだ。

「……仕方がない」

　リックは皮袋の中から小粒の金こん剛ごう石せきをいくつか摘つまみ出して、ピュティアに投げ与えた。

「それを換かん金きんしてこい」

「換……金」

　ピュティアの瞳ひとみが一いつ瞬しゆん、飢うえたハイエナの目のように小こ狡ずるく光る。

「……どうしよう？」

　胸の奥おくで展開する、嫉しつ妬とと欲の葛かつ藤とう。

「う～ん」

　ピュティアは手の中の金剛石の輝かがやきをじっと見つめて考え込む。

「困こまったな……」

「……さあ、今のうちだ」

　リックはアマラとクラリッサにそっと声をかける。

「……う～ん、やっぱり止やめた！　リックと一いつ緒しよに行くもんね。……あれ？」

　ピュティアが宝石から顔を上げた時、すでに部屋には誰だれも残っていなかった。
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「まったく、朝っぱらからよくやるぜ、お前ら！」

　ピュティアが独ひとり、置いてきぼりを食ったのと同じ頃ころ、ダイモニオンは雪の残る石いし畳だたみの上でのたうち回る男たちを見下ろして、愚ぐ痴ちをこぼしていた。

「ちったあ、人様の迷めい惑わくを考えやがれ。……おお、よしよし」

　巨人は厳いかめしい顔を弛ゆるませて、腕の中の少女をあやした。

「もう大だい丈じよう夫ぶだぜ。恐こわいおじさんたちは、み～んなやっつけたからな」

　ぐずついていた幼女はしゃくり上げながらもうなずいた。

　徒と党とうを組んだ三流の剣けん豪ごうたちが名を揚あげようと早朝の大通りをゆくダイモニオンに襲おそいかかった時、この子はたまたま近くで遊んでいて巻き込まれたのである。

　朝あさ市いちの群衆が逃にげ惑まどう中、ダイモニオンはこの子を拾ひろい上げ、片手で剣豪たちを殴なぐり倒たおしていったのだ。

　重じゆう武ぶ装そうの八人全員がのされるまで、エール一いつ杯ぱいを干ほすほどの時間もかからなかった。

「さあ、お家に帰りな」

　ダイモニオンは幼女を下ろした。

　彼の膝ひざまでも身長のない女の子は下りるとすぐにトコトコと駆かけ出したが、角を曲がるところで一度振ふり返り、ダイモニオンに向かって手を振ってから姿を消した。

「……やれやれ、俺おれのご面相を恐がらねえ女は、みんな十歳以下だな」

　ダイモニオンはニッと笑った。

　その時……。

「いやあ、大したもんだ！」

　馴なれ馴なれしい声が背中でした。

　見ると、髭ひげ面づらのむさ苦しい男がニヤニヤと笑って立っている。

　ダイモニオンは初対面だが、ダル・ハーである。

「なあ、その腕を見込んで話があるんだが……」

　ダル・ハーはウインクした。

　どう考えても胡う散さん臭くさい話だが、ダイモニオンはうなずく。

「まあ、ここじゃなんだしな」

　ダル・ハーはダイモニオンの腕を──肩に手が達とどかなかったのだ──ポンポンと叩たたいた。

「ちょいとそこの酒場で吞のみながら、といこうぜ」

　ダイモニオンが賞金稼かせぎに連れて行かれたのは、半地下になった場末の酒場。

　その奥おくの席では、フードに半なかば顔を隠かくした女が待っていた。

　言わずと知れたヴォージェラである。

「おやおや、ミシュハバードの三神官の一人、ダイモニオンとこんなところでお目にかかれるとはねえ」

　彼女はダイモニオンを見ると、真っ赤な葡ぶ萄どう酒しゆの入った杯さかずきを掲かかげて歓かん迎げいの意を示した。

「……以前に会った記き憶おくはないがな？」

　ダイモニオンはヴォージェラの前の椅い子すに腰を下ろして無む造ぞう作さに足を投げ出すと、酒場女の一人を呼びつけて火酒を注文する。

「あんたは有名人だからね。ある意味、賞金首のフレオリックよりも」

　フードの下からのぞくヴォージェラの唇くちびるに、冷れい酷こくそうな笑みが浮かんだ。

「別名〝月げつ蝕しよくの神官〟。何しろあの大都市をたった三人で、それも一日で支配下に置いた御ご仁じんだよ。それにその後の厳げん格かくな統とう治ちも、いろいろと噂うわさになってるじゃないか」

「……それで？」

　ダイモニオンはつまらなそうに欠伸あくびをした。

「俺に何をやらせたいんだ？」

「薄うす々うすは感づいてんだろう？　フレオリックさ」

「……俺はあれこれと自分の身しん辺ぺんを探さぐられるのと、命令されるのが大だい嫌きらいでね」

　ダイモニオンは怯おびえる酒場女が持ってきた火酒の杯を一気に干ほすと、銅貨をテーブルの上にポイと放って立ち上がった。

「命令じゃなきゃ、やるのかい？」

「どうだかな。だが今は、俺の仕事に奴やつを雇やとえないかと算段しているところなんでね。ことを構かまえる気はないぜ」

　巨人はヴォージェラに背を向け、出口に向かう。

「ひとつ、聞きたいんだけどさ」

　ヴォージェラはその大きな背に声をかける。

「今って、何い時つまでのことだい？」

「さてな」

　ダイモニオンは振り返ることなく言った。

「だが、フレオリックとはこのままただの知ち己きではいられぬという予感はある。いずれ、得え難がたき盟めい友ゆうとなるか、それとも雌し雄ゆうを決することになるか……」

「楽しみにしてるよ。けれど、急いだ方がいい。でないとあたしが先に奴を片付けるからね」

「面おも白しろい。楽しみにしているぜ」

　ダイモニオンは右手を軽く上げてヴォージェラたちに別れを告げると、酒場を去った。




　　　　＊　＊　＊




「街がい門もんはあっちですけど？」

　宿を出てリックが通りを北に進みだしたのを見て、クラリッサがためらいがちに注意する。

「寄るところがある」

　彼が向かったのは、北東の街がい壁へき沿ぞいにある見み窄すぼらしい一軒の鍛か冶じ屋やだった。

　扉とびら、というか、木の板が立てかけてあるだけの入口をくぐると、汗あせの匂においと熱気にむせ返りそうになる屋おく内ないには、一世紀は火を絶やしたことがなさそうな炉ろと、ゴミの山かと見み紛まがうような藁わらの寝台が一つ。

　そしてその寝台の上で、腹の突き出た逞たくましい老人が大口を開け、鞴ふいごの風音のような鼾いびきをかいていた。

「おい、起きろ」

　リックは寝台を蹴けった。

　だが、一いつ向こうに老人は目を覚まさない。それどころか、鼾の音はさらに高くなる。

「やれやれ」

　リックはグリードを抜き、老人の鼻先に突きつけた。

　その途と端たん。

「…………！」

　老人はカッと目を見開いて寝台から跳はね起き、炉の前の鎚つちをつかんで振ふり返った。

「……何でえ、フレオリックのガキじゃねえか」

　老人は鎚を下ろし、ペッと床ゆかに唾つばを吐はいた。

「一年ぶりか？」

「そんなものだろう。まだ惚ぼけてはいないようだな、ハヴロック？」

「当たりめえだ」

　と、言いながら老人は涎よだれを拭ぬぐう。

「ったくよ、こんな朝早く。……で、何の用だ？」

「お前、自分の商売を忘れたのか？」

「グリード担かついでる奴やつが、他に剣が要いるのかよ？」

「私ではない。この娘だ」

　リックは視線でクラリッサを示した。

「おう、そっちの色気のねえ方か？」

　ムッとするクラリッサ。

　アマラはそれを見てクスクスと笑う。

「まあ、歳とし食ってるよりはいいけどな」

　今度はアマラが憮ぶ然ぜんとなり、クラリッサが笑いを堪こらえる番だ。

　それにしてもこの老人、かなり口が悪い。

　彼は裸足はだしのままクラリッサの前に進み出ると、頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまでをじっと見る。

「これが、剣をだと？　ふざけてんのか、おい！」
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　ハヴロックはリックを振り返って怒ど鳴なった。

「本気だ。金は出す」

「……俺が金で動くんじゃねえことは、分かってて言ってんだろうな？」

　彼は寝台に戻もどり、またゴロリと横になる。

「帰れ！　胸くそ悪い！」

　機き嫌げんを完全に損そこねた老人は、リックたちに背を向ける。

「……クレオン殿どのが、死んだことは知っているな？」

　リックはその背中に向けて言った。

　ハヴロックは無言で酒さか瓶びんを掲かかげて見せる。

　彼流の弔とむらいのつもりなのだろう。

「この子は彼の娘だ」

　リックが告げると、ハヴロックは酒瓶を置いた。

「二ふた振ふり、軽い剣を打ってくれ。片手で使う。それから、ここに並んでいる剣を借りてゆくぞ」

　リックは炉の脇わきに置いてある剣の束たばの中から、二振りの剣を選んだ。

　ハヴロックは出ていけというように、手をひらひらと振った。




「……ねえ、これでいいの？」

　そのままハヴロックの家を出たところで、アマラが尋たずねた。

「ああ」

　リックはうなずく。

「あれで、あの男はいい腕をしている。いい剣を打ってくれるだろう」




　それから三人はようやく街がい門もんに向かい、街まちを出てしばらく進んだ山中で、練習に格かつ好こうの場所を見つけた。

　谷間の平地で面積は小さな都市の広場ほど。立ち木や岩などの障害物も少ない理想的な土地だ。

「昔むかしはここに集落があったんだわ」

　と、つぶやくアマラ。

「もっとも、何百年も前のことでしょうけどね」

　そして……。

「……さて、始めよう」

　リックはクラリッサをやや離はなれた場所に、向かい合うように立たせた。

　緊きん張ちようした面おも持もちのクラリッサは、腰の剣を抜ぬいて構かまえる。

「剣を収めろ」

　リックは言った。

「はい？」

「剣はまだ要いらない」

　リックの言葉通り、少女は剣を鞘さやに戻す。

「では、こちらに向かって走れ」

　師の真意を測はかりかねながら、クラリッサは全速力でリックのもとに駆かけ寄り、目の前で止まった。

「どうした？」

「はい？」

「間の抜けた声を出すな。どうして止まるのか、と聞いている」

「で、でも、止まらないとぶつかって……」

「ならば、体当たりする気で走れ！」

「は、はい！」

　そうクラリッサが答えた瞬しゆん間かんには、リックは音もなく後こう退たいし、先ほどと同じくらいの距きよ離りを少女との間に取っていた。

　クラリッサはそのリックに向かって、今度は言われた通りに、体当たりをかける気で走る。

　だが、リックは衝しよう突とつ寸前で左足を引き、スレスレのところで少女をかわした。

「……とと！」

　クラリッサはつんのめって転ころびかける。

「……足を止めていいとは言っていないぞ」

「はい！」

　クラリッサは振り返った。

　すると、リックはもう、さっきと同じ距離を取っている。

　こうして、クラリッサとリックの追いかけっこが始まった。

　体当たりをかけようとリックを追いかけるクラリッサ。

　これをかわし、翻ほん弄ろうするリック。

「肩を上下させるな。滑すべるように走れ」

「こ、こうですか？」

「遅おそい」

「こ、こう？」

「力を抜け」

「はい！」

　これが延々と続く。

「……バカみたい」

　傍かたわらに腰を下ろし、この様子を見ていたアマラは欠伸あくびをしながらつぶやいた。

　そして……。

　ばたっ！

　とうとう疲つかれ果てたクラリッサが倒れた。

　仰あお向むけに地面に転がり、ゼエゼエと胸を上下させる。

　大量の汗あせが全身から噴ふき出し、水を頭から被かぶったように服や髪が身体や顔に張りついている。起き上がろうとしたが、足の筋肉が強こわばり、動かない。

（……こんなに……なるほど……走ったのかな？）

　太陽を見上げながらクラリッサは思った。

　そんな少女の視界を、いつの間にか近づいてきていたフレオリックの影かげが遮さえぎる。

「もう動けないのか？」

　うなずくクラリッサ。

「そうか……。随ずい分ぶんと易やすいものだったのだな、お前の仇かたき討うちの決意とやらは？」

　リックは侮ぶ蔑べつの一いち瞥べつを投げかけると、クラリッサに背を向けた。

　全身の血が逆流するような怒いかりが少女の胸に沸わき上がった。

「まだ！……まだ、やれます！」

　クラリッサは、地面に指を食い込ませるようにして上半身を起こす。

「……当然だ」

　こうして訓練は再開された。

　クラリッサが追い、リックがかわす。

　延々と日が暮くれるまでこれが繰くり返された。

　そして、

「今日はこれまでにしておこう」

　と、リックが言ったのは、クラリッサが五回目に倒れて、胃液を戻もどしそうになった時だった。

「……ありがとうございました」

　口を押さえながらクラリッサは亡ぼう霊れいのように立ち上がって一礼すると、そのまま気を失ってよろめいた。

　アマラが倒れかけた少女の傍かたわらに駆かけ寄り、その肩を支える。

「ここまでやる必要があるの？」

　リックを振ふり返るアマラの視線には、半なかば非難の色があった。

「やらなければ……、この娘は死ぬ」

　リックはその視線から目をそらし、クラリッサが落とした剣を拾ひろい上げた。

「……ねえ？」

　アマラは、クラリッサの頰ほおについた砂を払ってやりながら、静かに尋たずねた。

「まさか、あなたがクレオン殺しの犯はん人にんをあんなに急いで捜さがしてたのは、この子を……？」

　リックは答えなかった。

　アマラの知っているフレオリックは、躍やつ起きになって友人の仇かたき討うちに走る人間ではない。寧むしろ、死人のために命を賭かけるような行こう為いには、冷笑的な反応しかしない男だ。

　だが、今回の犯人捜しでは、焦あせりに近い性急さを見せている。

　もし、それがクラリッサに仇討ちをさせることを避けるためだとしたら？

　先手を打って、彼女の手を汚さないようにするためだとしたら？

　それなら、アマラにも納なつ得とくがゆく。

「やっぱり、そうなのね？」

「……下らぬことを考えている暇ひまがあったら、役に立つ情報を見つけてこい」

　ぶっきらぼうな物言いに、アマラはクスリと笑った。




　その頃ころ……。

「ふ～んだ、リックの奴やつ！」

　ピュティアは街まち中なかの安酒場で蜂はち蜜みつ酒しゆをあおっていた。

「あたし、やさぐれちゃうんだからね！」

　少女は怒ど鳴なり、バンッとテーブルをこぶしで叩たたく。

　一人で大おお騒さわぎである。

　周りの客が引いて、少女を遠巻きに黙だまってチビチビと杯さかずきを舐なめている情じよう況きように、店の主人は商売上がったりだ、とばかりにため息をつく。

　そんな時に、恐こわいもの知らずにも、荒あれるピュティアの肩をポンと叩く手があった。

「よお、白い下着見せながら、リックに肩車されてた女の子じゃないか？」

「ど～ゆう覚おぼえ方してんのさ？」

　ピュティアは声をかけてきた青年を陰いん険けんな目付きで見返した。

「……あんた、確かヒュオンって言ったよね？」

「覚えていてくれて光栄だね」

　ヒュオンは葡萄酒の杯を手に、向かいの席に腰を下ろした。

　周囲の緊きん張ちようがほっと緩ゆるむのが、感じられる。

「で？　どうしてた？　無ぶ事じだったみたいだね」

「言ったろ？　ちょっとした好いい女と知り合ってね。そいつがなかなか離はなしてくれないから、とうとう今日はお天てん道とうさんを拝おがめない始末さ」

「じゃあ、一昨日おとといの晩の騒ぎは知らない訳わけか……」

「寝室からやっとのことで逃にげ出してから、噂うわさは耳にしたがね」

　ヒュオンはアゴ髭ひげに手をやった。

「……だが、クレオンは気の毒なことになったな」

「そうなんだよ。それでさ、そのクレオンの娘がね……」

　ピュティアはこれまでの経けい緯いをざっと説明する。

「あ～、腹が立つ！　今頃リックの奴、絶～っ対デレデレして手取り足取り……」

「落ち着けよ」

　ヒュオンは熱い葡萄酒を胃に流し込んだ。

「何もありゃあしないって。本当にその気があるなら、もう少しその女の子もリックも後ろめたそうにするさ」

「それは分かってんだよ」

　頭を搔かきむしるピュティア。

「クラリッサもいい子だし……、だけど……、あ～っ！　あたし、頭良くないからうまく言えないよ！」

　少女は手足をバタバタと振り回した。

　周りの席の連中が、またビクッとする。

「分かっちゃいるが、か？」

　ヒュオンがウインクする。

「仕方がないさ。愛するっていうのは、そういう不条理な感情だからな」

「あたし、どうしたらいいんだろ？」

「そうだな……。リックも君の気持ちは知っているんだろう？　それでもヤキモキさせるのは、一面、君に甘あまえているんだ。笑って見ててやるのが一番さ」

「そんな難むずかしいことを。……でも、……ふ～ん、あいつ、甘えてんのか？」

　と、ピュティアは考え込む。

「そうさ」

「……へへへ。何だか、元気出てきちゃった。ありがと、宿に帰って二人を待つよ」

　ピュティアは立ち上がった。

「ああ、またイライラしたら話しにくるといいさ。いつでも相談に乗るぜ」

「うん！　じゃあね！」

　少女は明るい顔で手を振り、酒場を飛び出していった。




「ピュティアさん？」

　という自分に呼び掛ける声にピュティアが振り返ったのは、宿のすぐ前まで来た時だった。

　声の主ぬしは細い目をした禿はげ頭あたまの男で、外がい套とうに包まれた身体は丸々と太っている。

　人ひと懐なつこそうな表情。悪人には見えないが……。

「ピュティアさんでしょう？」

　男は声を低くした。

「私は、この街まちの外はずれで医者をやっているスノリという者ですが、実はフレオリックさんが……」

　ピュティアはハッとした。

「リックが、リックがどうかしたの!?」

　思わず手が出て男の首を絞しめ上げる。

「く、苦しいです！」

　スノリの灰はい色の顔がよけい血の気けを失ったので、ピュティアは慌あわてて手を離す。

　スノリはゴホゴホと咳せき込んでから続けた。

「……フレオリックさんは練習中に誤あやまって斬きられたそうで、今、うちの病院に運び込まれているんですよ」

「そ、それで傷は？」

「何しろ内臓に達していますからなあ……、それで、あなたに来て欲しいと」

「早く案内して！」

　早足で進む医者を追い立てるようにしながら、ピュティアの頭の中は怒いかりと怖おそれで爆ばく発はつ寸すん前ぜんだった。

（練習で怪け我がだって？　じゃあ、クラリッサにやられたんじゃないか！　本当にそうなら、あたし、あの子のこと、絶対に許さない。許さないんだから！）

　いつの間にか二人は狭せまいクネクネとした道を走っていた。

　昨日、リックとアマラがバアザと戦った場所に近い、貧ひん民みん街がいの一角だ。

　こんな場所に医院があるとは到とう底てい思えないのだが、今のピュティアにはそんなことに気づく余よ裕ゆうはない。

「ねえ、どこまで走んのさ！」

「もうすぐです、もうすぐ……」

　さらにしばらく進んだところで、スノリ医師は突とつ然ぜんピタリと足を止めた。

「どうしたの！」

　その背中にぶつかりそうになったピュティアは焦あせって言う。

「もういいだろう……」

　スノリは振り返ってニヤリと笑った。

　細めていた目が大きく大きく開かれ、邪じや悪あくな色に光る。

　金色の縦たてに細い瞳どう孔こうは、まるで蛇へびのようだ。

「……あんた」

「そう、俺は医者じゃない。武術大会では相手を殺したために失格になったが、これでも名の知れた剣術使いだ」

　スノリは手を背中に回して襟えり首くびの中に入れ、隠かくし持っていた剣を抜いた。

「お前にはフレオリックを誘おびき出す餌えさになってもらおう」

　これを聞いたピュティアは、その場にペタリと座すわり込んだ。

「ふふ、そう恐れることはない。どのみちあの世でフレオリックには会える」

　冷たい鉄の剣がなぶるように、少女の首筋に突つきつけられる。

　剣で生きる身でありながら、スノリは正々堂々の勝負よりも、無む抵てい抗こうの怯おびえる相手をジワジワと切り刻きざんでゆくことを好んでいたのだ。

　だが……。

「……かった」

　ピュティアはうつむいたまま何事か小声でつぶやいた。

「？」

　その様子を訝いぶかしむスノリ。

「……良かった、リックは無事なんだ。クラリッサも怪我なんかさせてない」

　ピュティアは顔を上げて、ニッと笑った。

「こ、こいつ！　自分の立場が分かっているのか!?」

「ヘン、だ！　あんたなんか恐こわくないね！　あたしを簡単に餌にできると思ったら大間違いだよ！　リックの重荷になるくらいだったら、ここで舌を嚙かんでやる！」

　ピュティアは本気だった。

　ベエッと舌を出して、力いっぱい前歯を打ち合わせようとする。

「くっ！」

　スノリは慌あわてて少女のアゴを押さえる。

「ふざけた真ま似ねを！」

　彼は、膝ひざを鳩尾みずおちに手て加か減げん抜きでめり込ませる。

「ぐふっ！」

「許さんぞ！」

　さらにスノリは、地面に倒れたピュティアの腹や頭を容よう赦しやなく蹴けった。

　辛かろうじて生きていれば人ひと質じちとしては十分だ。廃はい人じんにしても構かまわない。

　そうした感覚で蹴っているのである。

　ピュティアは血を吐はき、痙けい攣れんを起こし始めた。

「……手間をかけさせる」

　半なかば死にかけの少女をスノリは担かつぎ上げた。

「あとはあの女の言う通り、ヤツを呼び出して……」

　と、彼がその場を去ろうとしたその時……。

「……何だかとんでもない場面に遭そう遇ぐうしたみたいですね」

　背後でとぼけた声がした。

　スノリは少女を抱かかえたまま、振り返る。

　そこには金髪の青年と黒髪の少女の姿があった。

「関係のない人間は目を閉じて回れ右だ」

　二人に向かって、スノリは脅おどしめいた言葉を投げかけた。

「もう、またなの？」

　と、黒髪の少女が青年に向かって咎とがめるような口調で言う。

「またって、あなたが買物の帰りに近道しようなんて思いつくから……」

　金髪の青年は、両手に山ほど荷物を抱えさせられた状態で、消極的に抗こう議ぎする。

　どうやら、あまりこの少女に頭が上がらない様子だ。

「迷まよったのは二人ともじゃない。同どう罪ざいよ、同罪」

「だって、僕は荷物で前が見えないのに」

「……聞いているのか、こいつら！」

　スノリが怒ど鳴なった。

　青年はゆっくりと、彼の方を振り向く。

「……もちろんですよ」

　青年は荷物を少女に渡した。

「これはちょっと、見過ごす訳わけにはいきませんからね」

「ほう、面おも白しろい」

　スノリもピュティアを投げ捨すて、剣を青年に向けた。

「セイル」

　黒髪の少女が声をかける。

「分かっているの？　今、杖つえはないのよ」

「アリシア、大だい丈じよう夫ぶです。……と、思います」

　答えながらセイルと呼ばれた青年は視線でピュティアの方を示す。

（隙すきを見てあの子を）

　コックリとうなずくアリシア。

　ピュティアは知らなかったが、青年は一昨日の夜アマラの天てん幕まくでフレオリックと出会った旅芸人の若者である。
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　そして、その隣となりの少女が実質的な『ティーズの驚きよう異いの一座』の長、アリシアだった。

「余よ計けいなところにしゃしゃり出る愚おろか者ものが」

　スノリはその不ぶ気き味みな瞳どう孔こうを細め、大きな口の端から尖とがった犬けん歯しをのぞかせた。

「死ね！」

　スノリはセイルに向かって突とつ進しんすると、大上段に振りかぶった剣を肩かた口ぐちに向けて叩たたき下ろした。

　丸まる腰ごしのセイルは大きく跳とんで後こう退たいし、間かん一いつ髪ぱつこれをかわすと、〝呪じゆ波は〟と呼ばれる一種の精神波を練ねって衝しよう撃げき波はに転化、これをスノリめがけて放った。

「ちっ！」

　スノリは右足を掃はくように滑すべらせただけで身をかわし、衝撃波を見切った。

「……魔ま道どう士し。〝呪波〟だな」

　シシッと、スノリの唇くちびるの間から息が漏もれる。

「面白い。だがな、この程度のものが見えないようでは一流の剣士とは言えぬよ！」

　スノリは間合いを詰つめ、横よこ薙なぎにセイルの胴どうを落とそうと目もく論ろむ。

　これに対し、セイルは障しよう壁へきを張って剣を受けた。

　だが、一いち撃げきの重みは、軽量なセイルの支えられる限界を超こえていた。

　セイルの身体は剣を受けた瞬しゆん間かん、大きく後ろに飛ばされる。

　どうやらこのスノリと言う男、バアザのようなただの卑ひ怯きよう者ものとは格段に腕が違う。

「正義の味方のつもりだったのだろうが、あの世で悔くやめ！」

　スノリは大きく振りかぶると、セイルの肩口に刃やいばを叩き下ろした。

　堅けん固ごな障壁が、その剣に込められた気に砕くだかれる。

　セイルは障壁で剣が止められたわずかの隙すきをついて、前転しながらスノリの脇わきを擦すり抜ぬけた。

　格かつ好こう悪いが、セイルはそのまま走って大きくスノリとの間に距きよ離りを取る。

「……残念ながら僕は自分で知ってますよ、そんな英えい雄ゆうの器うつわじゃないことはね」

　彼は肩で息をしながら振り返って言った。

「でも、女の子が暴力を振るわれているんだ。見て見ぬ振りをしたら、僕は正義の味方どころか、人間でさえなくなる！」

　その時、セイルの視界の端はしに、アリシアがピュティアを助け起こす姿が映うつった。

　アリシアはセイルの身を案じながらも、彼の指示を実行に移そうとしていたのだ。

　だが同時に、スノリの方も少女の動きに気がついた。

「小こ賢ざかしい！」

　スノリの外がい套とうの袖から一匹の蛇へびが飛び出し、アリシアの喉のどめがけて真まつ直すぐに飛んだ。

　黒と緋ひ色の斑まだら模様の小型の蛇。エレネイでも、このあたりではあまり見られない種類の毒蛇である。

「アリシア！　伏ふせて！」

　セイルは〝呪波〟で小型の白はく熱ねつ球きゆうを作り出すと、それを蛇に向けて目にも留とまらぬ速度で飛ばした。

　ピュティアを庇かばうようにして倒れ込むアリシア。

　白熱球は、蛇がアリシアの白い喉をとらえるわずか手前で目標を包み込み、一いつ瞬しゆんのうちに灰はいと化した。

「……蛇。……蛇じや神しん教徒か？」

　セイルは改あらためてスノリの顔を見た。

「……元神官だ、蛇神クネプの」

　スノリは外套を脱ぬぎ捨てた。

「きゃあ！」

　それを見たアリシアが小さな悲鳴を上げ、卒そつ倒とうしかける。

　スノリの剝むき出しの上半身が、極ごく彩さい色しきに彩いろどられ、ウネウネと蠢うごめいていたからだ。

　蠢いていたのは肌はだではない。そこを這はい回る、無数の蛇だった。

　スノリが小太りに見えたのは、その上半身に数百、数千の蛇が巻きついていたためなのだ。

「俺は破は戒かいにより、千の頭を持つ蛇クネプの呪のろいを受けた。この身体のために、俺はあらゆる喜びを奪うばわれ、死ぬことさえもできなくなった。常に千の蛇の目が、無限の苦しみの中にあるように俺を監かん視ししている訳だ」

　彼は尖とがった犬歯を見せて笑った。

「だが、この監視者どもも、意のままに使えれば便利なものでね」

　スノリは剣の先をセイルに向けた。

「行け！」

　この号令に蛇たちは、一いつ斉せいにスノリの身体から離はなれてセイルに襲おそいかかった。

　おそらく、何らかの方法で、スノリは蛇たちの行動を一時的には支配できるようになったのだろう。

　宙を舞まう千以上の白い毒どく牙がが、若き魔道士を狙ねらう。

「セイル！」

　身を起こして叫さけぶアリシア。

　瞬間、セイルは炎ほのおの渦うずで身を包んだ。自分の周囲に、灼しやく熱ねつの竜たつ巻まきによる障壁を作り出したのである。

「小こ僧ぞうめ、やる！」

　スノリは炎に突っ込む寸前に蛇を下がらせながら、同時に間合いを詰め、横よこ薙なぎに炎の渦を払った。

　蛇は囮おとりである。スノリは、蛇に対してセイルが〝呪波〟を練ねるわずかな時間を、攻こう撃げきの絶好の機会と捉とらえていたのだ。

　だが……。

　スノリの剣は何の手て応ごたえもなく、炎の渦を通り抜けた。

「ちっ！　上か！」

　スノリは上空を見上げた。

　セイルが炎の渦を煙えん幕まく代わりに逃にげたとすれば、その方向は上しかない。

「馬ば鹿かめ！」

　思った通り、セイルの姿は真上にあった。炎の渦の効果がまだ残っているうちに、彼は〝呪波〟を空中浮ふ遊ゆうに切り替かえたのだ。

「愚おろか者ものが！」

　スノリはこの時、勝利を確信した。

　相手より高い位置に立つよう心掛けることは戦いの基本であるが、足場のない空中に留とどまることは、実は絶対の不利なのだ。なぜなら、前後左右からの攻撃ならば、人間は修しゆ業ぎようを積むことで対処が可能になるが、さらに下方から同時に攻撃を受けると手の打ちようがない。

　スノリはセイルに向けて、全方位から蛇を群むらがらせた。

　もう逃げ道はない。

「炎よ！」

　苦し紛まぎれか、セイルは灼熱の球体で身体を包む。

　上下も炎で防ぼう御ぎよしようというのだろう。

　しかし、こうなるとまったくこちらからは手を出せない格好になる。

　さらに〝呪波〟の特性として同時に二つの魔法は使えないから、空中浮遊は中断され、彼の身体は落下し始める。

「終わりだ！」

　スノリは跳ちよう躍やくし、セイルの生み出した炎の球体を真っ二つにする。

「…………！」

　思わず目を覆おおうアリシア。

　ところが……。

　球体に剣が触ふれた瞬間、紅くれないに燃える炎の色がブンッという音とともに無色になり、あたりの空気が陽炎かげろうのように揺ゆらいだ。

　セイルを裂さくはずのスノリの剣は白く輝かがやき、粘ねん土どのようにグニャリと剣先を垂たらすと、あっという間に液体と化して溶とけ落ちた。

　さらに蛇たちも、セイルに近いものから次々と燃え上がって、いや、蒸じよう発はつしてゆく。

「何だと！」

　黄金の瞳どう孔こうを大きく見開いたスノリは着地と同時に後こう退たいし、セイルとの間に大きく距きよ離りを取った。目には見えないが、凄すさまじい高熱が自分の肌を焼くのを感じたのだ。

　ほんのわずか遅おくれて、セイルも着地する。

「……貴様、ただの魔道士ではないな？」

　スノリはギッと奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

「これほどの高温を、人間が操あやつれる訳わけがない！……まさか？」

　スノリが剣を振り下ろした瞬間、青年は身を包む炎の温度を一時的に金属や岩をも溶かせる程度にまで上げた。無論、かなりの精神力を費ついやす技わざだ。至し神しん智ち教団の司教級の魔道士でも、できる者はほとんどいないだろう。

　それに、水色の瞳ひとみにくすんだ金髪。

　これはまさに手配書にあった……。

「……貴様、セイル……セイル・グレイだな！」

　スノリは恐きよう怖ふした。

「くっ！　至神智教団を一人で敵に回す異い端たんの魔道士、恋人を殺し、自分をかくまった村を焦しよう土どと化した悪魔がここにいるとは！」

「あれはセイルの罪つみじゃないわ！」

　と、叫さけんだのはピュティアを引き起こすアリシアだ。

「……僕は有名人のようですね」

　青年はつぶやいた。

　至神智教団一の魔道士の証あかし、マギの杖つえを授さずけられながら、大司教の娘との許されない恋に落ちて教団を捨すてた天才魔道士。

　恋人である司教の娘を殺した罪と、クユニックの村で行なった大量虐ぎやく殺さつの罪で、金貨五千の賞金をかけられているお尋たずね者もの。

　それがセイル・グレイ。

　今は『ティーズの驚きよう異いの一座』の一員として、セイル・ブロンディングを名乗り、楽がく士し兼俳優として、座長のアリシアやアマラ、その他の仲間とともにエレネイ中を旅する身だ。

「ところで、そうと分かったら戦いますか？　このまま戦いを続けるのなら、忠告しておきます。魔道士は丸まる腰ごしだからといって、無力とは限りませんよ」

　何も握にぎっていないはずのセイルの右手の中に、蒼あおい光の剣が現われた。

「…………」

　スノリはわずかに躊ちゆう躇ちよしたが、生き残った蛇へびを呼び戻もどすと憤ふん懣まんやる方ない表情を張りつかせたまま踵きびすを返して去っていった。

　不利な情じよう況きようでは戦わない。

　これも剣けん豪ごうとして名を馳はせるためには必要な知ち恵えだ。

　そして、スノリの姿が完全に消えたことを確認すると、セイルはその場にへたり込んだ。

　最後に使った魔法で、精神力が限界にきていたのである。

「はったりに引っ掛かってくれて助かりましたね」

　彼はつぶやいて、大きく深呼吸した。

　それから立ち上がり、ピュティアを抱だき締しめるアリシアのもとに行く。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　彼は黒髪の少女に声をかけた。

「うん」

「よかった。あなたはうちの花形ですからね。それが僕と一いつ緒しよにいる時に怪け我がでもしたら、カミロたちに何て言われるか」

　この言葉に、アリシアはキッとセイルを見上げた。

「心配したのは、私が『ティーズの驚異の一座』の花形だから？」

「馬鹿言わないでください。大切な友人だからですよ」

「……友人。……そうよね、……あなたは」

　アリシアは視線をそらし、唇くちびるを嚙かんだ。

「どうしたんです？　変ですよ」

　セイルは少女の顔をのぞき込んだ。

「な、何でもないわ。……それより、この子よ」

「そうでしたね」

　二人は気を失っているピュティアの様子を見る。

「……命に別状はないと思うけど」

　殴なぐられた痕あとを調べてアリシアが判断を下した。

「一応、連れ帰って手当てをしないと」

「賛成です」

　セイルもうなずく。

「じゃあ、この子をおぶって」

「荷物は？」

「もちろん、それもあなた」

「聞くだけ無む駄だでしたね」

　ピュティアを背に、セイルはため息をついた。




　さて、セイルたちが裏町を出てからしばらくして……。

「こう計算外のことが起こってはな……」

　スノリは、木箱や割れた瓶びん類るいが打ち棄すてられた袋ふくろ小路こうじで、額ひたいの汗あせを拭ぬぐっていた。

　たまたま通りかかった魔道士のために、蛇の半数と剣を失ったのだ。それでも、命があるだけついていたと言うべきなのだろう。

　だが……。

「がっかりさせてくれるよ。フレオリックのところに、行き着くことさえできないなんてね」

　背中で声。スノリは振り返った。

「お前か……」

　ヴォージェラだった。さっきの戦いをどこからか見ていたのだろう。

「それでエレネイで十指に入る剣豪だって？　とんだ大ボラ吹ふきだよ」

「口を慎つつしめ。あの忌いま忌いましいセイル・グレイさえ現われなければ……」

「フレオリックにやられていたろうね」

「女！」

「死にな、役立たず」

　ヴォージェラは、つかみかかろうとするスノリの額に指を当てた。

「…………！」

　スノリは仰のけ反ぞった。

　そして、地面に倒れるまでに絶命していた。

「ふふふ……、それにしてもセイル・グレイ、あいつまでがこの街まちにいるとはね」

　ヴォージェラは爪つめにわずかについた血を拭ぬぐいながらつぶやいた。

「あたしの仕事には関係ないけど、ザモーラと至神智教団の関係を考えれば放っておく訳わけにもいかないか。あのウスクって商人、教団との取引があるらしいから、奴やつに報しらせておけば恩が売れるかもね」

　女は、生気のない瞳ひとみで空を見上げるスノリをそのままにして、袋小路から姿を消した。




「……う、ううん」

　ピュティアが天てん幕まくの中で目を覚ました時、そのエメラルド色の瞳を心配そうにのぞき込んでいたのは、銀髪の見知った顔の女だった。

「気がついたようね」

　アマラはホッとため息をついた。

「……あたし、どうしたんだろ？」

　ピュティアは頭を振って記き憶おくを呼び戻そうとする。

「さらわれかけたのよ。うちのセイルとアリシアが偶ぐう然ぜん通りかかったから良かったけど、可か哀わい相そうに、ずいぶん非ひ道どくやられたみたいね」

「……そっか。……リックは無ぶ事じ？」

「彼には何もないわ。宿であなたを待っているわよ、ちょっとイライラしながら」

「……帰らなきゃ」

　ピュティアは上体を起こした。

　蹴けられた腹部に激げき痛つうが走る。

「……つぅ！」

「ち、ちょっと、まだ寝てなきゃ駄だ目めよ！」

「平気だよ。リックに心配かけたくないもの。……このこと、秘密にしといてね」

「……馬鹿な娘ね」

　アマラはピュティアに手を貸してゆっくりと立たせた。

「送るわ。けれど、二、三日はアリシアのところに通かよって治ち療りようを受けて、無理はしないこと。いいわね？」

「助けてくれた人に、お礼を言わなくちゃ」

「セイルには私が伝えておくわ。さあ」




「どこで遊んでいた？」

　ピュティアが宿に戻ると、階下の酒場で待っていたリックはぶっきらぼうに声をかけた。

　その隣となりでテーブルに突つっ伏ぷして寝ているのはクラリッサだ。

「うちの一座にいたのよ。あなたが放ったらかしにしておくから」

　と、アマラ。

「それは良かったな。そこで働くか？」

　リックは肩をすくめる。

「や～だよ。一生あんたに付きまとってやるんだから」

　ピュティアはベエッと舌を出した。

「じゃあ、私は帰るわね。もう少し女の線から調べてみるわ」

　そう告げて、アマラは宿を後にした。

「……じゃあ、あたし寝るね」

「何があった？」

　欠伸あくびをして二階に向かおうとするピュティアの腕を取って、リックは言った。

「何って？」

「とぼけるな。これでもお前のことは分かっているつもりだ。何もない時には下らぬことをベラベラと際限なく喋しやべるが、本当に危険な目に遇あった時には押おし黙だまる。お前はそういう娘だ」

「そ、そんなことないって」

　ピュティアはブルブルと頭を振った。

「遊び疲れただけだよ。ごめん、本当に心配かけて」

「……別に心配はしていない」

　リックは手を離した。

「うん。じゃあ、もう寝るよ」

「好きにしろ。……明日の朝、クラリッサに謝あやまっておけ。ついさっきまで起きて待っていたのだからな」

「分かった」

　少女はうなずくと、痛みを堪こらえながら階段を上っていった。




　一方、フレオリックの宿からの帰り道、アマラはふと、ピュティアが襲おそわれた場所に足を向けた。

　貧ひん民みん街がいの一角だということはセイルに聞いて知っている。

　何かつかめるかも知れない。そんな直感が働いたのだ。

　そしてその途と中ちゆう……。

　アマラは裏道に面した崩くずれかけの廃はい屋おくの横を通った時、中から聞き覚おぼえのある声が漏もれてくるのを耳にした。

「五、五千まるごと！」

　その声の主は喘あえいだ。

（……あれは……ダル・ハー？）

　アマラは廃屋の窓のそばに忍しのび寄り、耳をそばだてた。

「お、俺に五千全額くれるんで!?」

「ああ。ちゃんと働けばの話だけどね。あたしの目的は賞金じゃない」

　女の声である。

「そりゃもう、何でもやりまさあ！　このダル・ハー、どこまでもついていきやすぜ！」

「あまり当てにはならないね。だけど……、そうだね、お前はフレオリックにいつもの調子で取り入って、奴やつが常に身から離はなさないものがないかどうか調べるんだ」

「身から離さないものねえ。……グリード以外にゃ思いつかねえが」

「もっと小さなものさ。指輪ぐらいの大きさのね」

「指輪ですかい。奴の趣しゆ味みじゃねえですぜ」

「いいから。そういったものを持っていないか調べるんだ」

「分かりやした。で、姉あね御ごは？」

「そろそろ奴と直接やり合う準備をしないとね。あいつは直接この手で殺やりたい、いや、殺らないといけないんだ」

　その冷たい口調に、アマラは思わずゾッとなる。

「じゃあ、行きな。連れん絡らくはまたこっちからつけるから」

「へい」

　扉とびらが開き、ダル・ハーが中から出てきた。

　アマラはとっさに物もの陰かげに身を隠かくし、いったんダル・ハーをやり過ごしてからその背中に声をかけた。

「あら、ダル・ハーじゃない？」

　ダル・ハーはギクリとし、跳とび上がった。

「よ、よお、アマラ！　こんなところで会うなんて、奇き遇ぐうだなあ、ハハハ！」

　賞金稼かせぎは哀あわれなくらいに動転している。

「そうね。今の建物から出てきたみたいだけど、誰だれかと一いつ緒しよ？」

　アマラはさり気げなく尋たずねた。

　おそらく、中にいるのはリックが捜さがしていた女に間ま違ちがいない。

　危険な相手だが、顔を見るなら今が千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だ。

「と、と、と、とんでもねえ！　一人だよ、一人！」

「そお？」

　アマラは扉に手をかけ、大きく開いた。

「わっ！　止よせ！」

　慌あわてて扉とアマラの間に割り込もうとするダル・ハー。

　しかし……。

「……な、なあ、いないだろ？」

　ダル・ハーは安あん堵どのため息をついた。

　中はもぬけの殻からだった。

　廃はい屋おくの内部には、先ほどの声の主の姿はなかった。ほんの一いつ瞬しゆんのうちに女は姿を消していたのだ。

「…………」

　アマラは扉を閉めた。

「……ダル・ハー、一いつ杯ぱい奢おごるわ。積もる話もありそうだし」

　彼女はにこやかな笑顔を作って、賞金稼ぎを振り返った。







　第四章　ヴォージェラ







「でね、でね、追い駆かけっこが終わったら、今度はただ剣を早く抜ぬくだけの練習だって。クラリッサも首傾かしげてたけど、リックの奴やつ、なに考えてんだろ？　そんなので勝てるようになるのかなあ？」

　ピュティアはこんがりと焼けたビスケットを頰ほお張ばりながら、まくしたてた。

　スノリに誘ゆう拐かいされかかってから三日後。すっかり元気を取り戻もどしたピュティアはヒュオンと階下の酒場で待ち合わせて、退たい屈くつしのぎの相手をさせていた。

「面おも白しろいね。……それで？」

　忍にん耐たい強づよくヒュオンはピュティアの話に耳を傾かたむける。

　だが……。

「こら、ピュティア！」

　酒場の入口のところに現われた人ひと影かげが、ピュティアの背中に鋭するどい声を浴あびせた。

「ヤバい、アマラだ」

　ピュティアはしまったというように舌を出し、振ふり返った。

「……それにダル・ハー」

　アマラの後ろに立つ賞金稼かせぎの姿を目にすると、少女は露ろ骨こつにいやな顔をした。

「どうしてこいつと一いつ緒しよなのさ？」

　アマラは肩をすくめた。

　この三日間、彼女はダル・ハーに張りついていた。廃はい屋おくでダル・ハーに声をかけた後、直接問い詰つめることはせず、謎なぞの女と再び接せつ触しよくするのを待っているのだ。

　ダル・ハーの方も、リックに近づくためにアマラを利用できないものかと考えて、彼女に取り入っていた。

「そう言うなよ、ピュティアちゃん。俺おれも心を入れ替かえて、あんたらの役に立ちたくてこのアマラに仲立ちを頼たのんだんだぜ」

　気持ちの悪い猫なで声に、ピュティアはそっけなく手を振った。

「役に立ちたいんなら、目の前から消えな。胡う散さん臭くさいんだよ、あんた」

（ふふ、鋭するどいわね。でも今、ダル・ハーに消えられちゃ、こっちが困こまるのよ）

　アマラはピュティアを宥なだめにかかる。

「まあまあ、これでも多少腕に自信はあるみたいだし、機会をあげてもいいんじゃない？」
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「……あんたがそう言うんなら」

　アマラの天てん幕まくで看かん護ごを受けた手前、ピュティアも歯切れが悪くなる。

「そう、それより、ちゃんと治ち療りようを受けなきゃ駄だ目めじゃない。アリシアが心配していたわよ」

　アマラは話題を変えてピュティアを問い詰めた。毎日アリシアの手当てを受ける約やく束そくが、今日はまだ姿を見せていなかったのである。

「も、もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ピュティアは笑って誤ご魔ま化かそうとした。

　アマラも苦にが手てだが、ピュティアはアリシアがもっと苦手だった。

　ひりひりする湿しつ布ぷを張る上に、この上もなく不ま味ずい薬を飲ませるのだ。

　あの可愛かわいらしい顔を見るだけで、口の中に薬の味が蘇よみがえってくる。

　あのセイルという青年が一緒にいる時は、あとから蜂はち蜜みつを舐なめさせてくれるからまだ我が慢まんができるが、アリシア一人の時には容よう赦しやがなかった。

「大丈夫かどうかを決めるのはアリシア。あなたじゃないの」

　と、正論を述べるアマラ。

「……さてと、俺は退たい散さんするか」

　巻き込まれてはかなわないと、ヒュオンが立ち上がった。

「じゃあ、またな」

「えっ、……うん。気をつけてね」

「ああ、大丈夫だよ」

　ピュティアはヒュオンが出ていくのをちょっと心配そうに見送った。

　武術使いたちの私し闘とうは続いており、幾いく人にんかの剣けん豪ごうがこの三日間に倒たおれ、また多くが無む益えきな争いを避さけて町を離はなれていた。

　タレントゥムの住人たちも、彼らの名を求めての争いに倦うみ始めていたのである。

「……あれ、誰だれ？」

　ヒュオンが消えると、アマラが興きよう味み津しん々しんの様子で尋たずねた。

「はは～ん、あなたフレオリックの他に……？」

「そ、そんなんじゃないったら」

　ピュティアは慌あわてて彼と話すようになったきっかけを説明した。

「……いい人なんだよ、軽そうだけど」

「何だ、つまらない」

　アマラは心底残念そうな顔をした。

　一方、ダル・ハーは、

「いい人ねえ……、あれが？」

　と、ヒュオンが出ていった扉とびらを見つめたままつぶやく。

「……あんたらって」

　ピュティアは深いため息をついた。




　フレオリックと、例によって半死半生のクラリッサが戻もどってきたのは夕方になってからだった。

「へへへ、フレオリック様～」

　と、リックの姿を見るなり、ダル・ハーは擦すり寄っていった。

　そのあまりの卑ひ屈くつさに、アマラの背筋を寒気が走る。

「……何な故ぜ、貴様がここにいる？」

　フレオリックはチラリと冷めた視線を賞金稼かせぎに投げかけた。

「厄やつ介かい事ごとを抱かかえてるんでしょう？　フレオリック様の一の子分のこのダル・ハー、役に立てることはないかと思いやしてね」

　と、ダル・ハーは飽あくまでも下した手でに出る。

「貴様が前に子分を名乗った時は、確か翌日には傭よう兵へいと手を組んでいたな」

「私が連れてきたのよ」

　そこにアマラが口を挟はさんだ。

　何故だ、と訝いぶかしげに自分を見るリックに、彼女は目配せする。

　考えがあってのことだと伝えるためだ。

　リックはすぐに了りよう解かいし、目で合図を返す。

「仕方がない」

　彼は賞金稼ぎを振ふり返った。

「ただし、また裏切るようなことがあれば、今度は容よう赦しやしない」

「わ、分かってまさあ、リック様～」

（……この男には誇ほこりというものが欠かけ片らもないのかしら？）

　リックの靴くつさえ舐なめかねないダル・ハーの姿に、アマラはこめかみを押おさえた。




　翌朝からダル・ハーはピッタリとフレオリックの後をついて回った。

　クラリッサの訓練にまでついていき、ヴォージェラの言うような小さな装そう飾しよく品ひんを、リックがどこかに隠かくし持っていないか、必死になって観察したのだ。

　無論、彼なりにではある。

　しかし、目的の品らしきものはどこにも見あたらなかった。

　一度などは、

「フレオリック様～、指輪みたいなもの、持ってませんか？」

　と、尋たずねてもみたのだが、答ろえは否いなだった。

　ダル・ハーの動向から例の女の正体を探さぐうとしていたアマラなどはこれを見て、

（もっとさり気げなく聞けないのかしら、この能無しは！）

　と、胸の内で罵ののしる始末だ。

　この日、フレオリックはクラリッサの訓練を早々に切り上げたので、午後早くに宿に戻ったダル・ハーは、酒場で待っていたピュティアにまで質問した。

「ピュティア、お前、フレオリックから指輪貰もらっただろ？」

「指輪？」

　それってもしかして……。

　ピュティアの顔が真っ赤になった。

「ど、どうして指輪なんか。……リックがそんな話、してた？」

「いや、全然」

「こ、こいつ！　からかったね！」

　ピュティアは手近にあった箒ほうきを引っつかむと、ダル・ハーの頭をバシバシと叩たたいた。

「ててっ！　何しやがる！」

　クラリッサは必死で笑いを堪こらえていたが、我が慢まん仕切れなくなってとうとう吹き出した。

　例によってリックに抜ばつ刀とうの練習だけを延々と繰くり返しやらされた後で、心も腕も鉛なまりのように重かったのだが、この二人のやりとりを聞いていると、仇かたき討うちのことを考えて張り詰め通しの神経が休まる思いだ。

「もう、あんたまで！」

　ピュティアは頰ほおを膨ふくらませた。

　そこに、ダイモニオンをともなったリックがやってくる。

　ダイモニオンはこの黒こく衣いの剣士を雇やといたがって、しきりに話を持ちかけているのだが、リックの方はほとんどその話に興きよう味みを示してはいなかった。

「ねえ～、リック、ちょっと聞いてよ！　こいつ、人を馬鹿にして～」

「いい遊び相手だな」

　と、リックはそっけない。

「もう！　こんなヤツ追い出してよ！」

「バカヤロ！　俺だって指輪の在処ありかさえ聞き出せりゃこんなとこ……」

　一同はまじまじとダル・ハーの顔を見た。

「……やべ」

　ダル・ハーは自分の口を両手で塞ふさいだが、もう手て遅おくれだ。

「何の話です、指輪って？」

　クラリッサが問い詰める。

「ははん、やっぱりこいつ、何か企たくらんでたね！」

　と、ピュティア。

「もう！　救いようのない間ま抜ぬけね」

　とうとうアマラも見み離はなした。

「泳がせておくつもりだったのに、こんなに簡単にボロを出すなんて！」

「結局、丸一日誤ご魔ま化かし通すことさえできなかった訳わけかい。これはこれは」

　ダイモニオンが腹を抱かかえて笑う。

「き、貴様ら、勘かん付づいてやがったな！」

「……あなた、うちの一座じゃ雇えないわね、その演技」

　アマラは腕を組んで賞金稼かせぎを冷ややかに見る。

「フレオリック！　てめえもか！」

「まあな」

「畜ちく生しよう！　好きにしやがれ！」

　ヤケクソになったダル・ハーはテーブルの上にどっかと胡坐あぐらをかいた。

「そう言われてもね」

　ふうっと銀髪を搔かき上げるアマラ。

「こっちは、あなたがもう一度女と連れん絡らくを取るのを待っていた訳だから」

「はっ！　そりゃ無理だな！　ヴォージェラは俺にも居場所は教えねえ。向こうに用がある時だけ、突とつ然ぜん現われるんだからな！」

「……そう。ヴォージェラっていうの、あの人」

　アマラは微ほほ笑えんだ。

「結構、いい女だったな」

　と、これはダイモニオンである。

「し、しまったあ！」

　頭を抱えるダル・ハー。

「その調子で吐はいてね」

　銀髪の女はウインクする。

「……でも、もうその必要はないかも知れません」

　じっとダル・ハーを見ていたクラリッサが言った。

「な、何でえ？」

　少女は戸と惑まどうダル・ハーの背の戦せん斧ぷに手を伸のばした。

　そして、その柄えに目立たぬように結びつけられていた紙を解ほどくとアマラに渡した。

　アマラはそれを広げて読み上げる。

「ええと、『今夕、マレオティス邸ていの中庭にて。差しでやれるのを楽しみにしてるよ、ヤーバシアのフレオリック』だって……」

「これ、ずっと縛しばってあったの？　全然気がつかないで？」

　呆あきれるピュティア。

「どうやらあなた、ただの伝言係だったみたいね」

　クラリッサも、つくづく気の毒というような顔をする。

「何だとぉ～」

　ダル・ハーは座すわり込んだ。

「じゃあ、俺の努力は？」

「もとから期待されてなかったみたい。一日でバレるとその人も思っていたのね」

「チックショー！　どいつもこいつも俺様をコケにしやがって！」

「言える立場かい？」

　ピュティアはもう一度、ダル・ハーの頭に箒ほうきを振り下ろした。
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　リックたちがマレオティス邸を訪おとずれると、当主のウスクが彼らを出で迎むかえた。

「これはデルカイン夫妻」

　ウスクがリックとアマラに丁てい寧ねいな挨あい拶さつをすると、ピュティアはアマラをにらんだ。

「……夫妻だってえ？」

　アマラは知らん顔である。

「ザモーラのヴォージェラ様が中庭でお待ちです」

　ウスクは告げた。

「……残りの方はお連れで？」

　ピュティアとクラリッサ、それにダル・ハーとダイモニオン。

　貴族のお供ともにしては異様な面めん々めんである。

「気にしなくていい。身内だ」

　リックはうなずいた。

「そのヴォージェラさんという方、ずっとこちらに？」

　アマラが尋たずねる。

「ええ。ザモーラからの賓ひん客きやくですので。何しろザモーラ太たい主しゆ家けは、うちの顧こ客きやくの中でも一番の取り引き相手ですので」

　なるほど、アマラがいくら街まち中じゆうを捜しても見つからない訳だ。

「……あの、私が立ち会う必要がございますか？　これでいろいろと忙いそがしい身でして……」

　尋じん常じようならざる雰ふん囲い気きを察したのか、ウスクはいささか及および腰ごしである。

「構かまわないでいい。場所は分かる」

　リックは答えた。

　そこに、家か令れいがやってきてウスクの耳に何かささやく。

「……審しん問もん官かん殿どのが？」

　と、言いかけたウスクは小声で何事かを家令に命じた。

　そして家令が急いで館やかたの方に去ると、

「では、私もこれで……」

　と、挨拶もそこそこにウスクも後を追った。




「待ってたよ」

　ほんの一週間前には武術大会で賑にぎわいを見せていた中庭に、長身の女が独ひとり、深しん紅くの夕日を浴あびて立っていた。

「ヴォージェラ様～！」

「逃にげるな！」

　駆かけ寄ろうとするダル・ハーを、ピュティアが蹴け倒たおして踏ふんづけた。

「お前か、愚おろか者ものどもをけしかけて寄よ越こした女は？」

　リックが尋たずねる。

「今になってどうして姿を現わした？」

「どうもあんたは、あたしが聞いていた話とは随ずい分ぶんと違う人間のようだからね。直接やり合ってみたくなったのさ」

「入念な招待状を寄越したのもお前か？」

「招待状？　知らないねえ」

　言っていることの意味が分からないというようにヴォージェラは眉まゆをひそめる。

　その瞳ひとみに偽いつわりの色はない。残念だが、彼女もまた外はずれのようだ。

　では一体、このタレントゥムに自分たちを呼び寄せたのは誰だれなのだ？

　その目的は？

　すべては振ふり出しに戻もどった。

「ついでに言っとくけど、あんたの追っているクレオン殺しとも関係ないよ」

　その言葉に、クラリッサの顔に失望とも安あん堵どとも取れる複雑な表情が浮かんだ。

「あたしの雇やとい主ぬしはザモーラの太主。欲しいのはあんたの命と、あんたが隠かくし持っている国こく璽じさ。国璽の在処ありかはそこにいる間ま抜ぬけのダル・ハーに探らせようとしたけど、やっぱり何の役にも立たなかったねえ」

「コクジ？　何それ？」

　小声でアマラに尋たずねるピュティア。

「馬鹿ね。国を治おさめる人が、その権限を示すために大切な書類に押す印章のことよ」

　アマラはなるべく簡単な言葉を選んで答えた。

「……ケンゲンとインショウってのがよく分からないんだけど？」

　アマラは説明を諦あきらめた。

「まあ、構わないさ」

　ヴォージェラは肩をすくめた。

「国璽はあんたの死体から探すことにするよ」

「できるかな？」

　と、リックはさらりと返す。

「おい、やるのか？」

　ダイモニオンが渋しぶい顔でこっそりと尋ねる。

「仕方あるまい。手は出すなよ」

　そうダイモニオンに釘くぎを刺さしてからリックは振り返り、腕組みをして立つ女を見た。

「そのまま丸まる腰ごしで戦おうというのか？」

「武器を持たぬ女じゃ相手にならないかい？」

　ヴォージェラは嘲ちよう笑しようを投げかけると、次の瞬しゆん間かんには行動を起こしていた。

　間かん髪はつを入れず、滑すべるようなすり足で距きよ離りを詰つめると、リックの懐ふところに入り込んだのだ。

「…………！」

　黒こく衣いの剣士は、半身になってこれをやり過ごそうとする。

　だが、余よ裕ゆうを持ってかわしたはずが、その首筋を何かがかすめた。

　少量だが、鮮せん血けつがパッと飛び散る。

「ちっ！　踏ふみ込みが甘あまかったか！」

　ヴォージェラは舌打ちし、大きく跳ちよう躍やくして間合いを取った。

　確かに、あとほんの半歩前に出ていれば、フレオリックの頸けい動どう脈みやくにまで傷は達していただろう。

　さすがのフレオリックも、わずかに眉まゆをひそめる。

　ヴォージェラが一体どこから武器を出し、どう攻こう撃げきをかけたのか、見み極きわめることができなかったのだ。

「……こりゃいけるかも知れねえ」

　ピュティアに踏みつけられながらも、ダル・ハーはほくそ笑んだ。

「まさか……隠し武器か!?」

　ダイモニオンが唸うなる。

　彼の目にも、ヴォージェラが何かを握にぎっているようには見えなかった。

　しかし現実に、女暗殺者は浅手ながらリックに傷を負おわせた。

　武器は、どこかにあるのだ。
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「…………」

　リックは首筋に指を当てて出血を拭ぬぐうと、戒いましめとするかのようにその指を舐なめた。

　そして、グリードの剣先を上げて正せい眼がんに構える。

　完全に守りの型に入って、相手の動きを見定めようというのだろう。

「やけに慎しん重ちようじゃないか！」

　ヴォージェラは再び攻撃に出た。

　両手を背に回し、低い姿勢でリックの左にすり足で走り、跳躍して間合いに飛び込む。

　だが、リックは受け手を翻ほん弄ろうするようなその動きを無視し、目を閉じて身を深く沈しずめた。

　キーン！

　金属音が響ひびき渡る。

　斜ななめ上に走ったグリードが、目を狙ねらったヴォージェラの一撃をガッチリと受け止めていた。フレオリックは、今度は視覚で相手の動きを捉とらえようとせず、その殺意を見切ったのである。

　だが……。

「あれは？」

　氷ひよう刃じんに阻はばまれたヴォージェラの得え物ものを見て、クラリッサは啞あ然ぜんとした。

　細く、鋭するどく、長い暗殺具。

　グリードの刃やいばに払はらわれても、折れも砕くだけもしなかったその武器。

　それは、異常な長さにまで伸びた爪つめだったのだ。

「爪が……伸びてるよ？」

　ピュティアも、長剣に匹ひつ敵てきする長さにまでなったその爪に驚おどろきを隠かくせない。

「……そうか！　ラクヌンガか！」

　ダイモニオンがポンと手を打った。

「あれを使えば身体の一部を変化させることができる！」

「まさか！　供給元は断たれたはずよ！」

　と、アマラが反論した。

　肉体を己おのれの意のままに変身させられる危険な麻ま薬やくラクヌンガ。

　獣じゆう化か剤ざいとも言われるこの麻薬を作らせていた張本人は、黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうの遺い跡せきとともに永遠の眠ねむりについているはずなのだ。

「ふふ」

　ヴォージェラは爪を元の長さに戻した。

「あたしの身体は子供の頃ころから獣化剤浸づけでね。もう薬抜きでも変化できるんだよ！」

　グリードを引く間を与あたえず、今度は彼女の髪が蛇へびのように変化し、リックの右腕と首に巻きついた。

「最後のダンスは踊おどってくれるんだろ？」

　髪がリックを引き寄せ、ヴォージェラの身体と密着させる。

　ここまで近づけば、剣は役に立たない。

「いくら何でも……」

　さすがにダイモニオンが剣の柄つかに手をかけた。

「止よせ！」

　それを制するリック。

「最初に言ったはずだ、これは私の戦いだと」

　その強い調子に、ダイモニオンも下がらざるを得ない。

「いい覚かく悟ごだ」

　ヴォージェラは笑い、両手をリックの頰ほおに当てた。

「ご褒ほう美びに一いつ瞬しゆんで片をつけてあげるよ」

「やれるかな？」

　爪が伸び、頭ず蓋がいを貫つらぬく寸前に、リックはヴォージェラの足の甲を踵かかとで踏ふんだ。

「くっ！」

　女暗殺者が身を屈かがめる隙すきに、リックは強ごう引いんに髪を振ふり解ほどき、グリードを鞘さやに収める。

　そして、利きき足を大きく踏み出しての抜ばつ刀とう。

　一流の剣術使いでも、打ち破ることの不可能な速度と威い力りよくだ。

　ところが……。

「見切った！」

　ヴォージェラは爪でグリードをはね返した。

　リックはその反動を利用して身体を回転させ、袈け裟さ掛がけに斬きり下ろす。

「これも！」

　髪の毛が軌き跡せきを正確に読んで氷ひよう刃じんに巻きつき、その動きを止めた。

「何であたしが剣術使いどもをあんたにけしかけたと思う？　わざわざダル・ハーの阿あ呆ほうと手を組んで、あんたの過去の戦いについての話を聞き出したのはどうしてだか分かるかい？　すべてはあんたの剣を知るためさ！　あたしにはあんたのどの技わざも通用しない！」

　ヴォージェラは勝ち誇ほこり、両手の指先をすべてリックの心臓に向けた。

「……どの技も？」

　リックは口元に笑みを浮かべた。

「あのような雑ざ魚こどもを相手に、私が奥おう義ぎを使ったとでも思うのか？」

　グリードの銀の刃やいばに冷気が集まり始める。

「氷ひよう竜りゆう！」

　蒼あお白じろい冷気の雷いかずちが氷刃から迸ほとばしり、髪の毛を断ち切った。

　リックは、ギュンと伸びて自分を突つき刺さそうとする十本の爪をギリギリのところでかわして間合いを詰め、左の逆さか手てにグリードを持ち替えると、柄つか頭がしらをヴォージェラの右肩に打ち込んだ。

「まだ！」

　鎖さ骨こつが砕くだける激げき痛つうに顔を歪ゆがめながら、なおもその爪をリックに向けるヴォージェラ。

　キキーンッ！

　グリードの先せん端たんが弧こを描えがき、断ち切られた爪が宙を舞まった。

　その一本が、ヴォージェラ本人の太ふと股ももを貫つらぬく。

「馬鹿な！」

　女暗殺者は転てん倒とうした。

　その喉のど元もとに冷気をシュウシュウと放つ氷刃の先端が突きつけられる。

「……終わりだ」

　黒衣の剣士は告げた。

「やったあ！」

　抱きつき合い、跳とび上がって喜ぶピュティアとクラリッサ。

　アマラもホッとため息をつく。

「女は殺さないなんて、偽ぎ善ぜん者しやぶったことは言わないだろうね？」

　ヴォージェラは挑ちよう戦せん的な視線でリックを見上げた。

「義理の姉を手にかけりゃ、あんたの悪名もさらに上がるってもんだよ」

「…………！」

　リックはヴォージェラの顔を食い入るように見つめた。

　一いつ瞬しゆんおいて、滅めつ多たに感情を示さないその顔に、何か恐おそろしい事実を発見したかのような動どう揺ようが現われた。

「まさか……」

　ヴォージェラはうなずいた。

「その通り。あたしはヤーバシア王おう妃ひヤズミナの腹はら違ちがいの姉ってことになるんだ」

「じゃあ、ザモーラ太たい主しゆの？」

　アマラも驚おどろきの色を隠せない。

「あの方とは一度しか会ったことはないけどね。ザモーラ太主アルゲニブは、侍じ女じよだったあたしの母親が身み籠ごもったことを知ると、都みやこから離はなれた館やかたに軟なん禁きんし、ごく少数の側近以外には知られないようにしてあたしを産ませたんだ。そして、まだ乳離れもしないうちに母親から引き離し、暗殺術を叩たたき込んだのさ。エレネイ統一の野や望ぼうを果たすための道具としてね」

「そんな……、父親なんだろ？」

　ピュティアには信じられない話だ。

　だが、ヴォージェラは笑った。

「あの方はそういう人さ。自分の野望のためなら、何だって犠ぎ牲せいにする。ヤズミナも、その下の妹も……。フレオリック、そもそもあんたの弟に謀む反ほんの考えを吹き込んだの、誰だと思う？」

「何だと？」

「あの方はヤーバシアが欲しかった。それで、あんたの弟をけしかけたのさ。もちろん、謀反が失敗するのは折り込み済み。あんたを討つ大義名分を手に入れたかっただけ。そのためにヤズミナは死んだんだよ」

　ヴォージェラの顔から初めて、冷笑が消えた。

「……あたし、あの子とは話したこともないけど、ヤーバシアに輿こし入いれする時の行列を今でも覚おぼえているよ。純白の衣い裳しように包まれて馬車に乗ったあの子の綺き麗れいだったこと。ああ、あたしは一生日の目を見ないけれど、この子がその分、幸せになってくれる。そう思うと、何だかその幸せを分けてもらっているみたいだった。でも、あんたはあの子を……、自分の妻を殺した！」

　ヴォージェラの言葉は、鋭するどい剣のようにリックの胸を貫つらぬいた。

「あの子に非がなかったとは言わないさ。でも、殺すことはなかった。あんたと父が、二人してヤズミナを殺したんだ！」

　ヴォージェラは膝ひざに顔を埋うめた。

「太主は実質的にはヤーバシアを支配しているけど、あの国を正式にザモーラに併へい合ごうするには、どうしてもあんたの持っている国こく璽じが必要なんだ。だからあたしがあんたを殺やって、国璽を手に入れ、それを持って太主のところへ行ってあいつも殺す。その計画だったけれど、どうやら失敗だね。さあ、早く片をつけておくれ」

「…………」

　リックはグリードの鞘さやの金具に指をやり、パチンと起こした。

　すると、飾かざりに見えた金具の一部が外はずれ、彼の手の中に落ちた。

「持ってゆけ」

　リックはその手を差し出した。

　その上にのっていたのは、装そう飾しよく文字の印章がついた黄金の指輪。

　ヤーバシア王国の全権をその持ち主に委ゆだねる国璽である。

「……そんなところに持っていたのかい」

　ヴォージェラは顔を上げる。

「国を出た時に、捨すてておくべきだったのだ」

　リックは頭を振った。

「お情けはごめんだよ」

　女暗殺者は国璽をつまみ上げ、ふっと笑うとまたリックの手の上に戻した。

「この手であんたを殺って、その上で手に入れる。そうじゃなくちゃ、ヤズミナに合わせる顔がないよ」

「……好きにするがいい」

　リックは国璽を鞘の金具に戻した。

「だが、その様子では今は戦えまい。傷を治なおしてからまた挑いどむことだ」

「リックさん！」

　クラリッサが信じられないといった顔つきで剣士を見上げた。

「おいおい、いいのかよ？」

　ダイモニオンも目を丸くする。

「あまりあたしを甘あまく見ないことだね。今、逃にがすと後で後こう悔かいすることになるよ」

「甘く見ているわけではない。ただの気き紛まぐれだ」

「ただの……気紛れか……」

　ヴォージェラは頭を振り、立ち上がった。

　足の傷の痛みにふらつくところを、クラリッサが駆かけ寄って支える。

　その手を優しく押しやって、ヴォージェラはゆっくりと歩き出した。

　そして……。

「……やっぱり借りは作りたくないな。一つ教えておこうか？」

　一同が黙だまって見送る中、屋や敷しきの門まで進んだところで彼女は振り返った。

「クレオンとかいう男が殺られた場面を、そのダル・ハーが見ているよ。殺った奴やつが知りたきゃ、その男を絞しめ上げるんだね」

「ヴォ、ヴォージェラ様！」

　ダル・ハーは情けない声を上げた。

「フレオリック」

　ヴォージェラはもう一度、黒衣の剣士の顔を見た。

「次に会う時は、どちらかが死ぬ時だよ。いいね？」

「ああ」

　女暗殺者はフレオリックに再び背を向けると、足を引きずりながら幻まぼろしのように暗くら闇やみの中に消えていった。

「……さて」

　リックは視線をピュティアの足の下の賞金稼かせぎに移した。

「ど、ど～も、旦だん那な」

　誤ご魔ま化かそうとするダル・ハー。

「この爺じじいならあたしに任まかせてよ」

　ピュティアがブーツから短剣を抜き、ダル・ハーの鼻先に突きつける。

「ピュ、ピュティア！　てめえ！」

「……あたしさ、このところ機き嫌げんが良くないんだ。口には気をつけた方がいいよ」

　短剣の刃がスッと首筋まで下がった。

「は、はい……」

「さあ、吐はきな！　クラリッサの父さん、殺ったのはどんな奴さ？」

「どんな奴も何も……」

　ダル・ハーはあっさりと白状する。

「ピュティア、おめえが昨日きのうの夕方話してた相手だぜ。ほれ、あの口くち髭ひげの。……確かヒュオンといったっけな」

　ピュティアは短剣を取り落とした。
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「いやあ、とうとう分かっちゃったか」

　酒場で温あたたかい葡ぶ萄どう酒しゆをやっていたヒュオンは悪わる怯びれた様子もなく、頭を搔かいて笑った。

「まだ生き残っている自じ称しよう剣けん豪ごうどもをあらかた殺やってから相手になろう、と思っていたんだがね」

「では、認めるんですね」

　静かにクラリッサが確認する。

「ほ、本当にあんたなの？」

　とは、未いまだ半信半疑のピュティア。

「噓うそはつかないよ」

「あんた、最初の夜はずっと女と一いつ緒しよだったって！」

「それは確かさ。だけど、俺だって便所ぐらい行くし、そのついでにね」

　バシッ！

　クラリッサの平手がヒュオンの頰ほおを打った。

　葡萄酒の杯さかずきがテーブルから落ち、砕くだけ散る。

「……だけど、勝負は正々堂々としたものだったぜ」

　ヒュオンは惜おしそうに陶とう器きの杯の欠かけ片らを蹴けった。

「噓よ！」

　クラリッサは叫さけんでヒュオンにつかみかかる。

「だから、噓はつかない」

「噓！　父さんがあなたのような人に！」

「やめろ、クラリッサ」

　リックが少女の腕をつかんで制する。

「確かに、この男ならクレオン殿と渡り合える」

「ああ、俺は見たぜ」

　と、ダル・ハー。

「爺さん、一ひと太た刀ちも浴びせられずにやられちまったよ」

「……あんたは黙だまってな、この日ひ和より見み野郎！」

　ピュティアが力いっぱい脛すねを蹴った。

「アクーザルはどこにある？」

　リックが尋たずねる。

「寝室だよ。あれ、結けつ構こう目立つんでね」

「なあ、毎晩のように武術家が倒されているのもお前さんの仕し業わざか？」

　と、口調のわりには厳きびしい顔のダイモニオン。

「おいおい、尋じん問もんかい？」

　ヒュオンはにこやかな表情を崩くずさない。

「まあ、大体はね。あのアクーザル、血を吸わせないと大人おとなしくしていてくれないんだ」

　彼は立ち上がり、窓を開いて身を乗り出した。

「ふ～、冷え込むな。この分じゃ、今夜も雪か……」

　灰はい色の空を見たヒュオンは、振り返ってリックに尋ねた。

「……で、いつ、どこにする？」

「明朝、夜明けではどうだ？　場所はそちらに任まかせよう」

「早ければ早いほどいいか……。構わないぜ。場所は墓はか場ばだ」

　彼は悪戯いたずらを企たくらむ少年のように笑った。

「後の手間が省はぶけるだろ？」
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　その夜遅おそく……。

　リックの部屋の扉とびらをコツコツと叩たたく音がした。

「入れ」

　静かに扉が開かれ、クラリッサが姿を見せた。

「少し、お話ししてもいいですか？」

「ああ」

　寝台に腰を下ろし、鹿しか皮がわでグリードの手入れをしていたリックは、テーブル脇わきの椅い子すを目で示した。

　テーブルの上には、二ふた振ふりの剣が置かれている。

　装そう飾しよくを一いつ切さい廃はいした、小型の片ダ刃ー剣ク。

　ハヴロックがクラリッサのために鍛きたえたものである。

　頑がん固こな剣けん匠しようがこれを打ち終わったのは、今日の午後のこと。あの気き難むずかしい男がわざわざ自分の足でフレオリックの元に届とどけにきたのだ。

　残念なのはクラリッサがこの二振りの剣に触ふれる機会がほとんどなかったこと。

　あと数日の余よ裕ゆうがあれば、その扱あつかいに慣なれることもできただろうが……。

「いい剣ですね」

　クラリッサは剣の剝むき出しの刃に指を這はわせながらつぶやくように言ったが、それっきり口をつぐみ、椅子に座すわろうとはしなかった。

　蠟ろう燭そくの揺ゆれる灯あかりだけがぼんやりと、沈ちん黙もくする少女の顔を照らし出す。

　静かに、時だけが流れる。

「……今なら、止やめられるぞ」

　しばらくして、穏おだやかな口調でリックは言った。

「老ろう醜しゆうをさらして生き延び、忘れ去られて後に土に還かえるより、剣を握にぎったまま燃え尽つきることをクレオン殿は望んでおられた。それ故ゆえ、泥でい酔すいした身でヒュオンとの戦いに臨のぞみ……」

「知っています！」

　クラリッサは、リックの言葉を遮さえぎった。

「だから……、だから許せなかった。自分の意地のために、私を一人捨てて勝手に死んだ父さんを。私が剣をあなたに習ならおうとしたのは、そんな父への復ふく讐しゆう。父の仇かたきをこの手で倒し、父の名を越える剣術使いになるためでした。……でも、今はそんなこと、どうでもいいんです！」

　少女はリックにしがみつくと、その胸に顔を埋うずめた。

　隙すき間ま風かぜに燭台の燈ひがふっと消え、あたりが暗くら闇やみに包まれる。

「……止よすんだ」

「今だけ……、ピュティアがいることは分かっています。……でも、この瞬しゆん間かんだけ、私のことを考えて」

「……ああ」

　リックは闇の中、優しくその背中を撫なでた。

　その想いが受け入れられぬことを知る、孤こ独どくな娘の背を……。
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　そして同じ頃ころ……。

『ティーズの驚きよう異いの一座』、アリシアの天てん幕まくを訪おとずれる人ひと影かげがあった。

「失礼、お嬢じようさん。ここにブロンディングという人がいると聞いたのですが？」

「…………」

　ブロンディングの名を耳にして、アリシアは用心深く入口の垂たれ幕を引き上げた。

　そこに立っていたのは二十代前半の青年で、その風ふう貌ぼうにはどことなく酷こく薄はくそうな印象がある。

「ええ、いるわ。それが何か？」

　少女は慎しん重ちように答えた。

「その方の身に降りかかろうとしている危険のことを、お知らせに参りました」

「危険？」

　アリシアは息を吞のんだ。

　ギリギリのところでクネプの破は戒かい僧そうを撃げき退たいしたのは、つい先日のことなのに？

　どうして、あの人だけがいつも辛つらい目に遭あうの？

　アリシアは胸がギュッと締しめ付けられるような思いがした。

　それが他の仲間のことを思う時の気持ちより、ずっと強い感情であることに、本人は気づいていなかったが……。

「そうです。絶対の危機が迫せまっているのですよ、セイル・グレイ君にね」

　青年はアリシアの肩に手を置いた。




　太たい鼓こを首から吊つるした一座のマスコット、ロケ少年がセイルの天幕に飛び込んできたのはそれから間もなくのことだった。

「どうしたんです？」

　ロケはセイルの手を引っ張った。

「どこかに連れていきたいんですね？」

　真しん剣けんな顔で少年はうなずく。

　ロケは両親を失って以来、ほとんど話すことがなくなっていた。大たい抵ていは太鼓を叩たたくことで自分の言いたいことを表現するのだ。

　だが今は、バチを握にぎる間まも惜おしいようだ。

　セイルは必死なロケの後について外に出た。

　少年が向かったのは、アリシアの天幕である。

　その前に立ったセイルは、ふと、違い和わ感かんを覚える。

　普ふ段だんは一番の宵よいっぱりで、かなり遅おそくまで明かりの消えないアリシアの天幕が、真っ暗になっている。

「……もし寝ているところに踏ふみ込んだら、悲鳴上げられちゃいますね」

　そうつぶやきながら、セイルはロケに続いて中に入る。

「アリシア？」

　彼は暗闇の中でささやいた。

「寝ちゃったんですか？　アリシア？」

　その間にロケが手て探さぐりで燭しよく台だいを見つけ、灯りを点ともす。

「…………！」

　薄うす暗ぐらい蠟ろう燭そくの炎ほのおに、無人の室内が照らし出される。

　そして、入って正面の衣い裳しよう箱ばこに、引き裂さかれたアリシアの白い衣裳が掛けられているのがセイルの目に映うつった。

　その衣裳の背中の部分には、太い字でこう書かれていた。




　セイル・グレイ

　明朝、北の広場で

　娘の命はお前にかかっている




　共通語で書かれたその文字は、暗赤色だった。

　血の色である。

　セイルはアリシアのお気に入りだったその衣裳をギュッと握にぎり締しめた。

「……ロケ」

　彼は今にも泣き出しそうな少年に声をかける。

「このこと、他の誰だれかに伝えましたか？」

　ロケは頭を横に振る。

「では、誰にも言わないでおいて下さい。きっとアリシアは連れ帰ります」

　セイルは安心させるように少年に微ほほ笑えみかけると、帰って寝るように促うながした。

　それから、厳きびしい表情で自分の天幕に戻もどった彼は、寝台の横に置かれた大きな木製の箱を引き出した。

　雨風にさらされて汚よごれたその細長い箱は、一見して棺ひつぎだと分かる。

　その中に眠るのは、セイルが愛したダレク大司教の娘、イフィーである。

　セイルはその蓋ふたに手をかけた。

「……イフィー。僕はここに長く居過ぎたようです」

　彼はつぶやき、蓋を開いた。

　その中には金髪に生前の名残なごりをとどめる木ミ乃イ伊ラが静かに横たわり、その両腕には黒い一本の杖つえを抱いている。

　これがエレネイ一の魔ま道どう士しの証あかし。一つの宇宙を閉じこめた最強の杖であり、使用者の命そのものを〝呪じゆ波は〟に変へん換かんする能力を持つ魔の杖。

　マギの杖である。

「イフィー、いいですね？」

　セイルは膝ひざをつき、優しく木乃伊に呼びかけた。

　その言葉に応こたえるように、木乃伊の手がゆっくりと上がり、杖をセイルの手に委ゆだねる。

　そして、セイルが握り締めた途と端たん、黒いマギの杖の中を駆かけ巡めぐる星々や銀河が、眩まぶしいまでに輝かがやきを増した。

　あたかも、旅の役者セイル・ブロンディングが魔道士に戻ったことを祝しゆく福ふくするかのように……。

「これを最後にしましょう」

　セイル・グレイは立ち上がった。







　第五章　アクーザル







　クラリッサがリックたちとともに墓ぼ地ちに着いた時、すでにヒュオンは崩くずれかけた墓はか石いしの上に腰を下ろして待っていた。

　彼が背に担かついでいる大剣、羊ひつじの皮に不器用に包まれた幅はば広ひろの剣が、おそらくアクーザルなのだろう。

「ヒュウ、随ずい分ぶんと立会人を集めたもんだ」

　ダイモニオンにアマラ、それにピュティアとダル・ハーまでもが揃そろっているのを見て、ヒュオンは口くち笛ぶえを吹ふいた。

「始めましょう、今さらお互たがいに何も言うことはないはずよ」

　クラリッサは、ハヴロックの鍛きたえた二ふ振たふりの剣を腰の左右に差していた。

　不思議と恐きよう怖ふはない。

　いや、むしろ自分の血が滾たぎるのを彼女は感じていた。

　今にしてはっきりと分かる。なぜ、父のクレオンが武術大会の優勝では満足せず、ヒュオンとの真しん剣けん勝負に挑いどんだのか。

　生か死かの境界に立つ興こう奮ふん。

　あの武術大会にはそれがなかった。

　偽いつわりの戦い、遊ゆう戯ぎに過ぎなかったのだ。

「怖おじけづいたんじゃないでしょうね？」

　クラリッサは上気した顔で不敵に微ほほ笑えんだ。

　だが……。

　それとは対照的に、少し離はなれた場所で見守るピュティアの顔は真まっ青さおだった。

「どうしたのよ？」

　ささやくアマラ。

「あたし……、クラリッサがどんな訓練をしたのか、ヒュオンに全部話しちゃったんだよ」

「…………！」

「どうしよう、クラリッサ、殺やられちゃうよ！」

　ピュティアはアマラの腕をギュッと握にぎる。

「……信じるのよ、あの人を」

　アマラはピュティアの肩に手をやり、じっとクラリッサを見つめるフレオリックの横顔を示した。

「クラリッサの剣の師しはあの人なのよ。負ける訳わけがない、あなたがそう信じなくてどうするの？」

　一方、ヒュオンは進み出て、かなり離れた間合いを取っていた。

「いつでもいいぜ」

「用意、始めって掛け声かけるのはやめにしましょうね」

　と、クラリッサ。

「ああ、やりたい時にやるさ」

　そうヒュオンがうなずいた瞬しゆん間かん。

　クラリッサは走り出していた。

　ヒュオンは慌あわてずに背のアクーザルを抜ぬく。

　赤い剣身が朝日を浴あび、毒々しくギラリと光った。

　だが、すでにクラリッサはヒュオンの懐ふところに飛び込んでいる。

　全体重を乗せて、右肩からぶつかってゆくクラリッサ。

　ヒュオンは左足を引き、これをやり過ごそうとするが、走ることと剣を抜くことだけを叩たたき込まれたクラリッサを引き離すことはできない。

　ただ、ヒュオンも並みの剣士ではない。

　ピュティアの話から、クラリッサの戦い方のおおよその見当をつけていた。

　先手を取り、体当たりからの二段抜ばつ刀とう。

　体勢を崩くずされたところに電でん光こう石せつ火かの攻こう撃げきを二刀でかけられれば、まず避さけようはない。

　もっとも、それは相手に読まれていなければの話。

「残念だったな！」

　ヒュオンは自みずからクラリッサにぶつかっていった。

　同時に体当たりをかければ、よろけるのは体重の軽い方だ。

　抜刀よりわずかに早く、クラリッサの華きや奢しやな身体が大きく弾はじき飛ばされる。

　ヒュオンはすかさず踏み込み、少女の肩かた口ぐちにアクーザルを振ふり下ろした。

（負けた！）

　クラリッサは死を予感した。

（……やけに遅おそく見えるものね）

　ほんの刹せつ那なの出来事なのだが、少女にはアクーザルがまるで静止しているかのように見えた。

　死の直前というのはそういうものなのだろう。

（先生、ごめんなさい）

　クラリッサは、最後に師の姿を捉とらえようと視線を移した。

　だが……。

　フレオリックは静かに、真まつ直すぐに自分を見つめていた。

（…………？）

　クラリッサは、師の灰はい色の瞳ひとみに映うつった自分の姿を見た。

　現実には見えるはずのないものだ。

　それが、今のクラリッサには見えた。

（どうして？）

　少女は愕がく然ぜんとした。

　リックが見ているクラリッサは、諦あきらめ、死を受け入れようとはしていなかったのだ。

　まだ、戦える。

　彼女は告げていた。

　瞳の中のクラリッサからは、闘とう志しが消え失うせてはいなかったのだ。

　これで終わりにするつもり？

　そんな易やすい決意だったの？

　挑ちよう戦せん的な闘志の炎ほのおをその目に燃やし、クラリッサはクラリッサに問いかけていた。

（……そうよ！）

　クラリッサは剣の柄つかを握にぎり直した。

（まだ、やれる！）

　そして、アクーザルが自分の身を切り裂さく寸前……。

　ギュンッ！

　ハヴロックの鍛きたえた小剣が鞘さや走ばしった。

　右手の剣がアクーザルの血の色の刃やいばをはね上げ、その下をかいくぐった左手の剣がヒュオンの胸を貫つらぬいた。

　そして、止まっていたクラリッサの時間が、再び正常に流れだす。

「……噓うそだろう？」

　ヒュオンは胸に刺さった剣を見下ろし、頭を振ふると仰あお向むけに倒たおれた。

　妖よう剣けんアクーザルは彼の手を離れて、赤茶色の大地に突つき立った。

「やった！」

　茫ぼう然ぜんと佇たたずむクラリッサのもとに、真っ先に駆かけ寄ったのはピュティアだった。

「クラリッサ、あんた、仇かたきを討うったんだよ！」

　ピュティアは抱だきついて喜ぶ。

　しかし、クラリッサは何の反応も示さなかった。

　小こ刻きざみに身体を震ふるわせ、少女は蒼そう白はくな顔をして立ちつくしていた。

（身体が動かない）

　左手以外のすべての感覚が麻ま痺ひし、筋肉が強こわばっている。

　ヒュオンの胸に剣を突き刺した時の、粘ねばり着くような感かん触しよく。

　鼻び腔こうの奥おくに残る血の匂におい。

　それだけが、鮮せん烈れつに残っているのだ。

（私、人を殺したんだ……）

「……クラリッサ？」

　少女の様子がおかしいことに気がつき、ピュティアが目をのぞき込む。

「……うっ！」

　突とつ然ぜん、クラリッサはしゃがみ込むと、その場で嘔おう吐とした。

「ど、どうしたのさ!?」

　戸と惑まどうピュティアが、その背中をさすった。
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「……初めて人間を斬きったのだ。当然だ」

　リックがやってきて、震えるクラリッサの肩に外がい套とうを掛けてやる。

「しばらく看みてやってくれるか？」

「うん」

　ピュティアはうなずいた。

　一方、その陰かげでダル・ハーがコソコソと動き始めていた。

「へへへ、まあ、持ち主が死んだ訳わけだしな」

　彼はアクーザルに手を伸ばした。

「……止やめとくんだな」

「ててっ！」

　そんな賞金稼かせぎの腕を捻ひねり上げたのは、ダイモニオンである。

「これはただの剣じゃない。下へ手たに手を出すと怪け我がじゃ済まないぜ」

　彼は凄すご味みのある顔でダル・ハーを見下ろした。

「けどよ、勿もつ体たいねえじゃねえか！」

「ダイモニオンの言葉に耳を傾かたむけた方がいいぞ。アクーザルはお前の手には負おえぬ品だ」

　リックもうなずく。

「……それに、そいつの引き取り手は他にいる」

　その時……。

　パチパチと、人を食ったような拍はく手しゆの音がした。

「いやあ、興きよう味み深い決けつ闘とうでしたね」

　そう言いながら、街まちからの道を下って現われたのは、あのウスク。

　豪ごう商しようマレオティス家の当主である。

「やはりお前が黒くろ幕まくか？」

　リックは灰はい色の目を細めた。

「謎なぞめいた山犬の襲しゆう撃げきから、友の娘の感動の復ふく讐しゆうまで、私の演出は気に入ってもらえましたかな？」

　ウスクはにこやかに語りかける。

「これでも結けつ構こう凝こったつもりでしてね。武術大会を名めい目もくに剣術使いの数を揃そろえても、やはりヤーバシアのフレオリックを欠いては無意味ですから」

「何が目的だ？」

「決まっているでしょう、あなたの力です」

　ウスクはアクーザルの前に歩み寄り、その柄つか頭がしらに手を置いた。

「アクーザルは意志を持つ剣。数世紀にわたって多くの命、それも優すぐれた腕を持つ者の命を奪うばうことで、無敵の剣となりました。この赤い刃やいばが、エレネイ最強と言われるあなたの血を吸った時、アクーザルは新たなる力を手に入れることになるでしょう」

「貴様が私を倒そうというのか？」

「いえいえ。私は、と言うより、私に関するすべてが、アクーザルによってこの街の人間に植えつけられた偽いつわりの記き憶おく。ただの幻まぼろしなのです。幻では、とてもあなたには勝てませんからね」

「幻ですって？」

　と、アマラ。

　彼女は街の人間に聞き込みをした時に、いつからマレオティス家が富ふ豪ごうとして名を成すようになったのか、答えられなかったことを思い出した。

「まさか……」

　街の住人だけではない。

　あのヴォージェラも、ザモーラ出入りの商人としてウスクのことを知っていたではないか？

「不可能だわ。不特定多数の人間の記憶に干かん渉しようしたなんて……」

「ああ。俺の目にも、こいつが蜃しん気き楼ろうの類たぐいには見えねえ」

　ダイモニオンも信じ難がたいという顔をする。

「すぐに分かりますよ。私はもうこの舞ぶ台たいからは退たい場じようです。ヤーバシアのフレオリック、あなたの相手には別の役者が控ひかえていますから」

　ウスクは人を食ったような一礼をすると、全身を硬こう直ちよくさせた。

「では、終しゆう幕まくを始めましょう」

　一瞬後、彼の身体は細かく震ふるえながら透すき通ってゆき、赤い葡ぶ萄どう酒しゆのような液体へと変へん貌ぼうしていった。

　血である。

　ウスクは真っ赤な鮮せん血けつの人形へと姿を変えたのだ。

「何なのよ、あいつは!?」

　ピュティアは放心状態のクラリッサを抱かかえて下がりながら、戦せん慄りつした。

「多分、今までにアクーザルが吸った血の集合体といったところね」

　さすがのアマラも、そのおぞましさに眉まゆをひそめる。

　ほんの二呼吸の間ほど、辛かろうじて人間の形を保っていたその血の塊かたまりは、ピュティアたちの方を見てニヤリと笑うと、突とつ然ぜん血柱と化して噴ふき上がり、四方に飛び散って驟しゆう雨うのようにあたりに降り注そそいだ。

　そして、その大量の血液は墓場の土に広がり、染しみ込んでゆく。

「さあ、立て！」

　ウスクの、いや、アクーザルの声が街外はずれの墓地に響ひびき渡った。

　その声に応こたえて、新しい墓のいくつかの墓石が揺ゆれ、倒たおれ、その下の赤茶色の土が不自然に盛もり上がり始めた。

　やがて、その土の中から剣が、そしてそれを握にぎる蒼あお白じろい手が何本も現われる。

「死体が……蘇よみがえるのか!?」

　ダイモニオンが柄つかに手をかける。

　ボロボロと崩くずれる土の中から起き上がったのは、その意志をアクーザルに支配され、肉体のみが冥めい府ふから舞まい戻もどった剣士たち。

　リックに倒された非情の策さく士しバアザ。

　破は戒かい蛇じや神しん僧そうスノリ。

　加えるに、バアザの闇やみ討うちで矢に倒れたスミルナの曲きよく刀とう使つかいティビュルス。

　さらに、アクーザルを手にしたヒュオンに斬きられた、ガリスの剣術指し南なんダンスタンと大亀き裂れつ地帯生まれの傭よう兵へいルクバー。

　すべて、一流と噂うわさに名高い者たちである。

　それがフレオリックを倒すため、再び武器を握っているのだ。

　そして……。

「……噓うそ」

　ピュティアに抱かれたクラリッサは、その姿に絶望を覚おぼえた。

　剣豪たちの先頭に立ち、アクーザルを構かまえた白しら髭ひげの男。

　それは紛まぎれもなく彼女の父、クレオンだったのだ。




　　　　＊　＊　＊




　一方、タレントゥムの北に位置する広場では……。

　中央広場や南門前の大広場と異ことなり、低所得者層が多く住み、治安が悪い街がい区くの中心にあるこの広場には普ふ段だんから人ひと影かげがほとんどない。

　異い端たん審しん問もん懲ちよう罰ばつ官かんトリアルの狙ねらいもそこにあった。

（地方支部の思想調査など下らぬ仕事だと腐くさっていたが、ザモーラの刺し客かくが面おも白しろい贈おくり物ものをしてくれた。教団とザモーラの条約も、思わぬところで役に立つものだ）

　金こん剛ごう石せきの杖つえを手に、広場の中心にある井戸の傍かたわらに立つトリアルは思った。

　足元には、旅芸人の娘が瀕ひん死しの状態で倒たおれている。

　セイル・グレイの性格からして、この娘を利用すれば至し極ごく簡単に仕し留とめられるはずだ。

「……う、ううん」

　アリシアがわずかに身じろぎした。

「ふん」

　トリアルは憎にく々にくしげに、その頰ほおを踏ふみ躙にじる。

　その時。

「……その子を解放しろ」

　朝日を背に現われた人影が、静かに言った。

　右手には漆しつ黒こくの杖つえ、左手には棺ひつぎの引き綱づなを握にぎった青年。

　セイル・グレイである。

「……トリアル、まさか君だとは」

　酷こく薄はくな風ふう貌ぼうの青年を見て、セイルは頭を振ふった。

　審問懲罰官トリアルは、司教座で十年間、ともに魔法を学んだ同期生だった。

　講義では熱い議論をかわし、休日には他の友人たちとともに集まり、談笑する。

　彼の当時の恋人とイフィーを交まじえて、四人で観劇をしたり、食事をしたりしたことも、二度や三度ではない。

　その彼が自分を倒すために派は遣けんされてくるとは……。

「僕は君を友人だと思っていた」

　と言うセイルの言葉に、トリアルは嘲ちよう笑しようする。

「馬鹿が。俺たちが貴様にいい顔をして見せたのは、貴様が総司教お気に入りの優等生だったからだ。将来出世しそうな貴様に取り入っておけば損はない、みんなそう思っていたんだよ。貴様を羨うらやむ者、その才能を妬ねたみ、憎にくむ者はいても、友人だと思うような奴やつはいなかったさ。貴様は独ひとりだったんだよ、いつでもな。……そら！」

　トリアルは金こん剛ごう石せきの杖をセイルに向けた。

　その先せん端たんから迸ほとばしる雷らい撃げき。

「……杖よ」

　セイルは〝呪じゆ波は〟で空間をねじ曲げ、それを四方にそらした。

　雷撃は破は裂れつ音のような耳をつんざく音とともに建物の壁かべや石いし畳だたみに当たり、黒い焦こげ跡あとを残す。

「では、これはどうかな!?」

　トリアルは続けて毒の霧きりを放ち、その黄色い雲でセイルを包み込もうとした。

　これに対し、マギの杖は緑の光を放って毒を真水へと分解する。

　黄色い雲が中和されて透とう明めい無毒な水すい滴てきの塊かたまりと化すのに、そう時間はかからなかった。

「さすがに腕はまったく落ちていないな」

　トリアルはうなずいた。

「だが、これ以上の抵てい抗こうはやめることだ。さもなくば……」

　彼は杖の先端をアリシアの脇わき腹ばらに押しつけ、直接、衝しよう撃げき波はを浴あびせた。

　意識のないアリシアの身体が、ビクンと跳はね上がる。

「トリアル！　お前、その子に何をした！」

　普ふ段だんは決して見せないセイルの怒いかりの表情に、トリアルはほくそ笑む。

「貴様に絶望というものを見せてやりたくなってね。なるべく酷ひどい凌りよう辱じよくを与あたえようとしたんだが、かなり抵抗されて、結局、主おもに精神の方を痛めつけさせてもらったよ。まあ、廃はい人じんになるのを免まぬがれたとしても、この娘これから一生、心安らかな夜は迎むかえられぬな」

「アリシア……」

　ぐったりと横たわるアリシアの瞳ひとみには、まったく生気というものが見られなかった。

　快かい活かつで、いつもセイルの心を和なごませてくれたあの瞳に……。

「まあ、異端審問会流に、もっとじっくりいたぶりたかったんだが、この娘、泣きも喚わめきもしない。面おも白しろくないんだな」

　さらにトリアルは、思い出し笑いをしながら続ける。

「そうそう、俺はついてたよ。ウスクという商人を経けい由ゆして、貴様を目もく撃げきしたザモーラの刺し客かくが、たまたま一番近くにいた魔ま道どう士しの俺のところに報しらせを送ってきてくれたんだ。知っての通り、今のところ教団と太たい主しゆ家けは友好関係にあるからな。恩を売っておきたかったんだろうよ。これで貴様の首をダレク猊げい下かのもとへ持っていけば、まず司教職への道は開かれたも同然だな」

「そんなことのために……、この優しい子を……」

　セイルの頰ほおを伝うものがあった。

「この子を傷つけたというのか！」

「貴様と一いつ緒しよにいたのが間違いなのさ」

　トリアルは哄こう笑しようしかけ、マギの杖がゆっくりと自分に向けられるのを見て慌あわてて言った。

「止よせ！　この娘が死ぬぞ！」

　だが、セイルは〝呪波〟を練ねった。

　空間の許きよ容ようを超える〝呪波〟の増ぞう幅ふくに、朝日までが波長の変調により虹にじ色に変化する。

「……君にはそんな時間は残されていない」

　セイルがそう宣告すると同時にマギの杖が銀色に輝かがやき、その先端に黒い球きゆう体たいが発生した。

　トリアルは防ぼう御ぎよ魔法を展開しようとするが、〝呪波〟がセイルの放つ波動に干かん渉しようされ、増幅することができない。

「くっ！……何だあれは!?」

　それはトリアルが見たこともない現象だった。

　セイルが生み出した直径が人間の身長の二倍ほどある漆しつ黒こくの球体は、内部にマギの杖と同じく、星や銀河のような小さな輝きを持っていた。

　まるで夜空を切り取ったかのように。それが、蛇へびに魅み入いられた蛙かえるのように逃にげることのできないトリアルに向かって、周囲の空間を歪ゆがめながら近づいてゆく。

　逆にアリシアの身体は、セイルの腕の中へと引き寄せられた。

　そして、少女の身体をしっかりと彼が抱だき締しめるのと、球体がトリアルに触ふれ、貧どん欲よくに彼を吞のみ込み始めるのは、ほぼ同時だった。

「う、うわーっ！」

　先ほどまでの自信に満ちた態度から一変して、トリアルは自分の身体が球体に取り込まれ、感覚がなくなってゆくのを感じて悲鳴を上げた。

「セイル！　やめてくれ！　セイル、悪かった！　昔を思い出して俺を……！」

　だが、黒い球体は、恐きよう怖ふに顔を歪めるトリアルを完全に包み込むと、凋しぼむようにして消えた。

　異端審問官の悲鳴が、プツリと途と切ぎれ、広場は、普ふ段だんの朝の静せい寂じやくを取り戻もどした。

　そして……。

「……今の球体はね」

　セイルはマギの杖を下ろすとつぶやくように言った。

「こことは別の世界への門。その門を通して、永えい劫ごうに飛ひ翔しようを続けてもたどり着くことのできない、遥はるかか彼方かなたの未知の世界に君は送り込まれたんだ。そこではこっちの世界の常識も、いや、物理法則さえも通用しないだろう……、もっとも、それも君が呼吸できる空気があればの話だけど」

　その口調は冷ややかで、一座の者たちが知っているいつものセイルのものではなかった。

「忘れていたようだね、学友くん。僕はなろうと思えば、いくらでも残ざん酷こくになれるんだよ」

　彼は腕の中のアリシアに目を落とした。

　冷たい光を放っていたその瞳ひとみに、いつもの温ぬくもりがふっと戻る。

「この子は……」

　セイルは少女を優しく石いし畳だたみに横たえ、マギの杖をその上にかざした。

「僕と関わり合いになったために、何度も危険な目に遭あい、恐おそろしい思いをし……」

　緑の暖かい光がアリシアを包み込む。

　これで、体力的には持ち直すはずである。

「……でも、僕が出てゆけば、もうそんなことはなくなりますからね」

　彼は少女の黒髪をそっと撫なでた。

「そろそろ痺しびれを切らせたロケが誰だれかに報しらせてやってくる頃ころです。強く、生きてください。僕はどこにいても君の幸せを祈いのってますから。……さよなら」

　セイルはささやき、立ち上がろうとした。

　しかし、その場を離れようとする彼を引き止めるものがあった。

　まだ目の覚めぬアリシアが無意識のうちに、セイルの手をギュッと握にぎっていたのだ。

「……駄だ目めです」

　セイルはそっとその手を解ほどこうと屈かがみ込む。

　すると、かすかな声が彼の耳に入ってきた。

「……かないで」

「アリシア……？」

「……行かないで……愛してるの」

「……えっ！」

　セイルは驚おどろき、そのまま凍こおりついたようになった。

　依い然ぜんアリシアの意識は戻っていない。

　だから今の言葉は、本人の心の奥にある、隠かくそうとしていた感情が吐と露ろされたものに違いない。

（でも、僕はこの子の気持ちに応こたえることは……）

　やはり、セイルの心を常に占しめているのは、あのイフィーなのだ。

　だが、これでアリシアを置いて旅立つことはできなくなった。

　今、セイルが逃げれば、トリアルに傷つけられた彼女の心はさらに深い傷を負おうことになる。

　せめて今日の恐ろしい体験の記き憶おくが薄うすれ、普段通りの彼女に戻る日までは……。

「一いつ緒しよにいますよ。もう背を向けたりはしませんから。……だから、今はゆっくり休みなさい」

　セイルはアリシアを包み込むように抱き上げると、一座の仲間の待つ場所に向かってゆっくりと歩き出した。
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「おい、今度は手を出すなとは言わないだろうな？」

　ダイモニオンは剣を抜いた。

「好きにしろ」

　リックは残りの者たちを下がらせた。

「んじゃあ、そうさせてもらうぜ」

　ダイモニオンは、スノリとダンスタン、それにルクバーの三人に向かっていった。

　リックの相手はバアザとティビュルス、そしてクレオンである。

　最初に動いたのはバアザ。

　死人とは思えぬ速度で二ふた振ふりの細身の剣を抜き放ったバアザは、左右から横よこ薙なぎを掛ける。

　これを見切ろうとするリック。

　だが、バアザの双そう剣けんは途と中ちゆうでギュンと速度を上げ、リックの両腕をわずかに裂さいた。

　バアザはさらに十字に腕を交差させた体勢からリックの間合い深くに踏ふみ込むと、剣と剣で首を挟はさんで頸けい動どう脈みやくを裂こうと目論もくろむ。

　この時、もしこれを受けて逃のがれようとして、不用意に剣を相手の二本の剣の間に差し入れれば、ちょうどそこが支点となり、二本の剣は大きな鋏はさみとなってリックの首を断ち切ることになる。

　そう判断したリックは身を屈め、バアザの足をグリードで払いながらこれをやり過ごした。

　ガッ！

　踏み出したバアザの右足に氷ひよう刃じんが命中する。

　この一振りで足首近くの脛すねを大きく切り裂かれたバアザだが、すでに死んでいるその身体からは血も噴ふき出さない。

　何の痛みも感じないのか、再び平然とリックとの距きよ離りを詰つめてゆく。

「……おかしいわ」

　それを見てつぶやくアマラ。

「何が？」

　ピュティアが尋たずねる。

「あの男は前に倒した奴やつよ。リックもあいつの実力は知ってるはずなのに……、まさか、強くなっているなんて？」

　続けてのバアザの薙なぎを、今度は大きく跳ちよう躍やくして余よ裕ゆうを持ってかわすリック。

　だが、そこに背後からティビュルスの曲きよく刀とうが襲おそった。

　その優ゆう雅がな動きから〝死の舞まい〟と呼ばれるティビュルスの一撃を、リックは自みずから倒れ込むようにして避よける。

「圧おされる一方じゃねえか、情けないねえ」

　と、ダル・ハー。

「……あっちのデカい奴も、口ほどにもないしな。こりゃあ、金貨五千、ひょっとすると」

「役立たずは黙だまってな」

　ピュティアはニンマリとするダル・ハーの脇わき腹ばらにナイフを突きつけた。

　だが、賞金稼かせぎの言葉もあながち噓うそではなかった。

　ダイモニオンの方も、ルクバー、スノリ、ダンスタンを相手に、完全に守勢に回っていたのだ。

「こうもやるとはな！」

　スノリの繰くり出す蛇へびをこぶしで叩たたき落とし、辛かろうじてダンスタンの突きをしのいだダイモニオンは、ルクバーに割られた額ひたいから流れる血に顔を赤く染そめながらもニッと笑った。

「生きてるうちに遭あえていれば、雇やとってやったのになあ！」

「……だが生前、これほど腕が立ったかどうか、疑問だな」

　バアザの肩に一ひと太た刀ちを浴あびせたリックがつぶやく。

「その通りだ」

　クレオンが、アクーザルを片手で振ふり下ろしながら勝ち誇ほこる。

「この者たちはみな、このアクーザルの力によって全ぜん盛せい期きの能力をはるかに上回る技術と破は壊かい力を身につけている。一人一人が、貴様ら〝剣けん鬼き〟や〝月げつ蝕しよくの神官〟に匹ひつ敵てきする存在にまで高められているのだ！」

　幾いく度ども叩きつけられるアクーザルを受けながら、グリードは甲かん高だかい、軋きしむような音を立てる。

　じりじりと下がってゆくリック。

　その間に、ティビュルスが右みぎ斜ななめ後方からの袈け裟さ掛がけを狙ねらう。

　同時に、切り落とされかけた右手をブラブラさせながら、まったく怯ひるむ様子のないバアザが左の剣を脇腹めがけて突き出した。

　前後からの攻勢をやり過ごそうと、リックは腰を沈めつつ左足を軸じくに身体を回転、大きく左に跳躍して間合いを取ろうと図はかるが、真横に方向を変えたティビュルスの曲刀がわずかに早く、彼の背を浅く裂さく。

　さらに、跳躍した先にはすでにクレオンが回り込んでおり、体勢が崩くずれたリックの右手首を蹴けり上げた。

「父さん、やめて！」

　クラリッサが叫さけぶが、アクーザルに完全に支配されているクレオンの耳には、娘の声も入らない。

「とどめはこのアクーザルだ！」

　グリードを持った利きき腕をはね上げられ、無防備になったリックの右胸に向けて、捻ひねりを加えられた妖よう剣けんが突き出された。

「リック！」

「フレオリック！」

「リックさん！」

　ピュティア、アマラ、クラリッサの三人が一いつ斉せいに顔を背そむけた。

　しかし……。

「…………？」

　クレオンの勝利の声がいつまで経たっても上がらないのを不ふ審しんに思い、恐おそる恐おそるピュティアがそちらに目を向けると……。

「!?」

　クレオンはまるで金かな縛しばりにあったかのように凍こおりついていた。

　アクーザルは、リックの心臓のわずか手前で止まっていたのだ。

「……くっ！　何だ、この私の支配力に干かん渉しようする波動は!?　どこからくる!?」

　身体を硬こう直ちよくさせたまま、クレオン、いや、アクーザルは呻うめいた。

　この場にいる誰もが知らなかったが、ちょうどこの瞬しゆん間かん、街まちの北の広場でセイル・グレイが黒い球体を放っていた。

　マギの杖つえを使い、その生命力の三分の一近くを消費して練ねった〝呪じゆ波は〟が、これほど離れた場所にまで影えい響きようを与えていたのだ。

　クレオンと復活した剣士たちは〝呪波〟の干渉の中で、一時的にアクーザルの影響から逃のがれていた。

　この隙すきを突いて、リックとダイモニオンは体勢を立て直す。

　そして……。

　ブンッという弓なりのような音が響ひびき、再びクレオンが、そして剣士たちが動きだした。

　リックはグリードを握にぎり直し、肩で大きく息をしながら次の攻撃に備える。

　だが、

「下がれい！　雑ざ魚こども！」

　と、クレオンが突然、右に剣を薙ないだ。

　目にも留とまらぬ速度でアクーザルの刃やいばはティビュルスの胴どうを断ち、その上半身はゆっくりと横にずり落ちた。

「フレオリック、失望したぞ！　このような人形どもに手を焼くとはな！」

　老剣士は黒こく衣いの剣士を振り返り、微ほほ笑えんだ。

「……父さん？」

　クラリッサがクレオンを見てつぶやく。

「あれは……本当の父さんだわ！」

「さあ、残りの雑ぞう兵へいを片付けろ！」

　クレオンは命じた。

「まさか、アクーザルの支配力から抜け出したのか？　意志の力で？」

　ダイモニオンはそう言いながらも、ダンスタンとルクバーの頭ず蓋がいに続け様ざまに剣を打ち込み、脇わきに抱かかえたスノリの首を捻ひねり折った。

　リックも、バアザの首をはねてとどめを刺さす。

　クレオン以外のすべての剣士が大地へと還かえった訳わけだ。

「やったあ！」

　という歓かん声せいはもちろんピュティア。

　クラリッサは夢の中にでもいるかのように、ボンヤリと父をながめるのみである。

（クレオンの心はアクーザルが剣士たちを操あやつる力を失ったわずかの隙すきに、自分の身体を取り戻したんだわ。これで終わりね。でも、さっき一瞬、アクーザルを止めたのは……？）

　ホッと安あん堵どのため息をつきながらも、疑問を抱いだくアマラ。

　だが、この時、セイルもまた戦っていたとは、さすがの彼女も想像できなかった。

「……クレオン」

　フレオリックは復活した老剣士に歩み寄る。

　ところが。

「止まれ！」

　クレオンは、若き友人の胸にアクーザルを突きつけた。

「邪じや魔ま者ものは消えた。決着をつけようではないか？」

　彼は言った。

　一同は啞あ然ぜんとなる。

「どうなってんだ、こりゃあ？」

　と、ダイモニオン。

「まだ、アクーザルに支配されているのか？」

　リックは眉まゆをひそめた。

「剣の意い思しは、今のところねじ伏ふせている。だが、若かった時の、いや、それ以上の力を得た今、わしはおぬしと戦ってみたい」

「父さん！」

「駄だ目め、危ないよ！」

　クラリッサが走り寄ろうとするのを、ピュティアが止めた。

　クレオンも、娘の方を敢あえて見ないようにする。

「どうだ、受けるか、この勝負？」

　リックは無言でグリードを下段に構かまえると、二人の間に十分な間合いを取る。

「諾だくと見た。……いくぞ！」

　クレオンは歓かん喜きの表情を浮かべ、大上段に振りかぶって走った。

「ロヴァルの弟で子しなら、その力を見せてみよ！」

　アクーザルがリックの頭部に真まつ直すぐに振り下ろされた。

　これをグリードで受けるリック。

「鉢はち砕くだき！」

　アクーザルがグリードに当たった瞬間、クレオンはさらに踏み込んで肘ひじを締しめ、衝しよう撃げきを倍加させる。

　これが頭に当たっていれば、多少角度がずれていようが、頭ず蓋がいどころか全身が真っ二つになることは間違いない。

「グリードに頼たよるな！　今の一撃、青せい銅どうの剣ならおぬしは死んでいた！」

　クレオンは、膝ひざをついたリックが立ち上がるのを待った。

　リックは右に回り込み、いったん呼吸を整ととのえようとする。

「そら、影かげ払はらい！」

　クレオンは軽く素す早ばやく、自分の左手に剣を置きにいくように払った。

　右に移動しかけていたリックは、自みずからアクーザルの刃やいばに当たりにいく格かつ好こうになる。

　影払いとは、相手の動きを完全に予測し、その位置を打つことで相手を斬きる技わざなのだ。

　リックは辛かろうじて踏み止とどまり、自じ滅めつを避ける。

　だが、そこにさらにクレオンの攻撃が加えられる。

「昇しよう雷らい！」

　正せい眼がんから、クレオンはグリードの先をはね上げるようにアクーザルを振り上げた。

（剣をはね上げてからの胴薙なぎか）

　リックは利きき足を引いてこれを見切る。

　だが、

「甘あまい！」

　クレオンは腕を大きく背中に回し、下段を通してさらに振り上げた。

　ちょうど子供が剣の玩具おもちやで遊ぶ時に、グルグルと腕を回す、あの格好である。

　一見無む駄だで隙すきだらけに見える動きだが、そのため逆にとっさの対処が難むずかしい。かなりの加速度がつくので、圧おしている時には決定的な一撃となることもあるのだ。

　この意表を衝つく剣の動きには、さすがのフレオリックも翻ほん弄ろうされた。

　左の上腕がアクーザルに大きく斬り裂さかれる。

「父さん！　お願いやめて！」

　クラリッサの必死の懇こん願がんも、今のクレオンには無意味だ。

「さあ、これで決めるぞ！」

　クレオンは大きく跳ちよう躍やくした。

「受けてみよ！」

　右手のアクーザルを頭の上に高く掲かかげたクレオンは、跳躍の頂点から片手振り下ろしをリックの肩かた口ぐちに見み舞まおうとする。

　だが、飛ひ翔しようしての攻撃はその軌き跡せきが見切りやすい。

　フレオリックにとっても反撃の好機である。

　黒こく衣いの剣士は、グリードを鞘さやに収めると抜ばつ刀とうしての一撃を狙ねらう構えに入る。

　剣速はほぼ同じ。

　足場があるリックの方に勝機はある。

　だが。

「剛ごう墜つい！」

　剣を握にぎって振り下ろされた右のこぶしに、クレオンはさらに上から左のこぶしを打ちつけた。

　落下の勢いで威い力りよくを増したアクーザルに、いっそうの破は壊かい力と剣速が加えられる。

　避けようも、受け止めようもない。

　残された道はひとつ。

　フレオリックは、左手で素早く抜刀し、そのまま冷気を帯びたグリードをクレオンに向けて投げ上げた。

　グリードは半回転し、アクーザルとすれ違うように飛んでクレオンの右肩に突き刺さる。

　剣速での不利を、剣を投げることで補おぎなったのだ。

　だが、クレオンはこれに怯ひるまずにそのままアクーザルを振り下ろす。

「やるな！」

「まだ！」

　フレオリックはクレオンのわずかな体勢の崩くずれを見て、右手を伸ばすように身体を捻ひねりながら飛翔した。

　二人の身体が空中でぶつかり合い、アクーザルがリックの肩に食い込む。

　しかし、リックの右手はその瞬しゆん間かん、クレオンの肩に刺さったグリードの柄つかを握っていた。

　黒衣の剣士はその本能のままに、氷ひよう刃じんを振り切っていた。

「見み事ごとだ！」

　クレオンはアクーザルを放し、そのまま大地に落ちた。

　ほぼ同時にリックも着地し、膝ひざをつく。

　その場の全員が呼吸を止め、空気が凍こおりついたかのような静せい寂じやくがあたりを満たす。

　この静けさを打ち破り、

「相あい討うちか！」

　と、目を輝かがやかせたのはダル・ハー。

　だが、アクーザルが無機質な音を立てて老剣士のそばに転ころがると、黒衣の剣けん鬼きはゆっくりと立ち上がった。

「……良かった、リック、生きてる」

　ピュティアはその場にへなへなと座すわり込む。

　腰が抜けてしまったようだ。

「父さん！」

　ピュティアの腕を擦すり抜けて、クラリッサがクレオンに駆かけ寄った。

「……クラリッサか」

　仰あお向むけに倒れた老剣士はつぶやくように言った。

「何で、何でこんなことを！」

「泣くな。わしはもう死んでいたのだ。……だが、これでようやくロヴァルのところへ逝いけるな」

　クレオンは娘の顔を見上げる。

「お前には済まぬことを……、それだけが悔くやまれる」

　クラリッサは無言で父の手を握った。

　クレオンは微ほほ笑えみ、再び冥めい府ふへ旅立った。




「終わったのね……、今度こそ、すべて」

　アマラが言った。

　ダイモニオンは傷と疲ひ労ろうで座り込み、クラリッサは父の遺い体たいの傍かたわらで嗚お咽えつしている。

　満まん身しん創そう痍いのリックはピュティアに抱だきつかれ、痛みに顔をしかめている。

　無ぶ事じなのはアマラとダル・ハーだけだ。

「まあた、生き延びやがった」

　ダル・ハーはボソリとつぶやく。

「何にせよ、俺は骨折り損だぜ」

　彼はふと、アクーザルに目をやった。

　うまいことちょろまかせないかという色気を、まだ残していたのだ。

　しかし……。

「へっ？」

　ダル・ハーは目を擦こすった。

　使い手を失った妖よう剣けんは、大地に落ちたはずだった。

　だが、賞金稼かせぎの目の前で、アクーザルは赤い光を帯びて静かに空中に浮き上がっていた。

（……貴様に勝利は与えぬぞ、フレオリック。このまま、また眠りに就つく前に、貴様の一番大切にしている者を奪うばってやろう！）

　アクーザルの声が直接、その場にいた者たちの脳に響ひびく。

（死ね、小娘！）

　妖剣は先端をピュティアに向け、一直線に飛んだ。

「フレオリック、後ろだ！」

　ダル・ハーが叫さけんだ。

「…………！」

　リックはグリードを鞘さや走ばしらせ、ピュティアの胸を貫つらぬこうとしていたアクーザルを、寸前で受け止めた。

　ギューンッ！

　空間が捩よじれるような、耳みみ障ざわりな音。

　妖剣と魔ま剣けんの鍔つば競ぜり合いである。

　青白く輝かがやくグリードと、赤く輝くアクーザル。

　拮きつ抗こうする超ちよう自然の力がぶつかり合う。

　そして……。

　キーンッ！

　耳をつんざくような高音とともに、真っ白な光の爆ばく発はつがあたりを包み込んだ。

　アマラたちは眩まぶしさに目を閉じたが、光は目ま蓋ぶたを通り抜けて視神経を麻ま痺ひさせる。

　何が起こったのか、これでは見み極きわめようがない。

　だが、ようやく視力が戻もどった時……。

「フレオリック」

　アマラは安あん堵どした。

　ピュティアを抱いたリックが、無事に立っている姿がそこにあったからだ。

　地面には砕くだけ散ったアクーザルの赤い破片が散らばっていた。

　しかし、微ほほ笑えもうとしたアマラはその光景に違い和わ感かんを覚え、もう一度リックの右手に目をやった。

「…………！」

　氷の剣。

　氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえられた折れぬはずの魔剣は、真っ二つに折れていたのである。
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　終章　折れた魔ま剣けん　去った魔ま道どう士し







「……何で俺おれは生きている？」

　目を開いたヒュオンはつぶやいた。

「気がついた？」

　傍かたわらの椅い子すに腰を下ろしてクスリの調合をしていたアマラが声をかけた。

「あんたか……」

「覚おぼえていてくれた？」

「ああ。だが、あの爺じいさんに魔剣を見せてもらってからの俺は……自分が自分じゃなかったからな……、そう、身体からだが俺の意い思しに逆さからって動いてたみたいで」

　ヒュオンは身体を起こそうとして、ウッと呻うめいた。

「肺に穴あなが開いたのよ。まだ動かない方がいいわ」

「そうか……。爺さんの娘に胸を貫つらぬかれた時、確かに死んだと思ったんだがなあ」

「あの子の腕がまだ未み熟じゆくだったお陰かげよ、幸運に感謝しなさい。それからあなたを秘密に運んで手当てをしろと言ったフレオリックにもね」

「どうしてあいつは？」

「死なすには惜おしいって。もっとも、それだけじゃないでしょうけど」

「…………？」

「クラリッサを人殺しにしたくなかったのよ、多分ね」

「とんだ甘あまちゃんだな」

「そのお陰かげで、あなたはこうやって軽かる口くちを叩たたいていられるのよ」

「違いない」

　彼は口元に手をやった。

　ツルリとした触さわり慣なれぬ感かん触しよく。

「……お、おい、俺の髭ひげは!?」

「ああ、落としたわよ」

「じょ、冗じよう談だん……、くそ！　何だこりゃあ！」

　頭を搔かきむしろうとして、髪までが短く刈かり込まれていることにヒュオンは気がついた。

「どうなっちまったんだ!?」

「さっぱりしていいでしょ？　これからあなたは別人になるのよ。ヒュオンという男はもう死んだの」

「俺が今まで築きずいてきた名めい声せいはどうなる？」

「そんなもの、剣を初めて握にぎった十代の女の子に敗まけた時点でズタボロよ。惜しくはないでしょ？」

「……何てこった」

「それと、しばらくはうちの一座で雑用係をやってもらうから。治ち療りよう費ひの代わり」

「噓うそだろ？」

「うちは今、大変なのよ。花形の歌うた唄うたいが怪け我がでしばらく舞ぶ台たいに立てそうもないの」

　アマラの表情が沈んだ。

「……怪我より問題は心の方かな？」

「再起不能か？」

「馬鹿言わないで。あの子はきっと立ち直るわ。セイルがついているんですもの」

「セイル？」

「うちの役者、名優セイル・ブロンディングのことよ」

　アマラは献けん身しん的にアリシアを介かい護ごするセイルの姿に、チクリと胸を針はりに刺されるような感じを覚えたことに戸と惑まどっていた。

　そう言えば、セイルと最後にまともな話を交かわしたのは何い時つのことだったろう？

　フレオリックと口づけしているところを見られてからは、こちらの方から避さけていた記き憶おくがある。セイルは銀の仮面を被かぶって舞台に上がっていたが、自分の気持ちに仮面を被せていたのは、実は私の方なのかも知れない。

「……そのうち、紹介するわ」

　アマラは薬やく湯とうの入ったカップをそっとヒュオンに差し出した。




　　　　＊　＊　＊




「ごめんね、リックが来なくて」

「一応今け朝さ、挨あい拶さつは済ませたわ。例によって、こっちが何を言っても、ああ、だったけど」

　あの戦いから十日後の午後。

　ピュティアは、故郷に旅立つクラリッサの見送りにきていた。

　ダイモニオンも出しゆつ立たつの準備を整えて、一いつ緒しよにいる。

　彼も今日、旅立つのだ。

「やっぱり俺が見送りじゃなあ」

　ダイモニオンは笑う。

「奴やつほど、いい男じゃないからな」

「そんなことないわ、いろいろありがとう、ダイモニオン」

　クラリッサは背せ伸のびして、大男を抱だき締しめる。

「……もう剣は握にぎらないのか？」

　珍めずらしいことに偏へん屈くつの剣けん匠しようハヴロックもその場にいた。

「そのつもりです。やっぱり人殺しはもうたくさん」

　クラリッサは振り返って答え、腰に差した剣の柄つか頭がしらに手を置いた。

「でも、あなたに鍛きたえてもらったこの二ふた振ふりの剣は大事にします」

「たかが、刃は物ものだ。うっちゃっておけ」

　どこまでも皮肉な名人である。

「でも、これからどうすんのさ？」

　ピュティアが尋たずねる。

「そうね」

　少女はニッコリと笑った。

「いったん、父さんのふるさとに帰って少し気持ちの整理をつけたら……。リック先生のお嫁よめさんにでもしてもらおうかしら？」

「…………」

「もう、どうしたのよ。いつもみたいに、なにぃ～、て慌あわてなきゃ」

「……何だかさあ」

　ピュティアはうつむいた。

「リックには、あんたの方がふさわしい気がしてさ」

「グリードのことね」

「うん」

「リック先生は怒おこっていなかったじゃない」

「だから、余よ計けいつらいんだよ！」

　ピュティアは溜たまっていたものを洗い浚ざらい吐はき出すように言った。

「怒って、罵ののしって、いつもの口調で、ピュティア、お前には愛想が尽つきた、て言われた方がまだマシだよ！」

「そうね、折れた剣先を鞘さやに戻もどして、いつかは折れるものだ、お前が無ぶ事じならばいい、ですものね。ちょっと、先生らしくなかったかな」

「あたし、どうしよう？」

　深刻な表情である。

「……こら、ピュティア」

　クラリッサは自分の額ひたいをピュティアの額に当てた。

「らしくないわよ。普ふ通つうにしている先生だけでも暗いのに、あなたまで落ち込んでどうするの？」

「……だね？」

　ピュティアは無理矢理に笑顔を作る。

「そうそう、笑って」

　クラリッサはその頰ほおに口づけした。

「元気でね」

「すぐにまた会えるよ、きっと」

　こうして、フレオリックのただ一人の弟で子しは旅立った。

　その姿が小さな点になって地平線に消えると、ハヴロックがピュティアを振り返った。

「……なあ、あの坊ぼう主ず、グリードを折ったのか？」

　少女はうなずく。

「あたしを守ろうとして。ねえ、あんた刀かたな鍛か冶じだよね？　直せないかな、あの剣？」

「無茶を言うな。あれは人間の手で打てるものでも折れるものでもない」

　がっかりした表情のピュティアを見て、ハヴロックは付け加えた。

「……まあ、直せるとすれば、最初にあれを鍛えた妖よう精せい族ぞくだろうな」

「そ、その妖精って、どこにいるの？」

「北だ。高き山々を越えた遥はるか北。ロヴァルはそこで剣を手に入れたそうだ。……まあ、噂うわさだがな」

　剣匠は頭を振ると、千ち鳥どり足あしで小屋に帰っていった。また、飲み直すのだろう。

　だが、これでひとつ、少女の心の中に希望が生まれた。

「じゃあ、俺も行くとするか。クラリッサと方向は逆だがね」

　残ったダイモニオンもピュティアに別れを告げた。

「あんたも元気でね」

　ピュティアは飛び上がって彼の首にしがみついた。

「もちろんだ。……奴やつに伝えてくれないか？」

「うん。何て？」

「その腕を生かしたかったら、月げつ蝕しよくの時までにミシュハバードに来い、とね」

　ダイモニオンは少女を抱き上げた。

「あいつの力が必要なんだ。あの三つの月の下に住むすべての者にとって」




　こうしてタレントゥムにおける奇き妙みような事件は終わった。

　マレオティス家とウスクに関する記憶は、ほとんどの住人や関係者の頭から消え、屋や敷しきのあった場所には広い空あき地が存在するのみだった。

　武術大会が開かれたことも忘れられ、アクーザルの名も、ごく少数の人々が悲しみとともにその胸に刻きざみつけたのみである。

　事実として残ったのは、多くの剣けん豪ごうや武術家が何らかの理由でここに集まり、死んでいったこと。そして、倒れた者の中にはクレオンやティビュルスのように、歴史に名を残すような大物がいたことである。




『ティーズの驚きよう異いの一座』は、フレオリックたちが旅立った後もしばらくタレントゥムに留とどまった。

　それでも、アリシアの顔に笑みが戻もどるまでにはまだ長い時間が必要だった。




　ダル・ハーは、ヴォージェラと組んでいたことを追つい及きゆうされるのを恐おそれてか、それとも、最後の最後にフレオリックを助けるような言葉をかけたことを悔くやんでか、事件の翌日には姿を消していた。




　ヴォージェラは、ザモーラ本国との連絡を絶ち、ようとして行ゆく方えが知れない。




　クラリッサはその後、本人の意い思しに反して剣術使いとして知られるようになる。

　そして、多くの戦いを生き延び、父の名を越える名めい声せいを得ることになるのだが、それについてはここでは語らない。




　ピュティアとフレオリック、そしてセイルのその後については……。

　また別の機会に語られることもあるだろう。







　あとがき







　やった～！

　初めて刊行予定を守ったぞ！

　これでもう、あとがきで謝あやまらなくて済むぞ～！




　……と、でも本当に今、初夏だよね？




　というわけで、不規則な生活が続き、時間感覚どころか季節感覚までなくなった南房です。

　月蝕紀もとうとう四巻目。

　ようやく軌道に乗った、といったところでしょうか？

　これからも作者と井上純弌先生、それに担当のＭさん、Ｙさんと四人五脚で頑がん張ばっていきますからどうかよろしく。（四人の中で一番苦労してないのが作者だったりして）




　そういえば今回は、井上版フレオリックの文庫初お目め見み得えですね。

　ドラゴン・マガジン本誌の短編ではもうお馴な染じみの方も多いでしょうけど、グリードの新デザイン（労作です）やピュティアの冬服などに是ぜ非ひ注目してください。




　で、今回はタイトルを見れば分かる通り、またフレオリックのストーリー（セイルも出ているけど）です。

　時間的には、二巻の事件（暗殺者フレオリック）の約三か月後。

　前の巻（異端の魔道士セイル）で一年時間が戻ったことで混乱したみなさん、ごめんなさい。

　また時間が跳とびました。

　でも、これは決して行き当たりばったりでやっていることではなくて、一応作者なりの意味があるんです。

　それは、この月蝕紀全体が、エレネイに伝わる数々の伝説の集合体であって、意い図と的てきに系けい統とう立てられて作られた噓うその英えい雄ゆう伝でん説せつではない、ということを示したかったということ。

　ある時には、きれいな星空を見上げた母親がマギの杖つえを思い出して子供たちにセイルの物語を語り、またある時には、ちらつきだした初雪を窓から眺ながめる村の古老が決闘者フレオリックの話を冒険を夢見る若者に伝える……。

　そんな雰ふん囲い気きを、不ふ規き則そくな順番でエピソードをつなげることで表わせたらと思っているんです。

　まあ、それが成功しているかどうかは別としても、ね。




　ところで……。

　唐とう突とつですが、作者も読者もとっくに忘れていた、エレネイなんでも質問室（二巻で予告したやつ）を今から開設します。

　なんだか作者の想定したような質問は全然こなくて、答えに窮きゆうするようなのが多かったけど……、やると言ったからにはやります！




　というわけで、まず最初はイラストの井上先生からの質問から。





　Ｑ　グリードは曲刀ですか、直刀ですか？







　Ａ　……魔剣です。






　……では次、栃木県の武田彩子さんからの質問。





　Ｑ　（二巻の）メロダフとドロローサは兄妹なのに、どうして結婚できるんですか？







　Ａ　普通は駄だ目めなんだけどね……。まあ、歴史的にも例がないわけじゃなくて、神権政治を行なっていた古代エジプトでは王族の兄きよう弟だい姉し妹まいの結婚はよかったようです。あのクレオパトラ（七世）も弟と結婚していたようだし。でも、エレネイの場合、こうした近親間の結婚は許ゆるされていません。メロダフが妹と結婚したのは、周囲を無視して、倫りん理り的てきな反感を承しよう知ちで行なった暴ぼう挙きよです。






　最後は、北海道の藤田朋美さんからの質問。





　Ｑ　フレオリックはどうしてそんなに有名なのですか？　似に顔がお絵えでも出回っているのですか？







　Ａ　娯ご楽らくのない時代のことですから、フレオリックの所業のようなことはすぐに噂うわさとなって各地に広まります。アゼラの隊商や商船航路などを経けい由ゆすれば、ひとつの噂がエレネイ全域に広がるまで、ほんの数か月です。無論、顔までが一般に知られているわけではありませんが、フレオリックの場合は結けつ構こう目立つ格かつ好こうだし……。それに賞金稼ぎ仲間の間では詳くわしい情報が伝わっているので、刺し客かくなどの裏の人間が彼を特定するのは大して難むずかしい作業ではないんです。






　まあ、第一回はこんなところで。（なんとか誤ご魔ま化かしながらも答えたぞ！）

　エレネイ質問室、お便り待ってます。

　ではまた、できれば今年中にお会いしましょう。

（ほんと、できるといいなあ……）




　付記

　今回の使用ＢＧＭは、まず（懐なつかしい）ジャーニーの『ベスト・ライヴ』、ジョン・デンバーの『カントリー・ローズ・コレクション』、小松未歩『謎』、新居昭乃『空の庭』、せがた三四郎『セガサターン、シロ！』（サターンユーザーだってばれるな……）、そして例によって笠原弘子さんの『テイク・ザ・Ｋ・トレイン』でした。

　特に『カントリー・ローズ・コレクション』は、ジョンが飛行機事故で亡くなった直後の感かん銘めい深いアルバム。ジョンは僕が聞き始めた頃でも既すでに過去の人だったけど、僕がギターを弾ひき始めたのはこの人の曲（このアルバムにも入っている『ライムズ・アンド・リーズンズ』）がきっかけだったんですよ。名優三船敏郎も去ったし、どんどん好きな人がいなくなって何だか淋さびしい……。
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